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自
治
体
政
策
学

デ
ン
マ
ー
ク
を
知
る
た
め
の
70
章
【
第
２
版
】

定
価
三
、五
二
〇
円（
税
込
）

定
価
二
、二
〇
〇
円（
税
込
）

「
政
策
」
を
切
り
口
と
し
て
自
治
体
を
論
じ
、
具
体
的
な

個
別
政
策
を
取
り
上
げ
な
が
ら
、
市
民
視
点
で
自
治
体

政
策
と
は
何
か
を
詳
解
。
政
策
の
蓄
積
や
改
革
な
ど
も

踏
ま
え
、
シ
ビ
ル
・
ミ
ニ
マ
ム
を
前
提
と
し
た
自
治
体

の
あ
り
方
を
展
望
す
る
。

余
裕
を
も
っ
て
仕
事
と
生
活
を
楽
し
む
デ
ン
マ
ー
ク
の

人
々
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
日
本
は
ど
こ
が
異
な
る
の

か
。
旅
行
ガ
イ
ド
で
は
分
か
ら
な
い
デ
ン
マ
ー
ク
の
真

の
姿
が
こ
こ
に
あ
る
。
15
年
ぶ
り
の
改
訂
版
。

法律文化社 明石書店

ど
う
す
る
Ａア

ル

プ

ス

Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
？
科
学
と
社
会
の

両
面
か
ら
の
提
言

定
価
一
、九
八
〇
円（
税
込
）

福
島
第
一
原
発
廃
炉
に
伴
う
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
問
題
を

解
決
す
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
執
筆
者
が
科

学
・
技
術
的
、
社
会
的
な
側
面
か
ら
分
析
し
、
ど
う
解

決
し
て
い
け
ば
い
い
か
を
提
案
す
る
。

実
践
の
論
理
を
描
く
相
互
行
為
の
な
か
の
知
識
・
身
体
・
こ
こ
ろ

定
価
四
、一
八
〇
円（
税
込
）

勁草書房

人
が
知
識
、
身
体
、
こ
こ
ろ
を
持
つ
と
い
う
経
験
は
、
相

互
行
為
の
中
で
い
か
に
理
解
可
能
に
さ
れ
て
い
る
の
か
。

社
会
学
、
言
語
学
、
哲
学
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
執
筆

者
た
ち
が
、
実
践
の
論
理
の
分
析
か
ら
描
き
出
す
。

小
宮
友
根
・
黒
嶋
智
美
編
／
五
十
嵐
素
子（
法
学
部
教
授
）他
共
著

あけび書房

岩
井
孝
・
大
森
真
・
児
玉
一
八
・
小
松
理
虔
・
鈴
木
達
治
郎
・
野
口
邦
和
・

濱
田
武
士（
経
済
学
部
教
授
）・
半
杭
真
一
編
著

武
藤
博
己
監
修
／
南
島
和
久
・
堀
内
匠（
法
学
部
准
教
授
）編
著

福
士
明（
法
学
部
教
授
）著

「
廃
棄
物
」概
念
の
研
究
―
解
釈
論
―

定
価
四
、二
九
〇
円（
税
込
）

本
書
は
「
廃
棄
物
」
と
い
う
概
念
に
つ
い
て
、行
政
実
務
・

学
説
お
よ
び
判
例
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
た
各
解
釈
論
の

展
開
過
程
を
整
序
・
分
析
し
、
廃
棄
物
処
理
法
の
前
身
で

あ
る
清
掃
法
と
基
本
法
た
る
循
環
型
社
会
形
成
推
進
基

本
法
を
踏
ま
え
て
、
そ
の
新
た
な
方
向
性
を
提
示
す
る
。

北海学園大学出版会

村
井
誠
人
編
著
／
高
橋
美
野
梨（
法
学
部
准
教
授
）他
共
著

コ
ロ
ナ
化
し
た
世
界
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
は
政
治
を
変
え
た
の
か

定
価
四
、四
〇
〇
円（
税
込
）

４
年
間
の
コ
ロ
ナ
禍
を
経
験
し
、
我
々
は
何
を
学
ん
だ

の
か
。
本
書
は
２
０
１
９
年
末
か
ら
２
０
２
３
年
夏
ま

で
の
期
間
を
対
象
に
、
世
界
各
国
お
よ
び
日
本
国
内
の

政
治
的
な
動
向
に
つ
い
て
の
総
括
を
試
み
る
。

勁草書房

日
本
大
学
法
学
部
政
経
研
究
所
企
画
／
岩
崎
正
洋
編
著
／
岩
坂
将
充（
法
学
部
教
授
）
他
共
著

£
１
３
５・０
０

Routledge

Languages and 
Nationalism 
Instead of 
Empires
野町素己 ,Tomasz Kamusella 編
清沢紫織（人文学部講師）他共著

中欧地域の様々な国民国家
において、言語がいかにして
人間集団によって創造され、
正当化され、維持され、破
壊されるのか。そのメカニズ
ムについて、社会言語学的
な観点から考察する論文集。

護
士
教
員
（
札
幌
弁
護
士
会
の
協
力
）

が
加
わ
り
、
理
論
と
実
務
の
架
橋
を

目
指
す
法
科
大
学
院
教
育
を
可
能
と

し
た
。
条
文
と
理
論
を
実
務
に
結
び

付
け
て
段
階
的
に
学
ぶ
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
を
導
入
す
る
だ
け
で
な
く
、

理
論
科
目
の
内
容
・
方
法
に
も

工
夫
が
必
要
と
な
る
。

　

理
論
科
目
の
単
位
数
は
、
学

部
同
一
科
目
の
半
分
（
法
改
正

に
よ
り
増
加
）、
授
業
の
準
備
に

工
夫
を
凝
ら
す
。
自
学
自
修
用

レ
ジ
ュ
メ
を
授
業
の
一
定
期
間

前
ま
で
に
配
布
。
実
務
へ
の
架

橋
を
念
頭
に
お
き
毎
回
判
例
評

釈
を
寄
稿
す
る
と
同
様
の
準
備
。

空
き
時
間
・
夏
休
み
等
を
利
用

し
た
補
習
。
起
案
用
練
習
問
題

の
作
成
と
添
削
。
全
国
で
も
珍

し
い
夜
間
の
長
期
履
修
課
程
を

設
置
し
、
終
了
時
間
は
21
時

30
分
。
質
問
へ
の
応
答
後
に
帰
宅
す

る
と
寝
る
だ
け
と
い
う
日
も
。
学
生

の
協
力
の
も
と
苦
労
を
重
ね
た
結
果
、

完
成
年
度
に
は
教
育
手
法
確
立
。

　

実
務
科
目
の
中
心
と
な
る
、
弁
護

士
教
員
の
指
導
の
も
と
学
生
が
行
う

法
律
相
談
で
は
、
札
幌
は
も
ち
ろ
ん
、

北
見
で
の
出
張
相
談
に
も
、
多
く
の

相
談
が
寄
せ
ら
れ
た
。
ま
た
、
学
生

が
法
曹
三
者
等
の
役
に
分
か
れ
、
事

件
の
資
料
を
材
料
に
行
う
刑
事
模
擬

裁
判
で
は
、
事
前
に
学
修
し
た
授
業

を
も
と
に
、
土
曜
日
の
午
前
中
か
ら

夕
方
ま
で
の
時
間
を
利
用
し
て
一
気

に
公
判
を
行
う
。
証
人
尋
問
は
迫
力

満
点
。

　

２
０
１
６
年
、
将
来
構
想
委
員
会

は
研
究
科
不
同
意
の
ま
ま
２
０
１
８

年
度
以
降
の
募
集
停
止
を
決
定
。
議

論
す
べ
き
課
題
は
顧
み
ら
れ
ず
、

発
展
的
解
消
策
も
頓
挫
、
廃
止

の
理
由
も
不
明
。
広
く
実
務
へ

の
応
用
力
を
有
す
る
人
材
育
成

（
法
曹
三
者
に
限
定
し
な
い
点
で

中
教
審
と
対
立
）、
夜
間
履
修
の

機
会
提
供
、
地
域
へ
の
法
的
サ
ー

ビ
ス
提
供
を
目
指
し
た
法
科
大

学
院
は
、
結
局
、
バ
ッ
シ
ン
グ

に
よ
る
志
願
者
激
減
と
い
う
荒

波
を
乗
り
越
え
る
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
。
必
要
だ
が
維
持
す

る
だ
け
の
体
力
が
な
か
っ
た
と

い
う
こ
と
か
。
全
国
74
校
あ
っ

た
法
科
大
学
院
も
、
現
在
の
募

集
継
続
校
は
34
校
。
こ
の
間
、

意
見
書
の
趣
旨
と
異
な
る
改
革
に
よ

り
、
法
科
大
学
院
の
意
義
に
疑
念
も

生
じ
る
。
経
済
的
負
担
の
な
い
予
備

試
験
に
注
目
す
べ
き
時
が
来
た
の
か

も
し
れ
な
い
。

　

２
０
０
５
年
開
設
。
２
０
０
８
年

一
期
生
19
名
修
了
、
初
の
司
法
試
験

受
験
。
２
０
２
４
年
最
後
の
学
生
が

修
了
（
総
計
１
５
６
名
）。
２
０
１
９

年
（
修
了
後
５
年
）
ま
で
の
修
了
者

に
つ
い
て
、
司
法
試
験
の
累
積
合
格

率
（
あ
る
年
に
法
科
大
学
院
を
修
了

し
司
法
試
験
を
受
験
し
た
受
験
者
が

最
終
的
に
合
格
し
た
割
合
）
の
累
計

は
、
既
修
29
名
・
合
格
14
名
（
48
・

３
％
）、
未
修
１
２
２
名
・
合
格
26
名

（
21
・
３
％
）、
総
計
１
５
１
名
・
合

格
40
名
（
26
・
５
％
。
受
験
者
数
母

数
の
合
格
率
28
・
８
％
。
全
国
累
積

合
格
率
52
％
）。

　

構
成
員
に
は
経
験
豊
富
な
元
裁
判

官
（
支
援
な
し
に
は
開
設
困
難
）、
弁

法
務
研
究
科
長
・
教
授

丸ま
る

山や
ま

治
お
さ
む

　

平
成
17
年
４
月
に
開
設
さ
れ
た
法
務
研
究
科
（
法
科
大
学
院
）
が

最
後
の
修
了
生
を
送
り
、
令
和
６
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
廃
止
と
な
っ

た
。
法
務
研
究
科
は
、
理
論
と
実
務
の
架
橋
を
意
識
し
た
、
質
の
高
い

法
曹
養
成
に
特
化
し
た
教
育
の
場
と
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
。

理論と実務の架橋を模索

共
に
泣
き
共
に
笑
っ
た

法
科
大
学
院
生
に
エ
ー
ル
を

　

新
入
生
の
み
な
さ
ん
、
北
海
学
園
大

学
へ
の
ご
入
学
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
教
職
員
一
同
、
心
よ
り
歓
迎
い

た
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
大
学
生
活
を
通
じ
て
、

何
よ
り
も
み
な
さ
ん
に
得
て

ほ
し
い
の
は
、「
学
問
す
る
心

と
力
」、
そ
し
て
「
問
い
を
共

有
す
る
友
」
で
す
。

　

世
界
や
社
会
、
人
間
に
関

し
て
疑
問
に
思
う
こ
と
は
数

多
く
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ら

を
ひ
と
つ
の
「
問
い
」
に
ま

で
高
め
て
く
れ
る
の
が
学
問

で
す
。
ど
の
よ
う
に
し
た
ら

答
え
に
た
ど
り
着
く
こ
と
が

で
き
る
の
か
、
そ
の
た
め
の

方
法
を
見
出
し
、
答
え
に
向

か
っ
て
研
究
せ
ず
に
は
い
ら

れ
な
く
な
っ
た
と
き
、
そ
れ

は
単
な
る
疑
問
か
ら
「
問
い
」

に
変
わ
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
に
は
、
大

学
で
の
学
び
を
通
じ
て
、
自
分
な
り
の

「
問
い
」
を
持
ち
、
自
分
な
り
の
答
え
を

導
く
研
究
の
営
み
を
、
大
い
に
経
験
し

て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
さ

い
に
大
切
な
こ
と
は
、
客
観
的
な
理
由

や
根
拠
を
示
し
、
他
者
の
理
解
を
得
ら

れ
る
よ
う
に
自
分
の
答
え
を
導
く
こ
と

で
す
。
そ
の
よ
う
に
し
て
導
か
れ
た
答

え
は
、
も
は
や
、
あ
な
た
だ

け
の
も
の
で
は
な
く
、
人
々

に
共
有
さ
れ
る
知
恵
と
な
り
、

新
し
い
可
能
性
を
切
り
拓
く

社
会
の
力
と
な
る
か
ら
で
す
。

　

そ
し
て
も
う
一
つ
は
、「
問

い
を
共
有
す
る
友
」
で
す
。

私
た
ち
は
人
生
の
い
ろ
い
ろ

な
段
階
で
さ
ま
ざ
ま
な
友
人

と
出
会
い
ま
す
が
、
大
学
時

代
に
お
い
て
こ
そ
出
会
い
た

い
の
は
「
問
い
を
共
有
す
る

友
」
で
す
。
自
分
と
同
じ
「
問

い
」
に
取
り
組
む
仲
間
、
あ

る
い
は
、そ
れ
ぞ
れ
の「
問
い
」

に
向
き
合
う
努
力
に
共
感
し

合
え
る
仲
間
で
す
。

　

い
ま
私
た
ち
の
社
会
は
、
少
子
・
高

齢
化
、
人
口
減
少
、
地
球
温
暖
化
の
進

行
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
や
Ａ
Ｉ
の
発
達
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の

進
展
は
、
大
き
な
利
便
を
も
た
ら
す
一

方
で
、
例
え
ば
、
生
成
Ａ
Ｉ
の
発
達
に

よ
る
情
報
の
性
質
の
変
化
な
ど
、
新
た

な
問
題
を
も
生
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
現
実
に
対
処
し
、
よ
り
よ
い
社
会

を
築
く
た
め
に
は
、
新
し
い
知
恵
の
創

造
と
、
そ
れ
を
活
か
す
人
々
の
共
同
が

必
要
で
す
。
そ
こ
に
、
学
問
の
果
た
す

大
き
な
役
割
が
あ
り
ま
す
。
学
問
は
特

別
な
人
だ
け
が
や
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
み
な
さ
ん
に
は
、
是
非
、
学
問

を
も
生
涯
の
友
と
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

本
学
は
、「
常
に
真
理
を
探
究
す
る
構

え
と
専
門
の
学
知
に
支
え
ら
れ
た
高
い

道
義
性
と
知
性
を
兼
ね
備
え
、
自
己
の

キ
ャ
リ
ア
の
持
続
的
発
展
と
他
者
と
の

自
由
な
連
帯
を
通
し
、
未
来
を
切
り
拓

く
パ
イ
オ
ニ
ア
の
育
成
に
努
め
る
」
こ

と
を
教
育
の
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
本

学
で
の
学
び
が
、
み
な
さ
ん
の
よ
き
人

生
、
そ
し
て
よ
り
よ
い
社
会
の
実
現
に

つ
な
が
る
こ
と
を
願
い
、
祝
辞
と
い
た

し
ま
す
。

「学問する心と力」
そして「問いを共有する友」を

森下宏美学長 入学式式辞（要旨）

令和６年度　入学者数 （単位／人）

学部 学科 入学者

経
済

１部 348

２部 139

経
営

１
部

経 営 学 科 200

経営情報学科 161
２
部 経 営 学 科 122

法
１部 300

２部 200

人
文

１
部

日本文化学科 134

英米文化学科 104

２
部

日本文化学科 48

英米文化学科 28

工

社会環境工学科 52

建　築　学　科 70

電子情報工学科 82

生  命  工  学  科 63

研究科 入学者

大
　
学
　
院

経済学研究科
（博士課程） 1
（修士課程） 2

経営学研究科
（博士課程） －
（修士課程） －

法学研究科
（博士課程） －
（修士課程） 2

文学研究科
（博士課程） －
（修士課程） 3

工学研究科
（博士課程） －
（修士課程） 4

1部　計 1,514

2 部　計 537

大学　計 2,051

大学院　計 12

大学・大学院　計 2,063

　

令
和
６
年
度
度
入
学
式
が
４

月
２
日
、
北
海
道
立
総
合
体
育
セ

ン
タ
ー
「
北
海
き
た
え
ー
る
」
に

て
執
り
行
わ
れ
た
。
今
年
度
は
、

学
部
学
生
１
部
１
５
１
４
名
、
２

部
５
３
７
名
、
大
学
院
博
士
（
後

期
）
課
程
１
名
、修
士
課
程
11
名
、

合
わ
せ
て
２
０
６
３
名
の
新
入

生
を
迎
え
た
。
昨
年
ま
で
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
の
観
点
か
ら
規
模
を
縮

小
し
て
い
た
が
、
５
年
ぶ
り
に

一
般
来
場
者
を
迎
え
て
従
来
通

り
に
実
施
さ
れ
た
。

河
﨑
秋
子
氏
か
ら
祝
辞

　

来
賓
か
ら
の
祝
辞
と
し
て
、

本
学
経
済
学
部
を
卒
業
し
た
作

家
の
河
﨑
秋
子
氏
が
登
壇
し
た
。

河
﨑
氏
は
２
０
０
２
年
に
本
学

を
卒
業
、
今
年
一
月
に
小
説
『
と

も
ぐ
い
』
で
第
１
７
０
回
直
木
賞

を
受
賞
し
た
。
河
﨑
氏
は
自
身

の
学
生
時
代
と
大
き
く
変
わ
っ

て
い
る
も
の
と
し
て
Ａ
Ｉ
を
挙

げ
、
Ａ
Ｉ
の
文
章
技
術
は
非
常

に
興
味
深
い
と
し
な
が
ら
も
「
人

が
生
身
か
ら
搾
り
出
し
た
文
章

か
ら
少
し
ず
つ
か
け
離
れ
て
い

る
印
象
」
と
見
解
を
述
べ
た
。
新

入
生
に
対
し
て
「
我
々
の
世
代
よ

り
も
は
る
か
に
豊
か
な
視
点
と
、

新
た
な
技
術
と
の
共
存
方
法
を

見
出
し
て
い

か
れ
る
と
思

う
。
卒
業
後
、

そ
の
獲
得
し

た
視
点
や
技

術
を
、
社
会

の
中
で
我
々

に
ご
教
示
く

だ
さ
る
も
の

と
期
待
し
て
い
る
」
と
激
励
し

た
。

　

多
く
の
保
護
者
の
方
々
を
は

じ
め
、
ご
来
賓
、
教
職
員
が
見
守

る
な
か
、
新
入
生
は
緊
張
と
期
待

が
入
り
混
じ
っ
た
面
持
ち
で
式

典
に
臨
ん
で
い
た
。

祝辞を述べた河﨑秋子氏

北海きたえーるで行われた入学式

入
学
式
挙
行

入
学
式
挙
行

入
学
式
挙
行

令和６年度令和６年度令和６年度

法
務
研
究
科
最
後
の
修
了
生

アメリカ・ポートランド州立大学と本学

交流協定締結

アメリカ・バレンシア大学地区理事会、
全国大学生活協同組合連合会と本学
Global Leadership Programに

関する覚書を締結

　本学は、2024 年 2 月 28 日にアメリカ・ポートランド州立
大学と交流協定を締結しました。ポートランド州立大学は、
第二次世界大戦から復員した兵士の職業訓練校として設立
され、1964 年に 4 年制大学として認可された総合大学です。
この協定は、双方のニーズに基づいて、教職員や学生の交流、
学術出版物および学術情報の共有といった研究・教育活動
の交流を可能とするものです。

　本学は、2023 年 11 月 16 日にアメリカ・バレンシア大
学地区理事会、全国大学生活協同組合連合会と Global 
Leadership Program に関する覚書を締結しました。バレン
シア大学は、世界 60 か国から 500 名以上の留学生が集ま
るコミュニティカレッジです。この覚書は、バレンシアから
提供される最大 6 か月間の正規課程の講義および関連の学
術研修プログラムへの参加を可能とするものです。

ポートランド州立大学との協定書 Global Leadership Programに関する覚書
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本
年
３
月
31
日
付
で
退
職
さ
れ
た
田
村

卓
哉
先
生
（
元
経
営
学
部
教
授
）、
佐
藤
克

廣
先
生
（
元
法
学
部
教
授
）、
鈴
木
美
佐
子

先
生
（
元
法
学
部
教
授
）、
大
谷
通
順
先
生

（
元
人
文
学
部
教
授
）、
堂
柿
栄
輔
先
生
（
元

工
学
部
教
授
）、
魚
住
純
先
生
（
元
工
学
部

教
授
）、髙
橋
伸
幸
先
生
（
元
工
学
部
教
授
）、

丸
山
治
先
生
（
元
法
務
研
究
科
教
授
）、
大

西
有
二
先
生
（
元
法
務
研
究
科
教
授
）、
矢

吹
徹
雄
先
生
（
元
法
務
研
究
科
教
授
）
の
永

年
に
わ
た
る
教
育
研
究
、
大
学
運
営
、
社
会

活
動
の
功
績
に
対
し
３
月
30
日
、
本
学
第

三
会
議
室
で
、
名
誉
教
授
の
称
号
が
森
下
宏

美
学
長
よ
り
授
与
さ
れ
た
。

◆　
　

◆　
　

◆

▽
田た

村む
ら

卓た
く

哉や

名
誉
教
授

【
略
歴
】
昭
和
58
年
北
海
道
大
学
大
学
院
教

育
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
（
教
育
学
修

士
）、
昭
和
62
年
北
海
道
大
学
大
学
院
教
育

学
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取
得
満
期
退
学
、

昭
和
62
年
北
見
工
業
大
学
工
学
部
講
師
、

平
成
２
年
同
助
教
授
、
平
成
15
年
本
学
経

営
学
部
助
教
授
、
平
成
16
年
経
営
学
研
究

科
修
士
課
程
担
当
（
心
的
障
害
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
特
殊
講
義
な
ど
担
当
）、
平
成
19
年
本
学

経
営
学
部
教
授
（
心
的
情
報
処
理
論
な
ど
担

当
）、
平
成
28
年
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー

長
（
令
和
２
年
３
月
ま
で
）

【
主
な
著
書
・
論
文
・
発
表
等
】

著
書
：
分
担
執
筆
『
社
会
で
い
き
る
心
理
学　

第
４
章
』、
論
文
：「
記
憶
の
精
神
生
理
学
：

新
た
な
応
用
可
能
性
に
着
目
し
て
」、「
偶
発

記
憶
に
お
け
る
虚
再
認
に
対
す
る
方
向
づ
け

課
題
の
効
果
―
風
景
写
真
を
用
い
た
予
備

的
検
討
―
」

◆　
　

◆　
　

◆

▽
佐さ

藤と
う

克か
つ

廣ひ
ろ

名
誉
教
授

【
略
歴
】
１
９
７
８
年
中
央
大
学
大
学
院

法
学
研
究
科
政
治
学
専
攻
修
士
課
程
修
了

（
法
学
修
士
）、
１
９
８
１
年
中
央
大
学
大

学
院
法
学
研
究
科
政
治
学
専
攻
博
士
後
期

課
程
単
位
修
得
満
期
退
学
、
１
９
８
１
年

本
学
法
学
部
講
師
、
１
９
８
６
年
同
助
教

授
、
１
９
９
４
年
同
教
授
（
行
政
学
な
ど
担

当
）、
法
学
研
究
科
修
士
課
程
担
当
（
行
政

学
特
論
な
ど
担
当
）、
１
９
９
９
年
同
博
士

課
程
担
当
（
行
政
学
特
殊
研
究
な
ど
担
当
）、

２
０
１
５
年
法
学
研
究
科
長
（
２
０
１
８
年

３
月
ま
で
）

【
主
な
著
書
・
論
文
・
発
表
等
】

著
書
：『
自
治
と
参
加
―
ア
メ
リ
カ
の
事
例

か
ら
―
』
等
、
論
文
：「
ア
メ
リ
カ
合

衆
国
の
広
域
地
方
政
府
―
オ
レ
ゴ
ン

州
メ
ト
ロ
の
組
織
と
機
能
」、「〈
消
え

か
か
る
〉
道
州
制
特
区
制
度
」
等

◆　
　

◆　
　

◆

▽
鈴す

ず

木き

美み

佐さ

子こ

名
誉
教
授

【
略
歴
】
昭
和
63
年
お
茶
の
水
女
子
大

学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
哲
学
専

攻
修
了
（
文
学
修
士
）、
平
成
４
年
お

茶
の
水
女
子
大
学
大
学
院
人
間
文
化

研
究
科
比
較
文
化
学
専
攻
単
位
修
得

退
学
、
平
成
４
年
東
京
工
業
大
学
工

学
部
助
手
、
平
成
８
年
同
大
学
院
社

会
理
工
学
研
究
科
助
手
、
平
成
10
年

本
学
法
学
部
助
教
授
、
平
成
17
年
同

教
授
（
論
理
学
な
ど
担
当
）、
平
成
28

年
〜
令
和
元
年
度
学
生
部
長
、
令
和

３
〜
４
年
度
副
学
長
、
令
和
４
〜
５

年
度
教
務
セ
ン
タ
ー
長

【
主
な
著
書
・
論
文
・
発
表
等
】

著
書
：『
論
理
的
思
考
の
技
法
Ⅰ
〜｢

な
ら
ば｣

を
め
ぐ
っ
て
〜
』
第
２
版
、

『
論
理
的
思
考
の
技
法
Ⅱ
〜
三
段
論
法

と
誤
謬
〜
』、
論
文
：「
行
為
文
の
推
論
構
造

に
つ
い
て
―
柏
端
論
文
「
行
為
と
道
具｣

お

よ
び
デ
ィ
ヴ
ィ
ド
ソ
ン
型
分
析
を
め
ぐ
っ
て

―
」（
共
著
）、「
信
念
の
パ
ラ
ド
ク
ス
―
自

己
欺
瞞
に
つ
い
て
」、「
出
来
事
存
在
論
に
つ

い
て
」

◆　
　

◆　
　

◆

▽
大お

お

谷た
に

通み
ち

順よ
り

名
誉
教
授

【
略
歴
】
昭
和
57
年
北
海
道
大
学
大
学
院
文

学
研
究
科
修
士
課
程
中
国
文
学
専
攻
修
了

（
文
学
修
士
）、
昭
和
57
年
９
月
中
華
人
民

共
和
国
北
京
師
範
大
学
中
文
系
留
学
（
昭
和

59
年
７
月
ま
で
）、
昭
和
60
年
北
海
道
大
学

大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
中
国
文
学
専

攻
中
退
、
昭
和
60
年
株
式
会
社
ホ
ビ
ー
ジ
ャ

パ
ン
企
画
部
（
昭
和
61
年
３
月
ま
で
）、
昭

和
61
年
北
海
道
大
学
文
学
部
文
部
教
官
助

手
、
平
成
元
年
本
学
教
養
部
講
師
、
平
成
４

年
同
助
教
授
、
平
成
９
年
同
教
授
、
平
成

10
年
本
学
人
文
学
部
教
授
（
中
国
文
学
Ⅱ

な
ど
担
当
）、
平
成
18
年
大
学
院
文
学
研
究

科
教
授
（
比
較
文
学
特
殊
講
義
Ⅱ
な
ど
担

当
）、
平
成
29
年
図
書
館
長
（
令
和
４
年
３

月
ま
で
）

【
主
な
著
書
・
論
文
・
発
表
等
】

著
書
：『
麻
雀
の
誕
生
』、
翻
訳
：『
天
安
門

を
つ
く
り
な
お
す
：
政
治
空
間
と
し
て
の
天

安
門
広
場
』、
論
文
：「
元
雜
劇
所
描
寫
的
關

撲
風
俗
―
擲
錢
賭
博
的
文
化
含
義
」

◆　
　

◆　
　

◆

▽
堂ど

う

柿が
き

栄え
い

輔す
け

名
誉
教
授

【
略
歴
】
昭
和
53
年
北
海
道
大
学
工
学
研
究

科
士
木
工
学
専
攻
修
了
（
工
学
修
士
）、
平

成
５
年
博
士
（
工
学
）（
北
海
道
大
学
）、
昭

和
53
年
北
海
道
土
木
部
行
政
職
技
術
吏
員
、

昭
和
57
年
本
学
工
学
部
土
木
工
学
科
講
師
、

昭
和
62
年
同
助
教
授
、
平
成
３
年
修
士
課

程
担
当
（
交
通
計
画
学
特
論
な
ど
担
当
）、

平
成
５
年
同
教
授
、
平
成
７
年
博
士
（
後

期
）
課
程
担
当
（
都
市
計
画
特
別
講
義
な
ど

担
当
）、
平
成
17
年
本
学
工
学
部
社
会
環
境

工
学
科
教
授
（
計
画
数
理
な
ど
担
当
）

【
主
な
著
書
・
論
文
・
発
表
等
】

著
書
：
共
著
『
交
通
シ
ス
テ
ム
工
学
』、論
文
：

「
都
市
部
街
路
の
ア
ク
セ
ス
機
能
に
関
す
る

調
査
研
究
」、
共
著
「
時
間
制
限
駐
車
区
間

で
の
駐
車
行
動
に
関
す
る
都
市
間
比
較
」

◆　
　

◆　
　

◆

▽
魚う

お

住ず
み

純じ
ゅ
ん

名
誉
教
授

【
略
歴
】
昭
和
53
年
北
海
道
大
学
大
学
院
工

学
研
究
科
修
士
課
程
電
子
工
学
専
攻
修
了
、

昭
和
56
年
北
海
道
大
学
大
学
院
工
学
研
究

科
博
士
後
期
課
程
電
子
工
学
専
攻
修
了
（
工

学
博
士
）、
昭
和
56
年
農
林
水
産
省
食
品
総

合
研
究
所
農
林
水
産
技
官
、
昭
和
61
年
北

海
道
大
学
応
用
電
気
研
究
所
光
シ
ス
テ
ム
工

学
部
門
助
手
、
平
成
元
年
同
助
教
授
、
平

成
４
年
北
海
道
大
学
電
子
科
学
研
究
所
助
教

授
、
平
成
11
年
本
学
工
学
部
電
子
情
報
工

学
科
教
授
（
計
算
機
工
学
Ⅰ
な
ど
担
当
）、

修
士
課
程
・
博
士
（
後
期
）
課
程
担
当
（
光

シ
ス
テ
ム
工
学
特
別
講
義
Ｉ
な
ど
担
当
）、

平
成
18
年
入
試
部
長
（
平
成
22
年
３
月
ま

で
）、
平
成
30
年
工
学
部
長
（
令
和
３
年
３

月
ま
で
）、
令
和
３
年
副
学
長
（
令
和
５
年

３
月
ま
で
）

【
主
な
著
書
・
論
文
・
発
表
等
】

論
文
：「Probing into random

ness 
w
ith light and statistics

」,

「Phase-controlled fractional 
derivatives for near infrared 
spectral processing

」,

共
著
「Two-

wavelength digital holographic 
m
icroscopy using speckle 
illum

inations

」

◆　
　

◆　
　

◆

▽
髙た

か

橋は
し

伸の
ぶ

幸ゆ
き

名
誉
教
授

【
略
歴
】
昭
和
57
年
北
海
道
大
学
大
学
院
環

境
科
学
研
究
科
博
士
前
期
課
程
環
境
構
造
学

専
攻
修
了
、
昭
和
63
年
北
海
道
大
学
大
学

院
環
境
科
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
環
境

構
造
学
専
攻
修
了
（
学
術
博
士
）、
昭
和
63

年
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
、

平
成
２
年
本
学
教
養
部
講
師
、
平

成
３
年
同
助
教
授
、
平
成
８
年
同

教
授
、
平
成
10
年
本
学
工
学
部
社

会
環
境
工
学
科
教
授
、
平
成
24
年

本
学
工
学
部
生
命
工
学
科
教
授（
地

球
科
学
Ⅰ
な
ど
担
当
）

【
主
な
著
書
・
論
文
・
発
表
等
】

著
書
：
共
著
『
概
説　

地
球
科
学
』、

『
ア
ン
デ
ス
自
然
学
』、
論
文
：「
大

雪
山
中
央
部
、
高
根
ヶ
原
周
辺
の

高
山
帯
環
境
」

◆　
　

◆　
　

◆

▽
丸ま

る

山や
ま

治お
さ
む

名
誉
教
授

同
上

◆　
　

◆　
　

◆

▽
大お

お

西に
し

有ゆ
う

二じ

名
誉
教
授

同
上

◆　
　

◆　
　

◆

▽
矢や

吹ぶ
き

徹て
つ

雄お

名
誉
教
授

同
上

名
誉
教
授
の

称
号
授
与

 名誉教授称号記授与式にて。前列左から大谷通順名誉教授、髙橋伸幸名誉教授、堂
柿栄輔名誉教授、魚住純名誉教授、森下宏美学長、丸山治名誉教授、大西有二名誉
教授、矢吹徹雄名誉教授、田村卓哉名誉教授。後列左から石井健教授、天笠道裕教授、
館田晶子法学部長、小松かおり人文学部長、元木邦俊教授、佐藤淳副学長。

　

在
籍
31
年
、
記
憶
に
残
る
多
く
の
楽
し
い

出
会
い
出
来
事
。
教
育
活
動
で
は
、
レ
ジ
ュ

メ
集
発
行
、
講
義
で
質
問
カ
ー
ド
を
配
布
し

コ
メ
ン
ト
付
き
で
印
刷
返
却
し
た
と
こ
ろ
、

他
学
部
非
履
修
（
！
）
の
愛
読
者
登
場
。
ゼ

ミ
（
特
に
Ⅱ
部
）
は
世
代
を
超
え
た
出
会
い

の
場
、
天
売
・
ニ
セ
コ
合
宿
。
大
学
院
で
は

行
政
法
学
方
法
論
、
消
防
法
、
税
法
な
ど
多

様
な
テ
ー
マ
と
格
闘
。
Ｄ
ｒ
・
取
得
者
は
首

都
圏
で
大
学
教
授
。
仲
間
と
ワ
イ
ワ
イ
完
成

さ
せ
た
教
科
書
。
社
会
貢
献
で
は
、
貴
重
な

学
外
・
議
会
改
革
委
員
拝
命
。
研
究
活
動
で

は
、
学
会
報
告
、
７
日
か
ら
１
年
４
ヶ
月
多

数
回
お
認
め
頂
い
た
ド
イ
ツ
留
学
・
報
告
出

張
、
ド
イ
ツ
人
教
授
に
よ
る
本
学
で
の
報
告

二
回
を
含
む
真
の
（
！
）
日
独
交
流
、「
友
人
」

執
筆
の
『
ド
イ
ツ
行
政
法
の
基
礎
』
の
単
独

翻
訳
出
版
が
最
高
最
大
の
「
仕
事
」。
海
外
へ

先
陣
を
切
ら
れ
た
熊
本
信
夫
先
生
、
サ
ポ
ー

ト
頂
い
た
法
人
・
教
授
会
・
職
員
各
位
に
は

感
謝
し
か
な
い
。
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
。

【
略
歴
】
昭
和
60
年
北
海
道
大
学
大
学
院
法

学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
単
位
取
得
退
学
、

平
成
元
年
法
学
博
士
（
北
海
道
大
学
）、
平

成
２
年
北
海
道
情
報
大
学
専
任
講
師
、
平
成

５
年
本
学
法
学
部
助
教
授
、
平
成
６
年
同
教

授
（
行
政
法
Ⅱ
な
ど
担
当
）、
大
学
院
法
学

研
究
科
修
士
課
程
担
当
、
平
成
11
年
同
博
士

（
後
期
）
課
程
担
当
（
行
政
法
特
殊
研
究
・

税
法
な
ど
担
当
）、
平
成
26
年
大
学
院
法
務

研
究
科
教
授
専
門
職
学
位
課
程
担
当
（
行
政

法
Ⅰ
・
都
市
法
な
ど
担
当
）、
令
和
３
年
法

務
研
究
科
長
（
令
和
５
年
３
月
ま
で
）

【
主
な
著
書
・
論
文
・
発
表
等
】

著
書
：
編
著
『
設
例
で
学
ぶ　

行
政
法
の
基

礎
』、
論
文
：「
公
法
上
の
建
築
隣
人
訴
訟
―

西
ド
イ
ツ
の
行
政
判
例
に
お
け
る
「
権
利
」

「
権
利
毀
損
」
お
よ
び
「
違
法
事
由
」」、「
Ｎ

Ｐ
Ｍ
と
法
・
行
政
法
―
「
成
果
志
向
」
に
よ

る
行
政
統
制
手
法
の
豊
富
化
？
―
」
な
ど

楽
し
く
充
実
し
た学園

大
生
活

法務研究科教授

大
おお

西
にし

有
ゆう

二
じ

　

北
海
道
大
学
を
定
年
退
職
後
、
２
０
１
６

年
か
ら
９
年
間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
間
、
前
半
は
も
っ
ぱ
ら
法
務
研
究
科
の
憲

法
関
連
科
目
を
、
後
半
は
そ
れ
に
加
え
て
学

部
や
一
般
教
育
の
演
習
と
授
業
を
担
当
し
ま

し
た
。
授
業
を
通
じ
て
学
生
と
日
々
接
す
る

こ
と
は
、
私
の
よ
う
な
高
齢
教
育
者
に
と
っ

て
頭
を
活
性
化
す
る
上
で
大
変
有
益
で
し

た
。
学
生
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
そ
う
し

た
機
会
を
与
え
て
く
れ
た
大
学
に
対
し
心
よ

り
謝
意
を
表
し
ま
す
。
も
う
一
つ
お
礼
を
申

し
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
、
科
学
研
究
費
に
基
づ
く
研
究

環
境
の
維
持
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
た
こ
と

で
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
北
大
在
職
中
か
ら

行
っ
て
き
た
フ
ラ
ン
ス
人
研
究
者
と
の
共
同

研
究
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
研

究
と
教
育
の
両
輪
が
円
滑
に
回
転
す
る
た
め

の
環
境
を
着
実
に
整
え
る
こ
と
を
お
願
い
し

て
お
別
れ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
ま
す
。

【
略
歴
】
昭
和
51
年
北
海
道
大
学
大
学
院
法

学
研
究
科
公
法
専
攻
修
士
課
程
修
了
（
法
学

修
士
）、
昭
和
54
年
北
海
道
大
学
大
学
院
法

学
研
究
科
公
法
専
攻
博
士
後
期
課
程
単
位
取

得
退
学
、
昭
和
54
年
北
海
道
大
学
法
学
部
助

手
、
昭
和
55
年
明
治
学
院
大
学
法
学
部
専
任

講
師
、
昭
和
58
年
同
助
教
授
、
平
成
４
年
同

教
授
、
平
成
８
年
北
海
道
大
学
法
学
部
教
授
、

平
成
12
年
大
学
院
法
学
研
究
科
教
授
、
平
成

16
年
法
学
部
長
・
大
学
院
法
学
研
究
科
長（
平

成
18
年
ま
で
）、
平
成
27
年
北
海
道
大
学
大

学
院
法
学
研
究
科
特
任
教
授
、
平
成
28
年
本

学
法
学
部
教
授
（
公
法
応
用
Ⅰ
な
ど
担
当
）、

大
学
院
法
務
研
究
科
教
授
専
門
職
学
位
課
程

担
当
（
憲
法
Ⅰ
）
な
ど
担
当
）、
平
成
29
年

同
博
士
（
後
期
）
課
程
担
当
（
憲
法
特
殊
研

究
Ⅰ
な
ど
担
当
）

【
主
な
著
書
・
論
文
・
発
表
等
】

著
書
：『
事
例
か
ら
学
ぶ
日
本
国
憲
法
』、
共

著
『
二
院
制
の
比
較
研
究
：
英
・
仏
・
独
・

伊
と
日
本
の
二
院
制
』、
論
文
：「
議
院
内
閣

制
と
政
官
関
係
―
「
政
官
関
係
論
不
在
の
憲

法
学
」
克
服
の
一
つ
の
試
み
」

研
究
教
育
環
境
の

着
実
な
充
実
を
！

法務研究科教授

岡
おか

田
だ

信
のぶ

弘
ひろ

法
務
研
究
科
　
退
職
教
員
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

日
本
の
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
は
、「
事
前
の
規

制
か
ら
事
後
の
公
正
な
紛
争
解
決
へ
」
と
し

て
発
足
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
数
は

年
々
減
少
し
、
改
革
を
支
え
る
力
に
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
ま
た
多
く
の
改
革
は
社
会
的

弱
者
に
冷
た
い
規
制
緩
和
に
過
ぎ
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

し
か
し
、
全
国
で
法
科
大
学
院
を
修
了
し

た
若
者
の
多
く
が
、
そ
し
て
北
海
学
園
大
学

大
学
院
の
法
務
研
究
科
を
修
了
し
た
若
者
の

多
く
が
、
法
曹
に
な
ら
な
か
っ
た
人
も
含
め

て
、
格
差
の
広
が
る
社
会
の
様
々
な
場
所
で

活
躍
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

退
職
に
あ
た
り
、
司
法
試
験
の
選
択
科
目

で
あ
る
「
経
済
法
」
と
「
知
的
財
産
法
」
の

講
義
を
履
修
し
、
熱
心
に
質
問
や
議
論
を
ぶ

つ
け
て
く
れ
た
皆
さ
ん
の
ご
活
躍
を
期
待
し

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
の
教

壇
に
た
つ
機
会
を
与
え
て
下
さ
っ
た
北
海
学

園
大
学
の
関
係
者
の
皆
様
に
感
謝
い
た
し
ま

す
。

【
略
歴
】
昭
和
50
年
北
海
道
大
学
大
学
院
法

学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
、
昭
和
53
年
同

大
学
院
法
学
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取
得
退

学
、
昭
和
53
年
同
法
学
部
助
手
、
昭
和
56

年
法
学
博
士
（
北
海
道
大
学
）、
昭
和
56
年

図
書
館
情
報
大
学
助
教
授
、
昭
和
61
年
金
沢

大
学
法
学
部
助
教
授
、
昭
和
62
年
同
教
授
、

平
成
２
年
北
海
道
大
学
法
学
部
教
授
、
平
成

12
年
同
大
学
院
法
学
研
究
科
教
授
、
平
成

16
年
同
大
法
科
大
学
院
教
授
、
平
成
22
年

本
学
大
学
院
法
務
研
究
科
教
授
（
経
済
法
、

知
的
財
産
法
担
当
）

【
主
な
著
書
・
論
文
・
発
表
等
】

著
書
：『
知
的
財
産
法
と
独
占
禁
止
法
』、『
市

場
・
知
的
財
産
・
競
争
法
』、
共
著
『
競
争

法
の
東
ア
ジ
ア
共
同
市
場
』

関
係
者
の
皆
様
に
感
謝

法務研究科教授

稗
ひえ

貫
ぬき

俊
とし

文
ふみ

　

北
海
学
園
大
学
で
は
誠
に
恵
ま
れ
た
環
境

で
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
事
務
の
皆
さ
ん
、
研
究
室
の

清
掃
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
、
先
生
方
、
多

く
の
方
々
の
お
世
話
に
な
り
快
適
に
過
ご
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
法
務
研
究
科
の
学

生
さ
ん
に
は
仕
事
を
し
な
が
ら
勉
強
さ
れ
て

い
る
方
が
多
く
、
夜
間
の
講
義
を
受
け
る
だ

け
で
も
大
変
な
な
か
、
遅
く
ま
で
、
ま
た
、

土
日
に
も
自
習
室
に
詰
め
て
勉
強
さ
れ
て
い

る
姿
に
は
、
克
己
心
の
強
さ
に
大
き
な
感
銘

と
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。
法
学
部
で
は
、整
っ

た
大
講
義
室
で
の
講
義
の
気
持
ち
よ
さ
、
演

習
で
の
個
性
あ
る
学
生
さ
ん
と
の
出
会
い
も

懐
か
し
い
思
い
出
で
す
。
法
務
研
究
科
廃
止

後
に
つ
い
て
、
有
志
の
会
合
で
、
継
続
教
育

の
時
代
を
見
据
え
て
、
法
的
管
理
に
関
係
す

る
職
務
担
当
者
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
と
専
門
的

能
力
の
見
え
る
化
（
修
士
号
付
与
）
を
図
る

通
信
制
夜
間
大
学
院
構
想
な
ど
が
語
ら
れ
な

が
ら
、
コ
ロ
ナ
の
た
め
自
然
解
散
に
な
っ
た

こ
と
も
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
本
学
が
、
こ
れ

か
ら
も
時
代
の
要
請
に
応
え
、
私
学
の
雄
と

し
て
重
き
を
な
し
て
い
く
姿
が
目
に
浮
か
び

ま
す
。
本
学
お
よ
び
皆
様
方
の
ま
す
ま
す
の

ご
発
展
を
心
よ
り
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

【
略
歴
】
昭
和
54
年
北
海
道
大
学
大
学
院
法

学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
、
昭
和
56
年
同
研

究
科
博
士
後
期
課
程
退
学
、
平
成
22
年
博
士

（
法
学
）（
北
海
道
大
学
）、
昭
和
56
年
小
樽

商
科
大
学
短
期
大
学
部
講
師
、
昭
和
58
年
同

助
教
授
、
昭
和
60
年
金
沢
大
学
法
学
部
助
教

授
、
平
成
３
年
同
教
授
、
平
成
６
年
北
海
道

大
学
法
学
部
教
授
、
平
成
12
年
同
大
学
大
学

院
法
学
研
究
科
教
授
（
大
学
院
重
点
化
に
伴

う
配
置
替
え
）、
平
成
22
年
同
大
学
法
学
研

究
科
長
・
法
学
部
長
・
評
議
員
・
総
長
選
公

会
議
委
員
・
経
営
協
議
会
委
員
、
平
成
27
年

本
学
大
学
院
法
務
研
究
科
教
授
（
専
門
職
学

位
課
程
担
当
、
民
法
Ⅰ
な
ど
担
当
）、
平
成

29
年
法
務
研
究
科
長
（
令
和
３
年
ま
で
）

【
主
な
著
書
・
論
文
・
発
表
等
】

著
書
：
単
書
『
時
効
制
度
の
構
造
と
解
釈
』、

『
時
効
判
例
の
研
究
』、
共
著
『
民
法
Ⅰ
―
総

則
〔
第
４
版
〕』

恵
ま
れ
た
学
園
生
活
に
感
謝

法務研究科教授

松
まつ

久
ひさ

三
み

四
よ

彦
ひこ

　
「
鬼
の
丸
山
」
の
異
名
を
と
っ
た
。
褒
め

言
葉
と
受
け
取
る
。
そ
の
お
陰
か
、
ゼ
ミ
に

は
、
少
人
数
な
が
ら
も
個
性
豊
か
な
学
生
た

ち
が
集
い
、
学
生
に
恵
ま
れ
た
。
法
科
大
学

院
で
は
学
生
と
の
真
剣
勝
負
。
教
育
の
中
で

初
め
て
刑
法
と
い
う
法
律
を
理
解
し
た
気
が

す
る
。
学
生
に
感
謝
。
さ
ら
に
経
験
豊
か
な

実
務
家
の
先
生
方
と
の
出
会
い
は
、
教
育
・

研
究
に
新
た
な
視
点
を
発
見
す
る
契
機
と

な
っ
た
。
岳
友
会
（
２
部
山
岳
部
）
顧
問
40

年
余
。
活
動
に
お
邪
魔
し
迷
惑
を
か
け
た
が
、

暖
か
く
迎
え
て
く
れ
た
。
沢
登
り
・
岩
登
り
・

冬
山
の
経
験
。
海
外
登
山
ム
ス
タ
ー
グ
・
ア

タ
（
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
・
約
７
、５
０
０
ｍ
）

の
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
（
約
４
、０
０
０
ｍ
）

出
会
い
に
感
謝

法務研究科教授

丸
まる

山
やま

治
おさむ

　

私
は
２
０
１
５
年
度
か
ら
本
学
法
科
大
学

院
の
授
業
に
携
わ
り
、
２
０
１
９
年
度
か
ら

専
任
教
員
に
就
き
ま
し
た
。
私
自
身
、
法
科

大
学
院
の
第
１
期
生
で
あ
り
、
弁
護
士
に
な

る
こ
と
に
大
き
な
夢
と
希
望
を
持
つ
学
生
で

し
た
。
法
曹
志
望
の
学
生
を
教
え
る
側
に

な
っ
て
か
ら
は
、「
こ
れ
か
ら
の
法
曹
に
何

を
伝
え
る
べ
き
か
」、
ま
た
「
ど
う
い
う
ふ

う
に
教
え
れ
ば
わ
か
り
や
す
い
か
」
を
考
え

る
日
々
で
し
た
。
法
曹
（
弁
護
士
）
と
し
て

あ
る
べ
き
姿
を
示
す
た
め
に
、
自
ら
も
鍛
錬

の
日
々
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

本
学
法
科
大
学
院
は
社
会
人
学
生
を
広
く

受
け
入
れ
て
お
り
、
多
様
性
が
求
め
ら
れ
る

法
曹
界
に
と
っ
て
貴
重
な
存
在
で
し
た
。
そ

の
よ
う
な
本
学
で
教
壇
に
立
ち
、
あ
る
べ
き

法
曹
像
を
語
り
伝
え
る
機
会
を
得
た
こ
と
、

そ
し
て
学
生
が
成
長
す
る
姿
を
目
に
で
き
た

こ
と
は
、
今
で
も
私
の
大
き
な
喜
び
で
す
。

　

２
０
２
４
年
度
は
本
学
の
非
常
勤
講
師
と

し
て
法
学
部
生
に
教
え
る
場
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
送
り
出
し
た
学
生
た

ち
の
自
己
実
現
を
願
い
つ
つ
、
今
後
も
学
生

た
ち
に
、
社
会
に
お
け
る
法
制
度
の
重
要
性

と
、
法
律
と
は
人
が
人
の
こ
と
を
想
っ
て

作
っ
た
、
本
当
は
温
か
み
の
あ
る
制
度
で
あ

る
こ
と
を
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
略
歴
】
平
成
14
年
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院

法
学
研
究
科
前
期
博
士
課
程
公
法
学
専
攻
修

了
、
平
成
19
年
成
蹊
大
学
大
学
院
法
務
研
究

科
専
門
職
学
位
課
程
法
務
専
攻
修
了
（
法
務

博
士
（
専
門
職
））、
平
成
20
年
最
高
裁
判
所

司
法
修
習
生
、
平
成
21
年
弁
護
士
登
録
（
札

幌
弁
護
士
会
）、
平
成
31
年
本
学
法
学
部
教

授
、
大
学
院
法
務
研
究
科
教
授
専
門
職
学
位

課
程
担
当
（
民
事
法
総
合
演
習
な
ど
担
当
）

【
主
な
社
会
活
動
】

日
本
弁
護
士
連
合
会
法
科
大
学
院
セ
ン
タ
ー

副
委
員
長
、
札
幌
弁
護
士
会
法
科
大
学
院
支

援
委
員
会
委
員

学
生
の
成
長
を
喜
び
と
し
て

法務研究科教授

門
もん

馬
ま

明
あき

子
こ

　

私
は
、
平
成
17
年
４
月
大
学
院
法
務
研

究
科
が
開
設
さ
れ
る
と
と
も
に
本
学
に
就
任

し
、
本
年
３
月
末
を
も
っ
て
法
務
研
究
科
が

廃
止
さ
れ
る
に
伴
い
退
任
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
学
生
の
頃
に
医
学
部
教
授
は
医
師

資
格
を
有
し
、
治
療
も
で
き
る
の
に
法
学
部

で
は
学
問
と
実
務
が
分
離
し
て
い
る
こ
と
に

疑
問
を
持
ち
ま
し
た
。
そ
れ
で
、
弁
護
士
登

録
を
し
た
後
、
弁
護
士
実
務
を
し
な
が
ら
大

学
院
に
通
学
し
、
終
了
後
、
弁
護
士
実
務
を

し
な
が
ら
北
星
学
園
大
学
経
済
学
部
で
教
え

て
い
ま
し
た
。
法
科
大
学
院
が
で
き
る
と
き

に
本
学
か
ら
話
が
あ
り
こ
ち
ら
に
来
ま
し

た
。
法
科
大
学
院
は
司
法
試
験
が
す
ぐ
後
ろ

に
控
え
て
い
る
の
で
、
本
当
の
意
味
で
の
実

務
と
研
究
の
融
合
が
で
き
て
い
る
か
は
疑
問

で
す
が
、
本
学
の
院
生
の
皆
さ
ん
に
は
熱
心

に
法
律
の
議
論
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
大

変
有
意
義
な
時
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

法
科
大
学
院
の
廃
止
に
よ
り
本
学
か
ら
司

法
試
験
合
格
者
を
出
す
こ
と
は
な
く
な
り
ま

す
が
、本
学
で
学
ん
で
い
る
学
生
が
他
の
大
学

の
法
科
大
学
院
に
進
学
し
、あ
る
い
は
、予
備

試
験
の
道
を
通
て
司
法
試
験
に
合
格
し
法
律

実
務
家
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

【
略
歴
】
昭
和
51
年
北
海
道
大
学
大
学
院
法

学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
（
法
学
修
士
）、

昭
和
53
年
北
星
学
園
大
学
専
任
講
師
、
昭
和

58
年
同
助
教
授
、
平
成
元
年
同
教
授
、
平
成

17
年
本
学
大
学
院
法
務
研
究
科
教
授
専
門
職

学
位
課
程
担
当
、
平
成
25
年
法
務
研
究
科
長

（
平
成
29
年
ま
で
）、
平
成
29
年
本
学
法
学

部
教
授
、
大
学
院
法
務
研
究
科
教
授
専
門
職

学
位
課
程
担
当
（
民
事
訴
訟
法
Ⅰ
な
ど
担
当
）

【
主
な
著
書
・
論
文
・
発
表
等
】

論
文
：「
賃
貸
借
契
約
と
破
産
」、「
少
額
訴

訟
の
制
度
趣
旨
・
目
的
」、「
国
際
的
な
重
複

訴
訟
に
関
す
る
一
考
察
」

退
職
に
あ
た
っ
て

法務研究科教授

矢
や

吹
ぶき

徹
てつ

雄
お

　

裁
判
官
を
定
年
退
官
後
、
縁
あ
っ
て
本
学

法
科
大
学
院
の
刑
事
法
担
当
専
任
教
員
と
し

て
奉
職
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
以
来
11

年
間
の
勤
続
で
し
た
。
こ
の
間
、
先
輩
同
僚

教
員
の
方
々
、
事
務
局
の
職
員
各
位
そ
の
他

関
係
者
の
皆
様
に
恵
ま
れ
、
居
心
地
よ
く
、

充
実
し
た
教
員
生
活
を
送
ら
せ
て
い
た
だ

き
、
感
謝
に
堪
え
ま
せ
ん
。
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

よ
く
言
わ
れ
る
こ
と
で
す
が
、
人
に
教
え

る
こ
と
は
自
分
が
学
ぶ
こ
と
だ
と
つ
く
づ

く
思
い
ま
す
。
法
曹
を
目
指
す
学
生
諸
君
の

資
質
と
能
力
を
で
き
る
限
り
伸
ば
そ
う
と
考

え
、
慣
れ
な
い
授
業
準
備
を
重
ね
て
き
ま
し

た
が
、
そ
れ
は
取
り
も
直
さ
ず
、
実
務
に
慣

れ
た
刑
事
手
続
の
理
論
的
裏
付
け
を
改
め
て

基
礎
か
ら
学
び
直
す
こ
と
を
自
分
に
課
す
こ

と
に
外
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
う
い
う
面

で
は
、
教
え
た
学
生
諸
君
に
対
し
て
も
感
謝

し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　

翻
っ
て
、
私
が
学
生
諸
君
の
た
め
に
何
事

か
を
成
し
え
た
か
と
問
わ
れ
れ
ば
、
内
心
忸

怩
た
る
も
の
が
な
い
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

勿
論
、
出
来
る
限
り
の
努
力
を
し
た
こ
と
に

偽
り
は
あ
り
ま
せ
ん
が
…
。
と
に
か
く
、
自

分
な
り
に
精
一
杯
や
り
ま
し
た
。
そ
の
点
で

悔
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
略
歴
】
昭
和
46
年
東
京
大
学
法
学
部
卒
業
、

昭
和
47
年
司
法
修
習
生
、
昭
和
49
年
か
ら

平
成
24
年
ま
で
裁
判
官
と
し
て
、
東
京
、
札

幌
、
大
阪
、
釧
路
、
横
浜
、
川
崎
、
函
館
の

裁
判
所
な
ど
で
勤
務
、
平
成
25
年
本
学
法
務

研
究
科
教
授
専
門
職
学
位
課
程
担
当

【
主
な
著
書
・
論
文
・
発
表
等
】

著
書
：
共
著
『
新
実
例
刑
事
訴
訟
Ⅱ
』、『
大

コ
メ
ン
タ
ー
ル
刑
法
第
13
巻
』

人
に
教
え
る
こ
と
は

自
分
が
学
ぶ
こ
と

法務研究科教授

矢
や

村
むら

宏
ひろし

　

３
年
前
の
２
０
２
１
年
４
月
か
ら
３
年

間
、
法
科
大
学
院
と
法
学
部
で
講
義
を
担
当

し
、
と
て
も
貴
重
で
充
実
し
た
経
験
を
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
大
学
関
係
者
、
学
生
の

皆
様
方
に
は
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
の
学
生
時
代
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
文
科

系
の
勉
強
が
全
般
的
に
手
薄
で
し
た
が
、
弁

護
士
に
な
る
た
め
に
本
格
的
に
法
律
を
学
び
、

そ
の
後
は
、
政
治
、
経
済
、
歴
史
、
宗
教
な

ど
に
も
興
味
を
も
つ
よ
う
に
な
り
、
趣
味
程

度
で
は
あ
り
ま
す
が
幅
広
く
勉
強
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
興
味
の
あ
る
分
野
だ
け
で

な
く
、
最
初
は
面
白
く
な
さ
そ
う
と
思
う
分

野
で
あ
っ
て
も
、
様
々
な
分
野
に
是
非
食
ら

い
つ
い
て
み
て
欲
し
い
で
す
。
勉
強
し
て
み

る
と
、
ど
の
分
野
も
奥
が
深
く
、
面
白
い
と

思
う
こ
と
が
沢
山
あ
り
ま
す
。
幅
広
い
教
養

を
身
に
着
け
る
こ
と
は
、
将
来
の
役
に
立
つ

だ
け
で
な
く
、
人
生
を
よ
り
充
実
し
た
も
の

に
し
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。
学
生
の
皆
様

の
輝
か
し
い
未
来
を
お
祈
り
し
て
い
ま
す
。

【
略
歴
】
平
成
11
年
東
京
大
学
医
学
部
健
康

科
学
看
護
学
科
卒
業
（
学
士
（
保
健
学
））、

平
成
17
年
中
川
博
之
法
律
事
務
所
弁
護
士
、

平
成
24
年
吉
田
康
紀
法
律
事
務
所
弁
護
士
、

平
成
25
年
弁
護
士
法
人
吉
田
康
紀
法
律
事
務

所
代
表
弁
護
士
、
令
和
３
年
本
学
法
学
部
教

授
、
大
学
院
法
務
研
究
科
教
授
専
門
職
学
位

課
程
担
当
（
民
事
裁
判
実
務
な
ど
担
当
）

【
主
な
社
会
活
動
】

札
幌
弁
護
士
会
刑
事
弁
護
セ
ン
タ
ー
運
営

委
員
会
副
委
員
長
、
日
本
弁
護
士
連
合
会

取
調
べ
の
可
視
化
本
部
委
員

幅
広
い
教
養
を
！

法務研究科教授

吉
よし

田
だ

康
やす

紀
のり

ま
で
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
っ
た
。
人
間
味
豊

か
な
岳
友
会
に
感
謝
。
大
学
は
退
く
が
、
岳

友
会
に
は
居
座
る
つ
も
り
で
い
る
。
貴
重
な

出
会
い
の
場
と
し
て
大
学
に
感
謝
。
迷
惑
を

か
け
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
支
え
て
い
た
だ
い

た
事
務
方
に
感
謝
。

【
略
歴
】
昭
和
50
年
北
海
道
大
学
大
学
院
法

学
研
究
科
公
法
課
程
刑
事
法
専
攻
修
士
課
程

修
了
（
法
学
修
士
）、
昭
和
54
年
北
海
道
大

学
大
学
院
法
学
研
究
科
公
法
課
程
刑
事
法
専

攻
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学
、
昭
和
54
年
北

海
道
大
学
法
学
部
助
手
、
昭
和
56
年
本
学
法

学
部
講
師
、
昭
和
58
年
同
助
教
授
、
平
成
２

年
同
教
授
、
大
学
院
法
学
研
究
科
教
授
修
士

課
程
担
当
、
平
成
５
年
入
試
部
長
（
平
成
10

年
ま
で
）、
平
成
10
年
大
学
院
法
学
研
究
科

法
律
学
専
攻
博
士
（
後
期
）
課
程
担
当
、
平

成
14
年
法
学
部
長
（
平
成
17
年
ま
で
）、
平

成
17
年
大
学
院
法
務
研
究
科
教
授
専
門
職
学

位
課
程
担
当
（
刑
法
Ⅰ
な
ど
担
当
）、
平
成

20
年
法
務
研
究
科
長
（
平
成
25
年
ま
で
）、

令
和
５
年
法
務
研
究
科
長

【
主
な
著
書
・
論
文
・
発
表
等
】

著
書
：
共
著
『
刑
法
基
本
講
座　

第
４
巻
』、

『
法
学
・
政
治
学
の
動
向
』、論
文
：「『
原
因

に
お
い
て
自
由
な
行
為
』
に
関
す
る
一
考
察

（
１
）（
２
）」
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令
和
６
年
４
月
１
日
付

▽
大
学
院
経
済
学
研
究
科
（
博
）
教
授
野
口

剛
▽
大
学
院
経
済
学
研
究
科
（
修
・
博
）
教
授

菊
田
悠
▽
大
学
院
経
済
学
研
究
科
（
修
）
准
教

授
牛
久
晴
香
▽
大
学
院
経
済
学
研
究
科
（
修
）

准
教
授
鈴
木
雄
大
▽
大
学
院
経
済
学
研
究
科

（
修
）
准
教
授
土
橋
康
人
▽
大
学
院
経
済
学
研

究
科
（
修
）
准
教
授
藤
田
知
也
▽
大
学
院
経

営
学
研
究
科
（
博
）
教
授
下
村
直
樹
▽
大
学

院
経
営
学
研
究
科
（
博
）
教
授
田
中
勝
則
▽

大
学
院
法
学
研
究
科
（
博
）
教
授
内
山
敏
和

▽
大
学
院
法
学
研
究
科
（
博
）
教
授
谷
本
陽

一
▽
大
学
院
法
学
研
究
科
（
博
）
教
授
岩
坂

将
充
▽
大
学
院
文
学
研
究
科
（
博
）
教
授
片

岡
耕
平
▽
大
学
院
工
学
研
究
科
（
博
）
教
授

内
田
ゆ
ず
▽
大
学
院
工
学
研
究
科
（
博
）
教
授

笹
森
崇
行
▽
大
学
院
工
学
研
究
科
（
博
）
教
授

喜
田
拓
也
▽
大
学
院
工
学
研
究
科
（
博
）
教
授

水
谷
武
臣
▽
大
学
院
工
学
研
究
科
（
修
）
教
授

友
池
史
明

令
和
６
年
４
月
１
日
付

▽
大
学
院
法
学
研
究
科
教
授
稗
貫
俊
文
▽
大

学
院
法
学
研
究
科
教
授
大
塚
龍
児
▽
大
学
院

法
学
研
究
科
教
授
矢
吹
徹
雄
▽
大
学
院
法
学

研
究
科
教
授
丸
山
治
▽
大
学
院
法
学
研
究
科

教
授
大
西
有
二
▽
大
学
院
法
学
研
究
科
教
授

矢
村
宏
▽
大
学
院
法
学
研
究
科
教
授
岡
田
信

弘
▽
大
学
院
法
学
研
究
科
教
授
松
久
三
四
彦

▽
大
学
院
法
学
研
究
科
教
授
吉
田
康
紀
▽
大

学
院
法
学
研
究
科
教
授
門
馬
明
子
▽
大
学
院

法
学
研
究
科
教
授
奥
田
真
与

﹇
職
　
員
﹈

令
和
６
年
３
月
３１
日
付

▽
工
学
部
事
務
部
長
安
達
昭
弘
▽
学
生
部
学

生
課
係
長
田
中
千
里
▽
事
務
部
庶
務
課
労
務

嘱
託
貞
方
宏
之
▽
教
務
セ
ン
タ
ー
特
定
事
務

員
高
辻
つ
む
ぎ
▽
工
学
部
臨
時
事
務
員
楠
瀨

輝

令
和
５
年
６
月
30
日
付

▽
経
営
学
部
書
記
三
浦
あ
い
り

令
和
６
年
４
月
１
日
付

（　

）
内
は
前
職

▽
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
事
務
長
向
井
晃

平
（
教
務
セ
ン
タ
ー
係
長
）
▽
事
務
部
学
習
支

援
シ
ス
テ
ム
課
係
長
可
香
谷
亮
（
学
生
部
学

生
課
主
任
）
▽
事
務
部
会
計
課
主
任
魚
谷
実

里
（
事
務
部
会
計
課
書
記
）

令
和
６
年
４
月
１
日
付

▽
人
文
学
部
書
記
松
田
風
音
▽
工
学
部
主
任

宮
路
友
絵
▽
工
学
部
書
記
花
田
真
輝
▽
学
生

部
学
生
課
書
記
岡
田
拓
巳
▽
事
務
部
庶
務
課

労
務
嘱
託
上
田
健
一
▽
教
務
セ
ン
タ
ー
臨
時

事
務
員
大
嶋
景
子

令
和
６
年
４
月
１
日
付

（　

）
内
は
前
職

▽
事
務
部
国
際
交
流
課
事
務
長
高
橋
律
裕

（
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
事
務
長
）
▽
事
務

部
庶
務
課
（
兼
）
国
際
交
流
課
係
長
畠
田
康

平
（
事
務
部
庶
務
課
係
長
）
▽
教
務
セ
ン
タ
ー

係
長
長
野
桂
（
事
務
部
学
習
支
援
シ
ス
テ
ム

課
係
長
）
▽
事
務
部
国
際
交
流
課
主
任
熊
谷

龍
（
事
務
部
庶
務
課
主
任
）
▽
経
営
学
部
主

任
新
田
遼
（
法
学
部
主
任
）
▽
学
生
部
学
生

課
主
任
高
田
麻
起
子
（
工
学
部
主
任
）
▽
入

試
部
入
試
課
主
任
川
辺
祐
輝
（
人
文
学
部
主

任
）
▽
入
試
部
入
試
課
主
任
川
辺
祐
輝
（
人

文
学
部
主
任
）
▽
経
済
学
部
係
長
宿
村
元
邦

（
北
海
商
科
大
学
係
長
）
▽
北
海
商
科
大
学
係

長
松
山
周
平
（
経
済
学
部
係
長
）

人人
事事
往往
来来

﹇
教
　
員
﹈

令
和
６
年
３
月
３１
日
付

▽
経
済
学
部
教
授
福
田
都
代
▽
経
営
学
部
教

授
・
大
学
院
経
営
学
研
究
科
教
授
高
木
裕
之

▽
経
営
学
部
教
授
・
大
学
院
経
営
学
研
究
科

田
村
卓
哉
▽
法
学
部
教
授
・
大
学
院
法
学
研

究
科
教
授
佐
藤
克
廣
▽
法
学
部
教
授
鈴
木

美
佐
子
▽
人
文
学
部
教
授
・
大
学
院
文
学
研

究
科
教
授
大
谷
通
順
▽
工
学
部
教
授
・
大
学

院
工
学
研
究
科
教
授
堂
柿
栄
輔
▽
工
学
部
教

授
・
大
学
院
工
学
研
究
科
教
授
魚
住
純
▽
工

学
部
教
授
髙
橋
伸
幸
▽
大
学
院
法
務
研
究
科

教
授
稗
貫
俊
文
▽
大
学
院
法
務
研
究
科
教
授

大
塚
龍
児
▽
大
学
院
法
務
研
究
科
教
授
矢
吹

徹
雄
▽
大
学
院
法
務
研
究
科
教
授
丸
山
治
▽

大
学
院
法
務
研
究
科
教
授
大
西
有
二
▽
大
学

院
法
務
研
究
科
教
授
矢
村
宏
▽
大
学
院
法
務

研
究
科
教
授
岡
田
信
弘
▽
大
学
院
法
務
研
究

科
教
授
松
久
三
四
彦
▽
大
学
院
法
務
研
究
科

教
授
吉
田
康
紀
▽
大
学
院
法
務
研
究
科
教
授

門
馬
明
子
▽
大
学
院
法
務
研
究
科
教
授
奥
田

真
与
▽
経
営
学
部
教
授
・
大
学
院
経
営
学
研

究
科
教
授
関
谷
浩
行
▽
法
学
部
准
教
授
・
大

学
院
法
学
研
究
科
准
教
授
池
田
真
歩
▽
法
学

部
講
師
堀
井
拓
也

令
和
５
年
９
月
30
日
付

▽
経
済
学
部
准
教
授
佐
藤
敦
紘

令
和
６
年
３
月
３１
日
付

▽
大
学
院
法
学
研
究
科
長
（
教
授
）
鈴
木
光
▽

大
学
院
法
務
研
究
科
長
（
教
授
）
丸
山
治
▽
経

済
学
部
長（
教
授
）石
井
健
▽
経
営
学
部
長（
教

授
）
天
笠
道
裕
▽
工
学
部
長
（
教
授
）
元
木
邦

俊
▽
学
生
部
長
（
教
授
）
草
間
秀
樹
▽
キ
ャ
リ

ア
支
援
セ
ン
タ
ー
長
（
教
授
）
春
日
賢
▽
教
務

セ
ン
タ
ー
長
（
教
授
）
鈴
木
美
佐
子

令
和
６
年
４
月
１
日
付

▽
大
学
院
法
学
研
究
科
長
（
教
授
）
神
元
隆
賢

▽
経
済
学
部
長
（
教
授
）
浅
妻
裕
▽
経
営
学
部

長
（
教
授
）
今
野
喜
文
▽
工
学
部
長
（
教
授
）

植
松
武
是
▽
学
生
部
長（
教
授
）宮
入
隆
▽
キ
ャ

リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
長
（
教
授
）
佐
藤
大
輔
▽

教
務
セ
ン
タ
ー
長
（
教
授
）
北
原
博
▽
入
試
部

長
（
教
授
）
鈴
木
聡
士
▽
図
書
館
長
（
教
授
）

田
中
綾
▽
開
発
研
究
所
長
（
教
授
）
濱
田
武
士

令
和
６
年
４
月
１
日
付

▽
経
済
学
部
教
授
柾
木
貴
之
▽
経
営
学
部
教

授
・
大
学
院
経
営
学
研
究
科
（
修
）
教
授
田

中
勝
則
▽
経
営
学
部
准
教
授
中
村
暁
子
▽
法

学
部
准
教
授
内
藤
貴
司
▽
人
文
学
部
教
授
・

大
学
院
文
学
研
究
科
（
修
）
教
授
片
岡
耕
平

▽
工
学
部
教
授
・
大
学
院
工
学
研
究
科
（
修
）

教
授
長
谷
川
大
▽
工
学
部
教
授
但
木
謙
一
▽

工
学
部
教
授
友
池
史
明令

和
６
年
４
月
１
日
付

▽
経
済
学
部
教
授
・
大
学
院
経
済
学
研
究
科

教
授
吉
井
哲
▽
経
済
学
部
教
授
北
口
己
津
子

▽
経
済
学
部
准
教
授
・
大
学
院
経
済
学
研
究

科
准
教
授
比
嘉
一
仁
▽
経
営
学
部
講
師
花
塚

優
貴
▽
法
学
部
准
教
授
髙
谷
遼
平
▽
法
学
部

講
師
伊
故
海
貴
則
▽
法
学
部
講
師
田
井
浩
人

▽
人
文
学
部
教
授
・
大
学
院
文
学
研
究
科
教

授
岩
田
哲
▽
人
文
学
部
准
教
授
・
大
学
院
文

学
研
究
科
准
教
授
杉
江
聡
子
▽
人
文
学
部
講

師
南
明
世
▽
工
学
部
准
教
授
鈴
木
雄
▽
工
学

部
准
教
授
佐
々
木
裕
司
▽
工
学
部
准
教
授
陶

山
大
輔
▽
工
学
部
准
教
授
青
木
か
お
り

退　

職

解　

任

任　

命

昇　

格

採　

用

大
学
院
担
当
発
令

特
任
教
授

退　

職

昇　

格

採　

用

異　

動

　

２
０
２
３
年
度
か
ら
、
全
学

部
対
象
の
「
Ｈ
Ｇ
Ｕ
数
理
・
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
急
速
に
発

展
し
て
い
る
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス
や
Ａ
Ｉ
に
関
す
る
最
も
基
礎

的
な
知
識
を
修
得
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
学
部
に

よ
っ
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
修
了
要

件
は
異
な
り
ま
す

が
、
必
修
科
目
と
選

択
科
目
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
詳
細

は
大
学
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

https://w
w
w
.hgu.jp/

about/m
ds.htm

l

　

注
目
し
て
も
ら
い
た
い
科
目

の
一
つ
と
し
て
、
２
０
２
３
年

度
か
ら
新
規
に
開
講
さ

れ
た
一
般
教
育
科
目
「
教

養
科
目
特
別
講
義
（
情
報

リ
テ
ラ
シ
ー
）」
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
科
目
は
、
経

済
学
部
、
法
学
部
、
人
文

学
部
、
工
学
部
に
お
い
て

プ
ロ
グ
ラ
ム
修
了
の
た

め
の
必
修
科
目
と
な
っ

て
い
て
、
授
業
は
遠
隔

（
オ
ン
デ
マ
ン
ド
）
で
行

わ
れ
ま
す
。
こ
の
科
目
で

は
、
社
会
で
起
き
て
い

る
変
化
、
社
会
で
の
デ
ー

タ
活
用
の
方
法
、
Ａ
Ｉ
の

活
用
領
域
や
利
活
用
の

た
め
の
技
術
、
デ
ー
タ
・
Ａ
Ｉ

を
扱
う
上
で
の
留
意
事
項
な
ど

を
広
く
学
修
し
ま
す
。

　

ま
た
、
経
営
学
部
で
プ
ロ
グ
ラ

ム
修
了
の
た
め
の
必
修
科
目
と

な
っ
て
い
る
専
門
教
育
科
目
「
情

報
リ
テ
ラ
シ
ー
」、「
経
営
統
計

学
概
論
Ⅰ
・
Ⅱ
」
で
は
、
上
記

と
同
様
の
内
容
を
学
修
す
る
こ

と
に
加
え
て
、
経
営
学
部
の
教
育

目
標
を
俯
瞰
で
き
る
よ

う
な
授
業
内
容
と
な
っ

て
い
ま
す
。
選
択
科
目

（
経
営
学
部
は
履
修
推
奨

科
目
）
と
し
て
は
、
基

礎
的
な
数
学
、
統
計
学
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
操
作
を

含
む
情
報
に
関
す
る
科

目
が
設
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加

者
が
自
身
の
興
味
に
応

じ
て
こ
れ
ら
の
能
力
を

伸
ば
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
Ｈ
Ｇ
Ｕ
数
理
・
デ
ー
タ

サ
イ
エ
ン
ス
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
へ
の
参
加
申
し
込
み

は
簡
単
で
、
Ｌ
Ｍ
Ｓ
（
ｍ
ａ
ｎ

ａ
ｂ
ａ
）
で
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回

答
す
る
形
式
（
参
加
申
し
込
み

の
質
問
に
「
は
い
」
か
「
い
い
え
」

の
２
択
）
で
す
。
在
学
中
に
一

度
だ
け
申
し
込
め
ば
よ
い
の
で

す
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
の
締

め
切
り
が
履
修
登
録
期
限
よ
り

早
い
こ
と
も
あ
る
の
で
注
意
が

必
要
で
す
。
ま
た
、
こ
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
は
、
２
０
２
２
年
度

以
前
に
修
得
し
た
科
目
に
つ
い

て
も
修
了
の
た
め
の
単
位
と
し

て
有
効
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
３
年
３
月
の
卒
業
式

で
は
、
修
了
要
件
を
満
た
し
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
学
生
に
修
了

証
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
設
定
さ
れ
て
い
る
科

目
の
多
く
は
１
年
次
に
開
講
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
１
年
生
だ
け

で
は
な
く
２
年
次
以
上
の
皆
さ

ん
も
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
ぜ
ひ

参
加
し
て
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス
や
Ａ
Ｉ
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
て
く
だ
さ
い
。

（
Ｈ
Ｇ
Ｕ
数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ

ン
ス
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
運
営
委

員
会
委
員
長
）

「ＨＧＵ数理・データサイエンス
  教育プログラム」始まりました
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現代アメリカ女性文学の研究
Reyna Grandeの創作とアクティヴィズム

研究
課題

　

主
な
研
究
対
象
は
現
代
ア
メ
リ

カ
女
性
文
学
で
、
特
に
人
種
／
エ

ス
ニ
シ
テ
ィ
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
階
級
、

身
体
な
ど
の
文
化
的
差
異
と
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
形
成
の
関
係
に
注

目
し
て
い
る
。
現
代
ア
メ
リ
カ
女

性
文
学
は
個
人
的
経
験
が
重
視
さ

れ
て
き
た
背
景
か
ら
、
ロ
ー
カ
ル

か
つ
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
を
提
供

し
て
「
世
界
文
学
」
化
し
、
ア
メ

リ
カ
の
過
去
・
現
在
・
未
来
を
映

し
出
し
て
い
る
。
本
研
究
で
は
、

ア
メ
リ
カ
最
大
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
・

グ
ル
ー
プ
と
し
て
存
在
感
と
影
響

力
を
増
し
て
い
る
中
南
米
系
の
女

性
文
学
の
調
査
を
行
い
、
特
に
近

年
注
目
さ
れ
て
い
る
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
の
メ
キ
シ
コ
系
作
家Reyna 

Grande

を
取
り
上
げ
、
作
品
と
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
の
分
析
・
考
察
を
行
っ

た
。

Grande

は
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と

な
っ
た
回
想
録� e D

istance 
B

etw
een U

s: A
 M

em
oir

（
２
０
１
２
）
の
著
者
で
あ
り
、
作

品
で
は
１
９
８
５
年
のGrande

が
９
才
の
と
き
に
親
と
再
会
す
る

た
め
に
メ
キ
シ
コ
か
ら
ア
メ
リ
カ

の
国
境
を
渡
る
前
後
の
体
験
を
描

い
て
い
る
。
作
品
で
は
非
正
規
に

ア
メ
リ
カ
に
滞

在
す
る
移
民

で
あ
る
「
無

登
録
移
民
」（undocumented 

immigrant

）
の
少
女
の
経
験
を

当
事
者
視
点
か
ら
描
き
、
ア
メ
リ
カ

ン
・
ド
リ
ー
ム
を
希
求
す
る
個
人
の

生
存
と
成
長
の
物
語
と
と
も
に
、
非

正
規
移
民
を
取
り
巻
く
社
会
的
・
政

治
的
問
題
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　

ア
メ
リ
カ
は
、
多
く
の
労
働
力
を

非
正
規
を
含
む
移
民
に
頼
っ
て
き
た

歴
史
背
景
が
あ
り
、Grande
に
よ

る
回
想
録
と
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
は
、
現

在
約
１
１
０
０
万
人
以
上
に
上
る
と

い
わ
れ
る
無
登
録
移
民
と
そ
の
子

ど
も
た
ち
に
焦
点
を
当
て
た
。
現
代

ア
メ
リ
カ
女
性
作
家
が
戦
略
的
に
利

用
し
て
き
た
回
想
録
の
形
式
に
よ

る
作
者
の
個
人
的
な
物
語
は
、
多
く

の
読
者
の
共
感
を
呼
び
、
そ
の
体

験
を
広
め
る
効
果
が
あ
っ
た
。
ま

た
、Grande

は
、
回
想
録
と
小
説

作
品
に
加
え
、
複
数
の
ア
ン
ソ
ロ

ジ
ー
に
親
子
関
係
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
を
テ
ー
マ
と

し
た
作
品
を
寄
稿
し
て
い
る
。
さ
ら

に
２
０
２
２
年
に
（
元
）
非
正
規
移

民
の
人
々
に
よ
る
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー

Som
ew

here W
e Are H

um
an: 

Authentic Voices on M
igration, 

Survival and N
ew Beginnings

で
、
エ
ク
ア
ド
ル
出
身
のSonia 

Guiñansaca

と
共
に
初
め
て
編

者
を
務
め
、
企
画
、
選
考
、
推
敲

等
に
積
極
的
に
関
わ
り
制
作
を
行
っ

て
話
題
と
な
っ
た
。
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー

の
制
作
に
お
い
て
は
、
元
難
民
で

あ
る
ベ
ト
ナ
ム

系
の
著
名
作
家

Viet Than 
Nguyen

と
も
協
働
し
て
い
る
。

Grande

の
創
作
活
動
に
は
、

１
９
８
０
年
代
に

メ
キ
シ
コ
系
ア

メ
リ
カ
女
性
作
家

Gloria Anzaldúa

（
１
９
４
２
―
２
０

０
４
）
が
中
心
と
し

た
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
制

作
を
通
し
て
形
成
さ

れ
た
、
創
作
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
に
よ
る
ア
ク
テ
ィ
ビ
ズ
ム

の
影
響
が
見
ら
れ
る
。Grande

は

回
想
録
と
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
で
、
こ
れ

ま
で
見
過
ご
さ
れ
て
い
た
新
し
い

視
点
か
ら
ア
メ
リ
カ
を
描
き
、
寄
稿

者
と
し
て
、
そ
し
て
編
者
と
し
て
、

人
種
や
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
を
超
え
た

物
語
の
共
有
を
通
し
て
他
者
と
つ

な
が
り
、
現
代
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形

成
に
貢
献
し
て
い
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
た
。

Grande

の
よ
う
に
現
代
の
中
南

米
系
ア
メ
リ
カ
文
学
に
お
い
て
は
、

過
去
に
見
過
ご
さ
れ
て
き
た
状
況

や
人
物
像
を
取
り
上
げ
て
そ
の
焦

点
と
範
囲
を
拡
大
し
、
新
し
い
主
題

と
ア
プ
ロ
ー
チ
で
ア
メ
リ
カ
と
の

関
係
に
取
り
組
み
、
自
分
た
ち
を
再

創
造
し
よ
う
と
す
る
動
向
が
見
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
、
よ
り
広
く
つ
な

が
る
た
め
に
、
異
な
る
人
種
・
エ
ス

ニ
シ
テ
ィ
の
人
々
と
対
話
し
、
ア
メ

リ
カ
の
将
来
に
積
極
的
に
関
わ
っ

て
い
く
姿
勢
が
見
ら
れ
、
今
後
の
発

展
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

札
幌
市
出
身
。
北
海
道
大
学
文
学
部
（
社
会
シ
ス
テ
ム
科
学
講
座
）
卒
業
。
米
国
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学

大
学
院
ア
メ
リ
カ
研
究
科
修
士
課
程
修
了
。
北
海
道
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
修
了
。

博
士
（
文
学
）。
札
幌
大
学
准
教
授
な
ど
を
経
て
、
現
職
。
専
門
は
現
代
ア
メ
リ
カ
文
学
・
映
像
文
化
。

移
民
の
人
々
の
物
語
と
ア
メ
リ
カ

人文学部教授  渡
わた

部
なべ

 あさみ

Reyna Grande の回想録、Grande が
寄稿者・編者として参加したアンソロ
ジーと研究書

工
学
部
教
授元も

と

木き

邦く
に

俊と
し

　

教
育
振
興
会
に
令
和
５
年
度
も

多
く
の
個
人
や
法
人
、
団
体
か
ら

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆

様
の
尊
い
お
志
に
た
い
し
ま
し
て

衷
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
寄
付
者
ご
芳
名

と
、
教
育
振
興
資
金
収
支
決
算
報

告
書
お
よ
び
監
査
報
告
書
は
次
の

通
り
で
す
。

　

今
後
と
も
ご
支
援
、
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

【
個
人
】〔
敬
称
略
〕

▼
10
万
円
未
満

安
達
昭
弘
、
飯
野
海
彦
、
内
田
和

浩
、
内
山
隆
史
、
大
橋
孝
行
、
加

藤
正
晴
、
亀
屋
廣
保
、
木
村
勝
照
、

木
村
剛
、
黒
澤
規
央
、
佐
藤
剛
、

杉
本
圭
吾
、
杉
山
匡
、
田
口
聖
志
、

竹
田
直
弘
、
堂
柿
栄
輔
、
中
澤
勇

斗
、
仲
丸
英
起
、
稗
貫
俊
文
、
福

原
正
己
、
水
野
谷
武
志
、
宮
入
隆
、

山
崎
省
一
、
渡
辺
敦

寄
付
者
ご
芳
名

寄
付
の
お
礼
と
監
査
報
告

寄
付
の
お
礼
と
監
査
報
告

寄
付
の
お
礼
と
監
査
報
告

教
育
振
興
会

他
匿
名
２
名

▼
10
万
円
以
上
50
万
円
未
満

小
松
か
お
り
、
佐
藤
貴
史
、
安
酸

敏
眞

▼
50
万
円
以
上
100
万
円
未
満

木
村
和
範
、
関
寛
、
田
中
綾
、
山

田
早
希
子

▼
金
額
非
公
開

天
笠
道
裕
、
伊
熊
克
己
、
魚
住
純
、

河
口
忠
臣
、
菊
田
悠
、
小
山
英
克
、

佐
藤
信
、
鈴
木
洋
之
、
須
田
一
弘
、

館
田
晶
子
、
福
田
都
代
、
伏
見
卓
、

松
久
三
四
彦
、
元
木
邦
俊
、
森
下

宏
美
、
山
田
俊
郎

他
匿
名
７
名

【
企
業
・
法
人
・
団
体
】

▼
10
万
円
以
上
50
万
円
未
満

新
太
平
洋
建
設
株
式
会
社
、
北
海

学
園
大
学
蓬
門
会

▼
100
万
円
以
上
500
万
円
未
満

食
糧
支
援
に
携
わ
っ
た
関
係
者
一

同
代
表
佐
藤
信

【
令
和
５
年
度
寄
付
金
合
計
】

６
、６
９
４
、２
７
１
円

【
寄
付
金
累
計
】

１
９
５
、４
６
４
、５
１
３
円

　

４
月
４
日
、
岩
田
地
崎
建
設
株

式
会
社
の
岩
田
圭
剛
代
表
取
締

役
社
長
よ
り
、
本
学
に
１
０
０
万

円
の
寄
付
金
が
贈
ら
れ
、
森
下

宏
美
学
長
よ
り
感
謝
状
を
贈
呈

し
た
。

　

森
下
学
長
か
ら
は
、
今
回
の

ご
寄
付
を
有
効
に
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
く
と
の
謝
辞
が
述
べ
ら

れ
た
。

岩田地崎建設株式会社 取締役専務執行委員 佐
藤護建築本部長（右）、森下宏美学長

岩
田
地
崎
建
設

か
ら
寄
付
金
受
領株

式
会
社

法
学
部
・
館
田
晶
子
ゼ
ミ

「
映
画
で
学
ぶ
人
権
」

イ
ベ
ン
ト
成
果
報
告
会
実
施

　

３
月
17
日
、
法
学
部
・
館
田

晶
子
ゼ
ミ
が
行
っ
た
イ
ベ
ン
ト

「
映
画
で
学
ぶ
人
権
」
の
成
果
報

告
会
が
、
北
海
道
大
学
オ
ー
プ

ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ハ
ブ
「
エ

ン
レ
イ
ソ
ウ
」
で
実
施
さ
れ
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
札
幌
市
の

「
さ
っ
ぽ
ろ
ま
ち
キ
ャ
ン
パ
ス
共

創
事
業
」（
学
生
団
体
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
活
動
推
進
事
業
）
補

助
金
に
ゼ
ミ
生
が
申
請
。
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
経
て
交
付

が
決
定
し
、
開
催
さ
れ
た
。

　

成
果
報
告
会
で
は
、
令
和
５
年

度
に
事
業
の
採
択
を
受
け
て
活

動
し
た
４
学
生
団
体
の
発
表
が

あ
り
、
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
た
。

館
田
ゼ
ミ
は
映
画
「
プ
リ
ズ
ン
・

サ
ー
ク
ル
」
か
ら
、
受
刑
者
の

更
生
に
つ
い
て
考
え
る
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
た
。

工
学
科
教
授
（
計
画
数
理
な
ど
担
当
）

【
主
な
著
書
・
論
文
・
発
表
等
】

著
書
：
共
著
『
交
通
シ
ス
テ
ム
工
学
』、論
文
：

「
都
市
部
街
路
の
ア
ク
セ
ス
機
能
に
関
す
る

調
査
研
究
」、
共
著
「
時
間
制
限
駐
車
区
間

で
の
駐
車
行
動
に
関
す
る
都
市
間
比
較
」

◆　
　

◆　
　

◆

▽
魚う

お

住ず
み

純じ
ゅ
ん

名
誉
教
授

【
略
歴
】
昭
和
53
年
北
海
道
大
学
大
学
院
工

学
研
究
科
修
士
課
程
電
子
工
学
専
攻
修
了
、

昭
和
56
年
北
海
道
大
学
大
学
院
工
学
研
究

科
博
士
後
期
課
程
電
子
工
学
専
攻
修
了
（
工

学
博
士
）、
昭
和
56
年
農
林
水
産
省
食
品
総

合
研
究
所
農
林
水
産
技
官
、
昭
和
61
年
北

海
道
大
学
応
用
電
気
研
究
所
光
シ
ス
テ
ム
工

学
部
門
助
手
、
平
成
元
年
同
助
教
授
、
平

成
４
年
北
海
道
大
学
電
子
科
学
研
究
所
助
教

授
、
平
成
11
年
本
学
工
学
部
電
子
情
報
工

学
科
教
授
（
計
算
機
工
学
Ⅰ
な
ど
担
当
）、

修
士
課
程
・
博
士
（
後
期
）
課
程
担
当
（
光

シ
ス
テ
ム
工
学
特
別
講
義
Ｉ
な
ど
担
当
）、

平
成
18
年
入
試
部
長
（
平
成
22
年
３
月
ま

で
）、
平
成
30
年
工
学
部
長
（
令
和
３
年
３

月
ま
で
）、
令
和
３
年
副
学
長
（
令
和
５
年

３
月
ま
で
）

【
主
な
著
書
・
論
文
・
発
表
等
】

論
文
：「Probing into random

ness 
w
ith light and statistics

」,

「Phase-controlled fractional 
derivatives for near infrared 
spectral processing

」,

共
著
「Two-

wavelength digital holographic 
m
icroscopy using speckle 
illum

inations

」

◆　
　

◆　
　

◆

▽
髙た

か

橋は
し

伸の
ぶ

幸ゆ
き

名
誉
教
授

【
略
歴
】
昭
和
57
年
北
海
道
大
学
大
学
院
環

境
科
学
研
究
科
博
士
前
期
課
程
環
境
構
造
学

専
攻
修
了
、
昭
和
63
年
北
海
道
大
学
大
学

院
環
境
科
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
環
境

構
造
学
専
攻
修
了
（
学
術
博
士
）、
昭
和
63

年
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
、

平
成
２
年
本
学
教
養
部
講
師
、
平

成
３
年
同
助
教
授
、
平
成
８
年
同

教
授
、
平
成
10
年
本
学
工
学
部
社

会
環
境
工
学
科
教
授
、
平
成
24
年

本
学
工
学
部
生
命
工
学
科
教
授（
地

球
科
学
Ⅰ
な
ど
担
当
）

【
主
な
著
書
・
論
文
・
発
表
等
】

著
書
：
共
著
『
概
説　

地
球
科
学
』、

『
ア
ン
デ
ス
自
然
学
』、
論
文
：「
大

雪
山
中
央
部
、
高
根
ヶ
原
周
辺
の

高
山
帯
環
境
」

◆　
　

◆　
　

◆

▽
丸ま

る

山や
ま

治お
さ
む

名
誉
教
授

同
上

◆　
　

◆　
　

◆

▽
大お

お

西に
し

有ゆ
う

二じ

名
誉
教
授

同
上

◆　
　

◆　
　

◆

▽
矢や

吹ぶ
き

徹て
つ

雄お

名
誉
教
授

同
上
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令
和
６
年
経
済
学
部
長

◆　
　

◆　
　

◆

▼
経
営
学
部
長

今こ
ん

野の

喜よ
し

文ふ
み

教
授

平
成
12
年
慶
應

義
塾
大
学
大
学

院
商
学
研
究
科

博
士
課
程
単
位

取
得
満
期
退
学
、
平
成
12
年
北
星
学

園
大
学
経
済
学
部
専
任
講
師
、
平
成

15
年
助
教
授
、
平
成
18
年
准
教
授
、

平
成
21
年
教
授
、
平
成
26
年
本
学
経

営
学
部
教
授
（
経
営
戦
略
な
ど
担
当
）、

大
学
院
経
営
学
研
究
科
修
士
課
程
・
博

士
課
程
担
当（
経
営
戦
略
論
特
殊
講
義
、

経
営
戦
略
論
特
殊
研
究
な
ど
担
当
）、

令
和
６
年
経
営
学
部
長

◆　
　

◆　
　

◆

▼
法
学
部
長

館た
て

田だ

晶あ
き

子こ

教
授

平
成
13
年
北
海

道
大
学
大
学
院

法
学
研
究
科
博

士
課
程
後
期
公

法
専
攻
修
了
（
法
学
博
士
）、
平
成
12

年
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
（
Ｃ

Ｄ
２
）、
平
成
13
年
日
本
学
術
振
興
会

特
別
研
究
員
（
Ｐ
Ｄ
）、
平
成
14
年
跡

見
学
園
女
子
大
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
講
師
、
平
成
17

年
同
助
教
授
、
平
成
19
年
同
准
教
授
、

平
成
24
年
専
修
大
学
法
学
部
准
教
授
、

平
成
26
年
本
学
法
学
部
教
授
（
憲
法

な
ど
担
当
）、
平
成
27
年
法
学
研
究
科

修
士
課
程
担
当
（
憲
法
特
論
Ａ
Ⅰ
な
ど

担
当
）、
平
成
30
年
法
学
研
究
科
博
士

（
後
期
）
課
程
担
当
（
憲
法
特
殊
研
究

Ⅰ
な
ど
担
当
）、
令
和
５
年
法
学
部
長

◆　
　

◆　
　

◆

▼
人
文
学
部
長

小こ

松ま
つ　

か
お
り
教
授

平
成
10
年
京
都

大
学
大
学
院
理

学
研
究
科
動
物

学
専
攻
博
士
後

期
課
程
単
位
取
得
退
学
、
平
成
12
年
３

月
京
都
大
学
博
士
（
理
学
）
取
得
、
平

成
10
年
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究

員
、
平
成
13
年
静
岡
大
学
人
文
学
部
助

教
授
、
平
成
23
年
同
教
授
、
平
成
28

年
本
学
人
文
学
部
教
授
（
文
化
人
類
学

Ⅱ
な
ど
担
当
）、
文
学
研
究
科
修
士
課

程
担
当
（
環
境
文
化
特
殊
講
義
ｅ
Ｉ
な

ど
担
当
）、
文
学
研
究
科
博
士
（
後
期
）

課
程
担
当
、
令
和
４
年
人
文
学
部
長

◆　
　

◆　
　

◆

▼
副
学
長

須す

田だ  
一か

ず

弘ひ
ろ

人
文
学
部
教
授

平
成
２
年
北
海

道
大
学
大
学
院

文
学
研
究
科
博

士
課
程
行
動
科

学
専
攻
単
位
取
得
退
学
、
平
成
16
年

博
士
（
農
学
）（
鹿
児
島
大
学
）、
平
成

２
年
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員

（
Ｐ
Ｄ
）、平
成
４
年
本
学
教
養
部
講
師
、

平
成
５
年
同
人
文
学
部
講
師
、
平
成
８

年
同
人
文
学
部
助
教
授
、
平
成
11
年

同
人
文
学
部
教
授
（
文
化
人
類
学
Ⅰ
な

ど
担
当
）、
平
成
18
年
大
学
院
文
学
研

究
科
修
士
課
程
担
当
（
ア
ジ
ア
文
化
論

特
殊
講
義
Ⅰ
な
ど
担
当
）、
平
成
25
年

大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
（
後
期
）
課

程
担
当
（
ア
ジ
ア
文
化
論
特
殊
研
究
Ⅰ

な
ど
担
当
）、
平
成
26
年
文
学
研
究
科

長
、
令
和
５
年
副
学
長

◆　
　

◆　
　

◆

▼
副
学
長

佐さ

藤と
う

淳
じ
ゅ
ん

経
営
学
部
教
授

平
成
６
年
東
北

大
学
大
学
院
教

育
学
研
究
科
博

士
後
期
課
程
教

育
心
理
学
専
攻
単
位
取
得
退
学
、
平
成

21
年
博
士
（
教
育
学
）（
東
北
大
学
）、

平
成
６
年
本
学
教
養
部
講
師
、
平
成
９

年
同
教
養
部
助
教
授
、
平
成
10
年
同

経
済
学
部
助
教
授
、
平
成
14
年
同
経

済
学
部
教
授
、
大
学
院
経
営
学
研
究
科

修
士
課
程
担
当
（
学
習
心
理
学
な
ど
担

当
）、平
成
15
年
同
経
営
学
部
教
授
（
学

習
心
理
学
な
ど
担
当
）、
平
成
22
年
大

学
院
経
営
学
研
究
科
博
士
（
後
期
）
課

程
担
当
（
学
習
心
理
学
特
殊
研
究
な
ど

担
当
）、
平
成
24
年
経
営
学
部
長
、
令

和
２
年
経
営
学
研
究
科
長
、
令
和
５
年

副
学
長

◆　
　

◆　
　

◆

▼
経
済
学
部
長

浅あ
さ

妻づ
ま

裕
ゆ
た
か

教
授

平
成
14
年
一
橋

大
学
大
学
院
経

済
学
研
究
科
博

士
課
程
応
用
経

済
専
攻
単
位
取
得
退
学
、
平
成
14
年

本
学
経
済
学
部
講
師
、
平
成
18
年
助

教
授
、
平
成
19
年
准
教
授
（
職
名
変

更
）、
平
成
21
年
大
学
院
経
済
学
研
究

科
修
士
課
程
担
当
（
環
境
政
策
特
殊
講

義
な
ど
担
当
）、
平
成
23
年
教
授
（
経

済
政
策
Ⅰ
な
ど
担
当
）、
平
成
25
年
大

学
院
経
済
学
研
究
科
博
士
課
程
担
当

（
環
境
政
策
特
殊
研
究
Ⅱ
な
ど
担
当
）、

▼
工
学
部
長

植う
え

松ま
つ

武た
け

是よ
し

教
授

平
成
８
年
北
海
道

大
学
大
学
院
工
学

研
究
科
建
築
工
学

専
攻
博
士
後
期
過

程
修
了
（
工
学
）、
平
成
８
年
北
海
道
立

寒
地
住
宅
都
市
研
究
所
研
究
職
員
、
平

成
14
年
北
海
道
立
総
合
研
機
構
建
築
研

究
本
部
北
方
建
築
総
合
研
究
所
研
究
職

員
、
平
成
20
年
北
海
道
立
総
合
研
機
構

建
築
研
究
本
部
北
方
建
築
総
合
研
究
所

生
産
シ
ス
テ
ム
科
長
、
平
成
22
年
北
海

道
立
総
合
研
機
構
建
築
研
究
本
部
北
方

建
築
総
合
研
究
所
主
査
（
生
産
シ
ス
テ

ム
）、
平
成
23
年
北
海
道
立
総
合
研
機
構

建
築
研
究
本
部
北
方
建
築
総
合
研
究
所

主
査
（
構
法
）、
平
成
27
年
北
海
道
立
総

合
研
機
構
建
築
研
究
本
部
北
方
建
築
総

合
研
究
所
主
査
（
建
築
シ
ス
テ
ム
）、
平

成
28
年
北
海
道
立
総
合
研
機
構
森
林
研

究
本
部
林
産
試
験
場
主
査
（
防
火
）、
平

成
29
年
本
学
工
学
部
教
授
（
建
築
振
動

論
な
ど
担
当
）、
令
和
６
年
工
学
部
長

◆　
　

◆　
　

◆

▼
経
済
学
研
究
科
長古ふ

る
林ば

や
し

英え
い

一い
ち

教
授

昭
和
62
年
京
都

大
学
大
学
院
農

学
研
究
科
農
林

経
済
学
専
攻
博

士
課
程
中
退
、京
都
大
学
博
士
（
農
学
）、

昭
和
62
年
南
九
州
大
学
園
芸
学
部
講

師
、
平
成
４
年
同
助
教
授
、
平
成
５
年

北
海
道
大
学
水
産
学
部
講
師
、
平
成
７

年
同
助
教
授
、
平
成
12
年
本
学
経
済
学

部
教
授
（
環
境
経
済
論
Ⅰ
・
Ⅱ
な
ど
担

当
）、
大
学
院
経
済
学
研
究
科
修
士
課

程
担
当
、博
士
（
後
期
）
課
程
担
当
（
環

境
政
策
特
殊
研
究
Ⅰ
な
ど
担
当
）、
平

成
30
年
経
済
学
部
長
、
令
和
４
年
経
済

学
研
究
科
長◆　

　

◆　
　

◆

▼
経
営
学
研
究
科
長石い

し
嶋じ

ま

芳よ
し

臣お
み

教
授

平
成
６
年
慶
應

義
塾
大
学
大
学

院
商
学
研
究
科

経
営
学
・
会
計

学
専
攻
後
期
博
士
課
程
満
期
退
学
、
平

成
６
年
本
学
経
済
学
部
講
師
、
平
成
７

年
同
助
教
授
、
平
成
15
年
本
学
経
営
学

部
助
教
授
、
平
成
16
年
大
学
院
経
営
学

研
究
科
修
士
課
程
担
当
（
現
代
企
業
論

特
殊
講
義
な
ど
担
当
）、
平
成
19
年
同

教
授
（
企
業
論
な
ど
担
当
）、
大
学
院

経
営
学
研
究
科
博
士
（
後
期
）
課
程
担

当
（
現
代
企
業
論
特
殊
研
究
Ⅰ
な
ど
担

当
）、
平
成
27
年
経
営
学
部
長
、
令
和

５
年
経
営
学
研
究
科
長

◆　
　

◆　
　

◆

▼
法
学
研
究
科
長

神か
ん
元も

と

隆た
か

賢よ
し

教
授

平
成
14
年
成
城

大
学
大
学
院
法

学
研
究
科
博
士

課
程
後
期
法
律

学
専
攻
満
期
退
学
、
平
成
18
年
博
士

（
法
学
）（
成
城
大
学
）、
平
成
20
年
三

重
中
京
大
学
現
代
法
経
学
部
准
教
授
、

平
成
22
年
本
学
法
学
部
准
教
授
、
平

成
23
年
大
学
院
法
学
研
究
科
修
士
課

程
担
当
（
個
別
刑
法
特
論
な
ど
担
当
）、

平
成
28
年
教
授
（
刑
法
Ⅰ
な
ど
担
当
）、

平
成
31
年
博
士（
後
期
）課
程
担
当（
刑

法
特
殊
研
究
な
ど
担
当
）、
令
和
６
年

法
学
研
究
科
長

◆　
　

◆　
　

◆

▼
文
学
研
究
科
長

郡ぐ
ん

司し

淳
じ
ゅ
ん

教
授

平
成
２
年
日
本

大
学
大
学
院
文

学
研
究
科
博
士

後
期
課
程
日
本

史
専
攻
単
位
取
得
退
学
、
平
成
20
年

博
士
（
文
学
）（
北
海
学
園
大
学
）、
平

成
７
年
筑
波
大
学
助
手
歴
史
人
類
学

系
、
平
成
16
年
本
学
人
文
学
部
助
教

授
（
日
本
史
概
論
Ⅱ
な
ど
担
当
）、
平

成
18
年
人
文
学
部
教
授
、
大
学
院
文

学
研
究
科
修
士
課
程
担
当
（
日
本
史
特

殊
講
義
Ⅱ
な
ど
担
当
）、
平
成
21
年
文

学
研
究
科
博
士
（
後
期
）
課
程
担
当
（
日

本
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演

習
Ⅱ
Ｃ
な
ど
担
当
）、
平
成
25
年
人
文

学
部
長
、
令
和
５
年
文
学
研
究
科
長

◆　
　

◆　
　

◆

▼
工
学
研
究
科
長

山や
ま

田だ

俊と
し

郎ろ
う

教
授

平
成
13
年
北
海

道
大
学
大
学
院

工
学
研
究
科
博

士
後
期
課
程
環

境
資
源
工
学
専
攻
修
了
、
博
士
（
工

学
）、
平
成
13
年
豊
橋
技
術
科
学
大
学

建
設
工
学
系
助
手
、
平
成
18
年
国
立

保
健
医
療
科
学
院
水
道
工
学
部
主
任
研

究
官
、
平
成
22
年
岐
阜
大
学
工
学
部

准
教
授
、
令
和
２
年
本
学
工
学
部
教
授

（
上
下
水
道
工
学
Ⅰ
な
ど
担
当
）、
令
和

３
年
大
学
院
工
学
研
究
科
修
士
課
程
担

当
（
社
会
環
境
工
学
特
別
研
究
Ⅰ
な
ど

担
当
）、
博
士
課
程
担
当
（
環
境
工
学

特
別
講
義
Ⅰ
な
ど
担
当
）、
令
和
５
年

工
学
研
究
科
長

◆　
　

◆　
　

◆

▼
教
務
セ
ン
タ
ー
長

北き
た

原は
ら

博
ひ
ろ
し

法
学
部
教
授

平
成
10
年
大
阪

市
立
大
学
大
学

院
文
学
研
究
科

後
期
博
士
課
程

独
文
学
専
攻
単
位
取
得
退
学
、
平
成

16
年
博
士
（
文
学
）（
大
阪
市
立
大
学
）、

平
成
19
年
本
学
法
学
部
准
教
授
、
平

成
23
年
教
授
（
ド
イ
ツ
語
な
ど
担
当
）、

令
和
６
年
教
務
セ
ン
タ
ー
長

◆　
　

◆　
　

◆

▼
学
生
部
長宮み

や
入い

り

隆
た
か
し

経
済
学
部
教
授

平
成
17
年
北
海

道
大
学
大
学
院

農
学
研
究
科
博

士
後
期
課
程
生

物
資
源
生
産
学
専
攻
修
了
、
博
士
（
農

学
）、
平
成
17
年
北
海
道
大
学
科
学
技

術
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
養
成
ユ
ニ
ッ
ト

博
士
研
究
員
、
平
成
20
年
秋
田
県
立

大
学
生
物
資
源
科
学
部
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ

ス
学
科
助
教
、
平
成
25
年
本
学
経
済

学
部
准
教
授
、
平
成
26
年
大
学
院
経

済
学
研
究
科
修
士
課
程
担
当
（
農
業
政

策
特
殊
講
義
な
ど
担
当
）、
平
成
28
年

教
授
（
食
料
・
農
業
経
済
論
Ⅰ
な
ど
担

当
）、
平
成
28
年
大
学
院
経
済
学
研
究

科
博
士
課
程
担
当
（
農
村
再
編
政
策
特

殊
研
究
Ⅰ
な
ど
担
当
）、
令
和
６
年
学

生
部
長

◆　
　

◆　
　

◆

▼
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
長

佐さ

藤と
う

大だ
い

輔す
け

経
営
学
部
教
授

平
成
19
年
神
戸

大
学
大
学
院
経

営
学
研
究
科
博

士
課
程
後
期
課

程
（
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
専
攻
）

修
了
、
博
士
（
経
営
学
）、
平
成
14
年

本
学
経
済
学
部
講
師
（
経
営
管
理
な
ど

担
当
）、
平
成
15
年
本
学
経
営
学
部
講

師
、
平
成
17
年
助
教
授
、
平
成
19
年

准
教
授
（
職
名
変
更
）、
平
成
21
年
大

学
院
経
営
学
研
究
科
修
士
課
程
担
当

（
経
営
管
理
論
特
殊
講
義
な
ど
担
当
）、

平
成
24
年
教
授
、
令
和
６
年
キ
ャ
リ

ア
支
援
セ
ン
タ
ー
長

◆　
　

◆　
　

◆

▼
入
試
部
長鈴す

ず
木き

聡そ
う

士し

工
学
部
教
授

平
成
14
年
北
海

学
園
大
学
大
学

院
工
学
研
究
科

建
設
工
学
専
攻

博
士
（
後
期
）
課
程
修
了
、
博
士
（
工

学
）、
平
成
14
年
札
幌
大
学
経
済
学
部

専
任
講
師
、
平
成
16
年
同
助
教
授
、

平
成
18
年Vrije Universiteit 

A
m
sterdam

客
員
研
究
員
、
平
成

20
年
本
学
工
学
部
准
教
授
、
平
成
21

年
工
学
研
究
科
修
士
課
程
担
当
、
平
成

25
年
教
授
（
デ
ー
タ
解
析
演
習
な
ど

担
当
）、
平
成
27
年
工
学
研
究
科
博
士

（
後
期
）
課
程
担
当
（
環
境
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
シ
ス
テ
ム
特
別
講
義
な
ど
担
当
）、

令
和
４
年
入
試
部
長

◆　
　

◆　
　

◆

▼
図
書
館
長

田た

中な
か

綾あ
や

人
文
学
部
教
授

平
成
13
年
北
海

学
園
大
学
文
学

研
究
科
修
士
課

程
修
了
、
平
成

20
年
北
海
学
園
大
学
大
学
院
文
学
研

究
科
学
位
授
与
（
博
士
（
文
学
））、
平

成
20
年
本
学
人
文
学
部
准
教
授
、
平

成
26
年
教
授
（
日
本
文
学
史
Ⅱ
な
ど

担
当
）、
文
学
研
究
科
修
士
課
程
担
当
、

平
成
29
年
文
学
研
究
科
博
士
（
後
期
）

課
程
担
当
（
日
本
言
語
・
思
想
文
化
論

文
指
導
特
殊
演
習
Ⅲ
Ａ
な
ど
担
当
）、

令
和
４
年
図
書
館
長

◆　
　

◆　
　

◆

▼
開
発
研
究
所
長

濱は
ま

田だ

武た
け

士し

経
済
学
部
教
授

平
成
11
年
北
海

道
大
学
大
学
院

水
産
学
研
究
科

博
士
後
期
課
程

修
了
（
博
士
（
水
産
学
））、
平
成
10
年

日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
、
平
成

12
年
水
産
経
営
技
術
研
究
所
研
究
員
、

平
成
14
年
東
京
水
産
大
学
水
産
学
部

助
手
、
平
成
15
年
東
京
海
洋
大
学
海

洋
科
学
部
助
手
、
平
成
18
年
同
准
教

授
、
平
成
24
年
東
京
海
洋
大
学
大
学

院
海
洋
科
学
系
准
教
授
、
平
成
28
年

本
学
経
済
学
部
教
授（
地
域
経
済
入
門
、

地
域
経
済
論
な
ど
担
当
）、
大
学
院
経

済
学
研
究
科
修
士
課
程
担
当
、博
士（
後

期
）
課
程
担
当
（
地
域
経
済
特
殊
研
究

Ⅱ
な
ど
担
当
）、
令
和
４
年
開
発
研
究

所
長

副
学
長
・
学
部
長
・
研
究
科
長
・
機
関
長

副
学
長
・
学
部
長
・
研
究
科
長
・
機
関
長

副
学
長
・
学
部
長
・
研
究
科
長
・
機
関
長

令和６年度

健
全
な
睡
眠
習
慣
確
保
の
た
め
に

　

近
年
、
国
民
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

や
価
値
観
の
多
様
化
に
伴
う
夜
型

生
活
の
進
行
は
、
我
々
の
睡
眠
時
間

を
減
少
さ
せ
、
睡
眠
に
関
す
る
様
々

な
問
題
を
惹
起
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
私
は
過
去
、
本
学
学
生

の
睡
眠
習
慣
や
睡
眠
障
害
の
現
状

等
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
Ｗ
Ｈ
Ｏ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
作
成
に
よ
る
ア
テ

ネ
不
眠
尺
度
の
質
問
と
睡
眠
状
況

な
ら
び
に
健
康
状
態
に
関
す
る
調

査
を
実
施
し
ま
し
た
。
対
象
学
生

２
０
５
名
の
内
、
約
６
割
の
者
が
睡

眠
障
害
に
該
当
し
、
そ
の
内
、
不
眠

症
状
の
入
眠
困
難
を
認
め
る
者
は

４
割
を
占
め
て
い
ま
し
た
。
若
者

の
入
眠
困
難
の
原
因
に
つ
い
て
は
、

厚
労
省
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
の

睡
眠
指
針
に
若
年
世
代
の
夜
更
か

し
の
習
慣
化
に
よ
る
体
内
時
計
の

ず
れ
や
睡
眠
時
間
帯
の
不
規
則
化

や
夜
型
化
に
関
す
る
記
述
が
あ
り
、

寝
床
に
入
っ
て
か
ら
の
携
帯
電
話
・

ゲ
ー
ム
等
の
熱
中
に
よ
り
目
が
覚

め
て
し
ま
う
こ
と
、
さ
ら
に
就
寝

後
、
長
時
間
の
光
の
刺
激
が
覚
醒

を
助
長
す
る
こ
と
等
が
夜
更
か
し

の
原
因
に
繋
が
る
と
い
う
指
摘
が

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
私
は
睡
眠
調
査
以
前
に
学

生
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
使
用
状
況

と
健
康
状
態
に
関
す
る
調
査
を
実

施
し
ま
し
た
。
対
象
学
生
２
６
７

名
の
内
、
一
番
利
用
す
る
生
活
場

面
は
「
自
宅
の
自
由
時
間
」
に
次

い
で
「
就
寝
時
、
布
団
や
ベ
ッ
ド

の
中
で
」
の
回
答
が
多
く
、
ま
た
、

利
用
に
よ
り
減
少
し
た
と
自
覚
す

る
生
活
時
間
の
内
「
睡
眠
時
間
」

が
最
も
多
い
回
答
で
あ
っ
た
こ
と

を
報
告
し
、
就
寝
時
、
寝
床
で
の

使
用
が
学
生
の
健
康
的
な
入
眠
を

阻
害
す
る
一
因
と
推
察
さ
れ
る
こ

と
に
つ
い
て
の
言
及
を
し
て
お
り

ま
す
。

　

こ
こ
ま
で
学
生
の
睡
眠
問
題
を

記
述
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
日
で
は

一
般
人
も
同
様
の
状
況
に
あ
る
と

思
い
ま
す
。
特
に
、
前
述
し
た
夜

更
か
し
の
原
因
と
も
な
る
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
や
Ｐ
Ｃ
等
の
情
報
機
器

の
使
用
率
に
着
目
す
る
と
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
蔓
延
期
と

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
生
活
に
シ
フ
ト
し

た
現
在
は
、
感
染
以
前
の
時
期
に

比
べ
て
確
実
に
増
加
し
て
い
る
と

推
察
し
ま
す
。
今
後
、
我
々
は
自

己
の
健
康
を
維
持
す
る
た
め
に
、

健
全
な
睡
眠
習
慣
の
確
保
を
意
識

し
た
情
報
機
器
の
使
用
方
法
に
つ

い
て
、
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
の
で
す
。

　

最
後
に
拙
稿
を
閉
じ
る
に
あ
た

り
手
前
味
噌
で
恐
縮
で
す
が
、
前

述
に
取
り
上
げ
た
「
学
生
の
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
使
用
状
況
と
健
康
に
関

す
る
調
査
研
究
」
北
海
学
園
大
学

経
営
学
会
論
集
第
13
巻
第
４
号

（
２
０
１
６
年
３
月
）
の
内
容
が
以

下
の
書
籍
に
引
用
掲
載
さ
れ
ま
し

た
の
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

【
大お

お

嶋し
ま

祥さ
ち

誉よ

著
『
マ
ッ
キ
ン
ゼ
ー
で

学
ん
だ
時
間
の
使
い
方
が
う
ま
い

人
の
一
瞬
で
集
中
す
る
方
法
』
４

「
隠
れ
疲
労
」
―
知
ら
な
い
間
に
あ

な
た
を
む
し
ば
む
「
疲
れ
」
と
は
？　

ス
マ
ホ
が
奪
う
「
睡
眠
」　
（
株
式

会
社
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
、
頁
60
―
62
、

２
０
２
４
年
３
月
12
日　

第
１
版　

第
１
刷
発
行
）】

経営学部教授

伊
い

熊
くま

克
かつ

己
み

　

映
画
「
劔
岳　

点
の
記
」（
木

村
大
作
監
督
、
東
映
、
２
０
０
９

年
、
原
作
は
新
田
次
郎
の
同
名
小

説
）
を
ご
存
知
だ
ろ
う
か
？　

明

治
時
代
に
入
る
と
、
近
代
日
本
の

国
家
事
業
の
一
つ
と
し
て
領
土

の
正
確
な
地
図
が
作
製
さ
れ
る
よ

う
に
な
る
。
そ
れ
を
担
っ
た
の
が

陸
軍
の
陸
地

測
量
部
で
あ

る
。
ま
た
こ

の
時
代
、
近

代
的
な
登
山

技
術
を
取
り

入
れ
た
日
本

山
岳
会
も
活

動
を
開
始
す
る
。
国
内
最
後
の
未

登
頂
の
山
で
あ
っ
た
剣
岳
に
測
量

部
の
測
量
隊
と
山
岳
会
の
ど
ち
ら

が
先
に
登
る
か
―
。
こ
れ

が
話
の
本
筋
で
、
オ
チ
の

意
外
性
も
見
事
で
あ
る
。

　

こ
の
映
画
に
は
、
陸
地

測
量
部
や
山
岳
会
と
い
っ

た
登
頂
を
目
指
す
考
え
方

と
は
対
立
す
る
立
山
信

仰
（
剣
岳
は
立
山
連
峰
に

あ
る
）
の
様
子
も
描
か
れ

て
い
て
興
味
深
い
。
立
山

信
仰
の
描
写
で
印
象
的
な

の
が
、
麓
の
宿
坊
で
衆
都

が
登
拝
者
に
向
け
て
立
山

曼
荼
羅
の
屏
風
を
見
せ
な

が
ら
、「
絵
解
き
」
を
す
る

場
面
で
あ
る
。
立
山
曼
荼

羅
は
立
山
信
仰
の
世
界
観

を
表
し
た
絵
図
な
の
だ
が
、

た
だ
漫
然
と
眺
め
る
だ
け

で
は
理
解
で
き
な
い
。
そ

こ
で
「
絵
解
き
」
を
介
す

こ
と
に
よ
っ
て
、
登
拝
者
は
登
る

山
に
関
す
る
知
識
や
登
っ
て
は
い

け
な
い
山
（
た
と
え
ば
剣
岳
）
の

意
味
な
ど
の
理
解
を
深
め
て
い

く
。
他
方
、
語
り
手
で
あ
る
衆
都

に
し
て
み
れ
ば
、
い
か
に

面
白
く
語
る
か
が
腕
の
見

せ
所
と
な
る
。

　

翻
っ
て
現
代
。
曼
荼
羅

の
よ
う
な
世
界
観
を
伝
え

る
絵
図
に
対
し
て
、
ど
こ

に
何
が
あ
る
か
正
確
な
情

報
を
伝
達
す
る
地
図
が
主

流
を
占
め
て
い
る
。
ま
た
、

そ
れ
を
読
み
解
く
技
術
も

面
白
さ
よ
り
も
正
確
さ
が

重
視
さ
れ
る
。
た
だ
、
地

図
の
読
み
取
り
方
は
今
な

お
一
つ
で
は
な
く
、
現
代

に
お
い
て
も
「
絵
解
き
」

の
要
素
が
失
わ
れ
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
。

　

最
近
「
ス
ト
ー
リ
ー
マ
ッ

プ
」
や
「
ス
ト
ー
リ
ー
テ

リ
ン
グ
・
マ
ッ
プ
」
な
ど

と
呼
ば
れ
る
、
デ
ジ
タ
ル

地
図
と
文
章
・
写
真
な
ど
と
を
組

み
合
せ
た
Ｗ
ｅ
ｂ
マ
ッ
プ
が
ノ
ー

コ
ー
ド
で
比
較
的
簡
単
に
作
成
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
た
と
え
ば
戦

災
や
震
災
の
記
憶
を
伝
え
る
ア
ー

カ
イ
ブ
に
一
役
買
っ
た
り
し
て
い

る
。
ス
ト
ー
リ
ー
と
マ
ッ
プ
に
何

の
関
係
が
あ
る
の
か
訝
し
が
る
向

き
も
あ
ろ
う
が
、
曼
荼
羅
と
「
絵

解
き
」
の
関
係
を
考
え
る
と
故
な

き
こ
と
で
は
な
い
。
地
図
を
い
か

に
読
み
取
る
か
、
こ
の
こ
と
自
体

き
わ
め
て
創
造
的
な
営
み
な
の
で

あ
る
。

曼荼羅と絵解き／マップとストーリー

人
文
学
部
講
師谷た

に

端ば
た

郷ご
お

本学の学生が作成したストーリーマップの一部

　

学
校
法
人
北
海
学
園
と
カ
ナ
ダ
・
レ
ス

ブ
リ
ッ
ジ
大
学
と
の
交
流
協
定
に
基
づ
き
、

令
和
６
年
度
第
１
学
期
の
交
換
教
員
と
し

て
シ
ュ
ル
ツ
ア
ー
ラ
ン
准
教
授
が
４
月
２

日
、
本
学
に
着
任
し
た
。
シ
ュ
ル
ツ
准
教

授
は
、本
学
の「
カ
ナ
ダ
の
自
然
と
社
会
Ⅰ
」

を
担
当
す
る
。
任
期
は
７
月
30
日
ま
で
。

教
員
交
換
プ
ロ
グ
ラ
ム

カ
ナ
ダ
・
レ
ス
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
か
ら

シ
ュ
ル
ツ
准
教
授
着
任

講義をするシュルツ准教授
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主
に
図
書
館
学
課
程
を

担
当
し
ま
す
。
乳
幼
児
に

絵
本
を
渡
す
〝
ブ
ッ
ク
ス

タ
ー
ト
〞
と
呼
ば
れ
る
取

り
組
み
や
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
手
法
に
つ
い

て
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
図
書
館
現
場

で
司
書
の
経
験
が
あ
り
ま
す
。
現
場
経
験
を
活

か
し
て
授
業
や
ゼ
ミ
で
は
、
大
学
生
の
皆
さ
ん

が
、〝
情
報
の
大
海
原
〞
を
上
手
く
渡
れ
る
よ

う
に
、
ま
た
生
涯
学
習
社
会
を
生
き
る
一
人
と

し
て
、
効
果
的
な
図
書
館
利
用
法
や
読
書
に
つ

い
て
興
味
を
持
っ
て
学
べ
る
よ
う
に
努
め
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

本
年
度
よ
り
北
海
学
園

大
学
経
済
学
部
に
准
教
授

と
し
て
着
任
し
た
比
嘉
一

仁
で
す
。
ミ
ク
ロ
経
済
学

Ⅰ
・
Ⅱ
を
担
当
し
ま
す
。
家
計
（
需
要
者
）
及

び
企
業
（
供
給
者
）
の
行
動
を
中
心
に
解
説
し

て
、
人
の
行
動
や
意
思
決
定
に
つ
い
て
経
済
学

的
な
考
え
方
が
理
解
で
き
る
よ
う
に
講
義
を
行

い
ま
す
。専
門
は
応
用
ミ
ク
ロ
計
量
経
済
学
で
、

デ
ー
タ
を
用
い
て
社
会
・
経
済
現
象
を
分
析
し

ま
す
。
修
得
し
た
知
識
を
活
用
し
、
社
会
貢
献

に
繋
が
る
人
材
を
育
成
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。　

　

本
年
度
よ
り
学
長
に
な

ら
れ
た
森
下
宏
美
先
生
の

後
を
引
き
継
い
で
「
経
済

学
史
」
を
担
当
い
た
し
ま

す
。
出
身
は
札
幌
市
で
、
大
学
院
を
卒
業
す
る

ま
で
ず
っ
と
札
幌
市
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
15

年
ほ
ど
名
古
屋
市
に
あ
る
大
学
に
勤
め
て
お
り

ま
し
た
の
で
、
故
郷
に
あ
る
本
学
で
働
く
こ
と

が
で
き
る
こ
と
に
嬉
し
さ
を
感
じ
て
お
り
ま

す
。
北
海
学
園
大
学
生
に
対
し
て
は
、
昔
か
ら

パ
ワ
フ
ル
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
、
勉
学
に
サ
ー

ク
ル
に
全
力
を
尽
く
し
て
い
る
印
象
で
す
。
学

生
の
皆
様
に
お
会
い
で
き
る
の
を
楽
し
み
に
し

て
お
り
ま
す
！

　
「
適
応
の
心
理
学
」「
心

的
情
報
処
理
論
」
を
担
当

し
ま
す
。
学
生
時
代
に
は

オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
と
い
う

ヒ
ト
に
近
縁
な
動
物
の
認
知
研
究
（
例
：
長
期

間
会
っ
て
い
な
い
仲
間
の
顔
の
認
識
）
を
行
っ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
非
言
語
的
に
認
知
機
能
を

評
価
す
る
と
い
う
技
能
を
活
か
し
、
言
語
理
解

が
難
し
い
認
知
症
患
者
さ
ん
を
対
象
と
し
た
研

究
も
実
施
し
て
い
ま
す
。「
進
化
」「
脳
」
と
い

う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
も
と
に
心
理
学
の
魅
力
を
存

分
に
伝
え
て
い
け
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

本
年
度
よ
り
「
日
本
法

制
史
」
と
「
歴
史
学
」
を

担
当
し
ま
す
。
専
門
は
日

本
近
代
史
で
、
明
治
維
新

期
に
お
い
て
多
数
決
を
備
え
た
議
会
が
地
域
社

会
に
導
入
さ
れ
て
い
く
過
程
を
研
究
し
て
き
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
は
北
海
道
に
お
け
る
合
意
形

成
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
も
研
究
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
過
去
を
知
る
こ
と
は
、
現

代
社
会
を
よ
り
深
く
理
解
す
る
こ
と
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。
歴
史
的
に
物
事
を
考
え
る
こ
と
の

楽
し
さ
を
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
「
行
政
学
」
を
主
に
担
当

い
た
し
ま
す
。
し
ば
し
ば
、

行
政
学
は
「
地
味
」「
難
し

そ
う
」「
公
務
員
（
志
望
者
）

の
た
め
の
学
問
」な
ど
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、

社
会
の
諸
問
題
を
紐
解
い
て
い
く
う
え
で
、
行

政
の
は
た
ら
き
を
理
解
す
る
こ
と
は
と
て
も
重

要
で
す
。
ま
た
、
行
政
学
で
は
、
政
治
学
は
も

ち
ろ
ん
、
法
学
や
経
営
学
、
社
会
学
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
の
知
識
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
講
義
で
は
、
そ
う
し
た
意
義
や
魅
力
を

伝
え
ら
れ
る
よ
う
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
度
よ
り
法
学
部
法

律
学
科
に
着
任
し
ま
し
た

髙
谷
遼
平
と
申
し
ま
す
。

一
般
教
育
科
目
「
論
理
学

Ⅰ
・
Ⅱ
」
と
法
学
部
「
基
礎
演
習
」
を
担
当
し

ま
す
。
専
門
は
現
代
哲
学
、
特
に
言
語
哲
学
と

呼
ば
れ
る
分
野
で
、
自
然
言
語
の
意
味
や
そ
の

理
論
に
関
す
る
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
学
生

の
皆
さ
ん
が
哲
学
や
論
理
学
を
身
近
に
感
じ
ら

れ
る
と
と
も
に
実
践
的
な
論
理
的
思
考
力
を
身

に
付
け
ら
れ
る
よ
う
、
わ
か
り
や
す
く
、
そ
し

て
面
白
い
授
業
を
行
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
「
英
語
音
声
学
」
を
担
当

い
た
し
ま
す
。
個
人
差
要

因
を
加
味
し
な
が
ら
も
、

効
果
的
で
効
率
の
良
い
英

語
学
習
法
と
教
授
法
に
興
味
を
持
っ
て
お
り
ま

す
。
聞
く
、
読
む
、
話
す
、
書
く
、
の
４
技
能

伸
長
と
そ
の
下
支
え
と
な
る
語
彙
の
学
習
は
非

常
に
重
要
で
す
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と

い
う
側
面
か
ら
は
、「
誤
解
の
な
い
」
発
音
の

重
要
性
も
高
ま
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
授
業

等
を
通
し
、
学
生
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
学
習
で

き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

主
に
中
国
の
言
語
・
文

学
・
文
化
科
目
を
担
当
し
ま

す
。
専
門
は
応
用
言
語
学
・

教
育
工
学
で
、
中
国
語
教

育
に
お
け
る
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
つ
い
て

教
育
実
践
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
最
近
は
メ

タ
バ
ー
ス
・
Ｖ
Ｒ
を
用
い
た
文
化
観
光
や
異
文

化
理
解
教
育
の
た
め
の
コ
ン
テ
ン
ツ
開
発
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
学
生
さ
ん
や
世
界
の
多
様

な
ア
ク
タ
ー
と
共
に
新
た
な
メ
デ
ィ
ア
文
化
を

創
造
で
き
る
よ
う
な
教
育
を
目
指
し
ま
す
。
国
・

地
域
や
文
化
の
境
界
を
越
え
、
変
容
し
続
け
る

教
育
・
学
習
の
デ
ザ
イ
ン
の
可
能
性
を
拡
げ
る

べ
く
、
本
学
で
の
業
務
に
邁
進
い
た
し
ま
す
。

　

日
本
語
学
の
講
義
を
担

当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
南
明
世
で
す
。
日
本
語

の
様
々
な
表
現
に
つ
い
て

中
国
語
な
ど
と
対
照
し
、
日
本
語
学
習
者
に

と
っ
て
わ
か
り
や
す
い
文
法
記
述
を
目
指
し
研

究
し
て
い
ま
す
。
日
本
語
母
語
話
者
で
あ
る
私

た
ち
は
普
段
何
気
な
く
日
本
語
を
使
っ
て
い
ま

す
が
、
こ
と
ば
の
表
現
が
変
わ
れ
ば
表
さ
れ
る

意
味
も
変
わ
り
ま
す
。
客
観
的
な
視
点
か
ら
日

本
語
を
見
つ
め
直
し
、
こ
と
ば
の
奥
深
さ
、
面

白
さ
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

工
学
部
生
命
工
学
科
に

着
任
し
た
青
木
か
お
り
で

す
。「
地
球
科
学
」
と
い
う

全
学
向
け
の
授
業
で
多
く

の
学
生
さ
ん
と
顔
を
合
わ
せ
る
機
会
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
研
究
対
象
と
し
て
い
る
分
野
は
火

山
の
噴
火
史
や
、
第
四
紀
と
よ
ば
れ
る
過
去

２
５
８
万
年
間
の
環
境
変
遷
に
つ
い
て
で
す
。

授
業
で
は
地
球
や
日
本
列
島
の
自
然
環
境
の
成

り
立
ち
や
頻
発
す
る
災
害
に
つ
い
て
ふ
れ
る
こ

と
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
が
様
々
な
こ

と
に
理
解
を
深
め
、
豊
か
な
大
学
生
活
を
送
れ

る
よ
う
、
私
も
頑
張
り
ま
す
。

　

今
年
度
よ
り
工
学
部
電

子
情
報
工
学
科
に
着
任
い

た
し
ま
し
た
佐
々
木
裕
司

と
申
し
ま
す
。
光
工
学
Ⅰ

な
ど
の
講
義
を
担
当
い
た
し
ま
す
。
私
の
研
究

対
象
は
液
晶
・
高
分
子
な
ど
、
ソ
フ
ト
マ
タ
ー

と
呼
ば
れ
る
や
わ
ら
か
な
物
質
群
で
す
。
一
見

す
る
と
複
雑
な
構
造
を
も
ち
ま
す
が
、
身
の
回

り
で
は
電
子
材
料
・
光
学
材
料
と
し
て
広
く
応

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
教
育
と
研
究
の
機
会
を
通

し
て
、
学
生
の
皆
さ
ん
の
学
び
の
一
助
と
な
れ

る
よ
う
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
北
海
学
園

大
学
の
一
員
に
加
わ
り
ま

し
た
鈴
木
雄
と
申
し
ま
す
。

専
門
は
交
通
計
画
や
都
市

計
画
で
す
。
人
々
が
安
全
・
安
心
か
つ
持
続
的

に
暮
ら
せ
る
た
め
の
交
通
や
都
市
の
在
り
方
に

つ
い
て
工
学
的
に
解
い
て
い
ま
す
。
都
市
や
移

動
に
関
す
る
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
解
析
や
、
住

民
・
利
用
者
の
意
識
分
析
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、

そ
こ
か
ら
得
ら
れ
た
知
見
を
社
会
実
装
す
る
こ

と
を
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
お
り
ま
す
。
北

海
道
に
住
む
人
の
生
活
を
よ
り
良
く
す
る
た
め

に
、
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
北
海
道
に
住
む

の
は
初
め
て
で
す
。
美
味
し
い
お
店
等
教
え
て

い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

　

道
東
の
標
津
町
出
身
で
、

大
学
は
北
海
道
大
学
、
研

究
員
時
代
に
は
本
学
の
非

常
勤
講
師
を
し
て
お
り
ま

し
た
。
そ
の
後
は
稚
内
、
大
分
県
と
巡
り
、
６

年
振
り
に
札
幌
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
専
門
は

数
学
で
、
特
に
超
平
面
配
置
の
理
論
に
つ
い
て

研
究
し
て
お
り
、
簡
単
な
例
で
は
「
豆
腐
に
包

丁
を
５
回
入
れ
る
と
最
大
何
個
に
分
け
る
こ
と

が
で
き
る
か
？
」
の
よ
う
な
問
題
を
扱
っ
て
い

ま
す
。
数
学
の
面
白
さ
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
な

講
義
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

①
北
海
学
園
大
学
人
文
学
部

英
米
文
化
学
科
②
小
松
か
お

り
ゼ
ミ
「
中
小
地
場
食
品
小

売
店
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ

と
―
『
く
い
し
ん
ぼ
う
の
や
お
や
』
を
事
例
と

し
て
―
」
③
母
校
で
働
く
こ
と
が
で
き
、
と
て

も
う
れ
し
い
で
す
。
精
一
杯
邁
進
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

①
北
海
学
園
大
学
法
学
部
政

治
学
科
②
淺
野
高
宏
ゼ
ミ

「
労
働
法
」
③
皆
様
の
大
学

生
活
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
よ

う
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。①

小
樽
商
科
大
学
商
学
部
商

学
科
②
大
学
の
ゼ
ミ
で
は
会

計
学
と
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
観

点
か
ら
投
資
指
標
に
つ
い
て

研
究
し
て
い
ま
し
た
。
③
一
日
で
も
早
く
み
な

さ
ん
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
に
精
一
杯
頑
張
り

ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

①
天
使
女
子
短
期
大
学
専
攻

科
衛
生
看
護
学
専
攻
②
学

生
・
教
職
員
の
健
康
管
理
③

こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活
か

し
、
北
海
学
園
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

新
任
教
員
挨
拶

北き
た

口ぐ
ち

己み

津つ

子こ

地
域
経
済
学
科

教
授

経
済
学
部

比ひ

嘉が

一か
ず

仁ひ
と

経
済
学
科

准
教
授

吉よ
し

井い

哲さ
と
し

経
済
学
科

教
授

花は
な

塚づ
か

優ゆ
う

貴き

経
営
情
報
学
科

講
師

経
営
学
部

伊い

故こ

海み

貴た
か

則の
り

法
律
学
科

講
師

法
学
部

田た

井い

浩ひ
ろ

人と

政
治
学
科

講
師

髙た
か

谷や

遼り
ょ
う

平へ
い

法
律
学
科

准
教
授

岩い
わ

田た

哲あ
き
ら

英
米
文
化
学
科

教
授

人
文
学
部

杉す
ぎ

江え

聡さ
と

子こ

日
本
文
化
学
科

准
教
授

南み
な
み

明あ
き

世よ

日
本
文
化
学
科

講
師

青あ
お

木き

か
お
り

生
命
工
学
科

准
教
授

工
学
部

佐さ

さ々

木き

裕ゆ
う

司じ

電
子
情
報
工
学
科

准
教
授

鈴す
ず

木き

雄ゆ
う

社
会
環
境
工
学
科

准
教
授

陶す

山や
ま

大だ
い

輔す
け

電
子
情
報
工
学
科

准
教
授新

任
職
員
紹
介

①
出
身
学
校
・
学
部
・
学
科

②
所
属
ゼ
ミ
及
び
テ
ー
マ
／

　
前
職
の
業
務
内
容

③
抱
負

松ま
つ

田だ

風か
ざ

音ね

人
文
学
部

書
記

花は
な

田だ

真ま
さ

輝き

工
学
部

書
記

岡お
か

田だ

拓た
く

巳み

学
生
部
学
生
課

書
記

宮み
や

路じ

友と
も

絵え

工
学
部

主
任

  

本
学
で
活
躍
す
る
専
任
教
員
の

研
究
を
、
そ
の
人
と
な
り
と
と

も
に
紹
介
す
る
「
研
究
室
を
訪

ね
て
」。
第
十
五
回
は
、「
企
業

行
動
」
な
ど
の
講
義
を
担
当
す

る
経
営
学
部
の
金
倫
廷
准
教
授

の
登
場
で
す
。

ー
ー
金
先
生
の
ご
出
身
は
ど
ち
ら

で
す
か
？

金

韓
国
第
二
の
都
市
の
釜
山

（
プ
サ
ン
）
で
す
。

ー
ー
い
つ
、
な
ぜ
日
本
に
来
ら
れ

た
の
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。

金

日
本
に
来
た
の
は
２
０
０
０

年
、
留
学
の
た
め
で
す
。
私
の

母
は
、
卒
業
は
し
て
い
ま
せ
ん

が
、
京
都
の
同
志
社
大
学
に
留

学
経
験
が
あ
り
、
私
た
ち
子
ど

も
は
「
将
来
は
日
本
に
留
学
す

る
ん
だ
よ
」
と
言
わ
れ
な
が
ら

育
ち
ま
し
た
。
実
は
私
は
地
元

の
大
学
に
進
学
し
た
ん
で
す
が
、

専
門
が
合
わ
ず
に
半
年
で
中
退
。

そ
の
後
、
早
稲
田
大
学
商
学
部

へ
の
留
学
を
決
め
た
ん
で
す
。

ーー
日
本
語
は
留
学
前
か
ら
勉
強

さ
れ
て
い
た
の
で
す
か
？

金

い
え
、
平
仮
名
と
片
仮
名

の
読
み
書
き
と
挨
拶
が
で
き
る

程
度
で
、
ほ
と
ん
ど
ゼ
ロ
。
そ
こ

か
ら
２
年
間
勉
強
し
ま
し
た
が
、

授
業
に
つ
い
て
い
け
る
か
ど
う

か
不
安
で
、
い
つ
も
一
番
前
の

席
に
座
っ
て
、
先
生
の
講
義
は

ジ
ョ
ー
ク
ま
で
全
部
ノ
ー
ト
に

書
き
取
っ
て
い
ま
し
た
。
周
り

が
驚
く
ほ
ど
真
剣
に
勉
強
し
ま

し
た
ね
。

ー
ー
商
学
部
を
選
ん
で
入
学
さ
れ

た
の
は
な
ぜ
で
す
か
？

金

お
金
の
稼
ぎ
方
に
つ
い
て

勉
強
し
た
か
っ
た
か
ら
で
す
。

授
業
で
は
商
品
を
効
率
的
に
販

売
す
る
た
め
の
仕
組
み
で
あ
る

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
も

学
び
ま
し
た
が
、
い
か
に
し
て

お
金
を
儲
け
る
か
に
は
興
味
が

持
て
ず
、
企
業
倫
理
や
Ｃ
Ｓ
Ｒ

（
企
業
の
社
会
的
責
任
）
に
目
が

向
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

韓
国
の
大
学
で
挫
折
し
て
、
自

分
は
何
者
な
の
か
と
考
え
る
よ

う
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
１
年

生
の
時
に
心
理
学
の
授
業
で
学

ん
だ
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
い

う
概
念
に
惹
か
れ
ま
し
た
。
企
業

も
人
と
同
様
に
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
れ

ば
、
企
業
を
よ
り
深
く
理
解
で

き
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
企
業

の
不
祥
事
が
な
ぜ
起
こ
る
か
と

い
う
問
題
意
識
も
あ
っ
た
の
で
、

大
学
院
に
進
む
こ
と
に
し
た
ん

で
す
。

ーー
そ
れ
が
研
究
者
へ
の
第
一
歩

だ
っ
た
わ
け
で
す
ね
？

金

そ
う
で
す
。
そ
こ
で
、
以

前
か
ら
の
企
業
倫
理
や
Ｃ
Ｓ
Ｒ

へ
の
関
心
と
も
つ
な
が
る
組
織

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
研
究
を

始
め
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
こ
れ

が
、
研
究
者
も
少
な
い
難
テ
ー

マ
で
し
た
。

金

目
に
は
見
え
な
い
組
織
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
構
造
化
し

よ
う
と
、
ま
ず
、
小
さ
な
Ｉ
Ｔ

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
従
業
員
を

対
象
に
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

で
も
、
こ
の
や
り
方
で
は
組
織

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
研
究
者

に
は
な
れ
な
い
と
わ
か
り
、
研

究
テ
ー
マ
を
組
織
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
変
更

し
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
違
い
は
、
組
織

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
研
究
は

「
組
織
と
し
て
の
我
々
と
は
何
者

か
」
と
い
う
組
織
に
つ
い
て
が

テ
ー
マ
、
組
織
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
研
究
は
「
組

織
に
対
す
る
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ

の
認
知
＋
メ
ン
バ
ー
の
一
員
で

あ
る
と
い
う
帰
属
意
識
」
が
テ
ー

マ
で
す
。

　

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
意
識

さ
れ
る
の
は
、
そ
れ
が
危
機
的

状
況
に
な
っ
た
時
で
す
。
個
人

で
言
え
ば
、
就
職
や
転
職
、
企

業
で
は
Ｍ
＆
Ａ
（
企
業
の
合
併

や
吸
収
）
で
人
間
関
係
や
組
織

の
状
況
が
大
き
く
変
化
し
た
時

な
ど
で
す
。

　

組
織
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は

組
織
に
と
っ
て
重
要
な
意
思
決

定
に
影
響
す
る
た
め
、
組
織
の

あ
り
方
を
左
右
し
、
必
然
的
に

メ
ン
バ
ー
に
も
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
例
え

ば
、
所
属
す
る
企
業
・
組
織
が

社
会
的
に
高
い
評
価
を
受
け
れ

ば
、
従
業
員
（
メ
ン
バ
ー
）
も

誇
り
を
持
つ
と
い
っ
た
現
象
は
、

相
互
関
係
の
あ
る
組
織
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
と
組
織
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ

て
説
明
で
き
ま
す
。

ーー
コ
ロ
ナ
禍
で
は
対
面
授
業
が

で
き
な
く
な
る
な
ど
、
大
学
で

も
対
処
を
迫
ら
れ
ま
し
た
。
先

生
は
ど
う
さ
れ
ま
し
た
か
？

金

学
生
が
自
分
た
ち
で
グ

ル
ー
プ
を
作
り
、
そ
の
グ
ル
ー

プ
ご
と
に
テ
ー
マ
を
決
め
、
Ｚ

ｏ
ｏ
ｍ
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
を

使
っ
て
グ
ル
ー
プ
・
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
人
と
の

つ
な
が
り
が
必
要
だ
と
い
う
こ

と
で
、
非
対
面
で
も
グ
ル
ー
プ
・

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
き
る
方

法
を
考
え
て
、
あ
る
意
味
無
理

だ
と
思
わ
れ
る
こ
と
も
実
施
し

た
わ
け
で
す
。
出
欠
は
取
ら
ず
、

評
価
は
提
出
さ
れ
た
課
題
、
動

画
等
、
レ
ポ
ー
ト
に
よ
っ
て
行

い
ま
す
。

　

特
徴
的
な
の
は
、
レ
ポ
ー
ト

は
提
出
し
て
終
わ
り
で
は
な
く
、

学
生
同
士
で
相
互
評
価
し
て
も

ら
っ
て
い
る
こ
と
。
仲
間
の
レ

ポ
ー
ト
を
読
み
、
評
価
す
る
機

会
は
あ
ま
り
な
い
の
で
、
い
い

経
験
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。

ーー
最
後
に
学
生
の
皆
さ
ん
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

金

私
は
、
学
部
と
大
学
院
の

中
間
く
ら
い
の
レ
ベ
ル
を
設
定

し
て
授
業
を
し
て
い
ま
す
。
と

言
う
と
難
し
そ
う
と
思
う
人
も

い
る
で
し
ょ
う
が
、
決
し
て
そ

ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私

が
難
し
い
日
本
語
を
使
え
な
い

外
国
人
と
い
う
こ
と
も
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
（
笑
）。

と
も
か
く
、
失
敗
を
恐
れ
ず
新

し
い
こ
と
に
ど
ん
ど
ん
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
と
言
え
ば
、
ゼ

ミ
の
学
生
が
札
幌
商
工
会
議
所

が
主
催
す
る
「
学
生
論
文
コ
ン

テ
ス
ト
」
や
同
「
ア
イ
デ
ィ
ア

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」
で
２

年
連
続
で
受
賞
し
ま
し
た
。
残

念
な
が
ら
去
年
か
ら
ど
ち
ら
も

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

ま
た
こ
の
よ
う
な
コ
ン
テ
ス
ト

な
ど
の
チ
ャ
ン
ス
を
見
つ
け
て

頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。

経営学部経営学科    

金
キ ム

倫
ユンジョン

廷 准教授

【企業行動、日本企業論】

研究室を
訪ねて Vol.

15

早稲田大学大学院商学研究科商学
専攻博士後期課程満期退学。商学修
士（早稲田大学大学院）。研究テーマ
は、組織アイデンティティとアイデン
ティフィケーションに関する研究。

金先生の
プチ解説

　一般に経営学の特徴として①学際性、②実践性、③人間
の主体性が挙げられます。経営学は、人間の主体性を重視
しながら、経済学や社会学など様々な学問から知恵を借り
て発展してきました。私の研究テーマである組織アイデン
ティティと組織アイデンティフィケーションも、同じく心理学
や社会学などから得られた知見をもって、実際の組織現象
や企業行動を解明しようとする研究領域と言えます。たと
えば「従業員が自らを会社の一員として強く認知するとそ
の会社の業績がよくなる」を考えてみましょう。これは非
常に極端な例ですが、私たち経営学者は、組織に何らかの
影響を及ぼす要因（一員としての認知）が組織にもたらす
結果（業績）との関係を明らかにします。つまり、経営学
分野の研究は、どうすればより良い企業経営ができるか（実
践性）までをも視野に入れている点において他の学問の
研究と異なります。

社会学での組織研究と
経営学での組織研究の違い

韓国のご友人が描いた絵を背景に、研究テーマであ
るアイデンティティの本を手にして。

研
究
テ
ー
マ
変
更
の

試
行
錯
誤 「

自
分
は
何
者
な
の
か
？
」

個
人
の
問
い
が
研
究
の
原
点
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│
経
営
学
部
の
特
色
は
ど
の
よ
う
な

も
の
で
す
か
？

北
海
経
営
（
経
営
学
部
）
の
特
色

の
一
つ
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
の
は
、

組
織
、
戦
略
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、

会
計
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
、情
報
、心
理
・

人
間
行
動
に
関
す
る
幅
広
い
開
講
科

目
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の

科
目
を
集
中
的
・
体
系
的
に
学
ぶ
こ

と
が
で
き
る
こ
と
で
す
。
さ
ら
に
、

ゼ
ミ
活
動
や
海
外
総
合
実
習
、
北
海

経
営
Ｃ
Ｄ
Ｐ
（
キ
ャ
リ
ア
・
デ
ザ
イ

ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
を
通
じ
、
講
義

で
学
ん
だ
理
論
を
実
践
に
活
か
す
機

会
が
豊
富
に
あ
る
点
も
北
海
経
営
の

特
色
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。つ
ま
り
、

専
門
知
識
の
深
い

理
解
を
も
と
に
実

践
し
、
理
論
と
実

践
と
の
乖
離
、
理

論
や
実
践
に
お
け

る
課
題
を
見
出
す

等
、
理
論
と
実
践

の
相
互
を
バ
ラ
ン

ス
よ
く
学
べ
る
点

こ
そ
が
北
海
経
営
の
最
大
の
特
色
で

あ
り
強
み
で
す
。

│
新
学
部
長
と
し
て
の
抱
負
を
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
創
出
し
て
新

た
な
時
代
を
牽
引
で
き
る
人
材
や
社

会
の
中
核
で
活
躍
で
き
る
人
材
の
育

成
に
注
力
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
在
学
生
、
教
職
員
を
は
じ
め

と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
に
と
っ
て
、
北
海
経
営
が
よ
り

い
っ
そ
う
魅
力
的
な
存
在
に
な
れ
る

よ
う
に
邁
進
し
ま
す
。

│
経
営
学
部
の
最
近
の
取
り
組
み

や
、
今
後
取
り
組
み
た
い
こ
と
が
あ

れ
ば
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
ス
タ
ー
ト
し

て
２
年
目
に
な
り
ま
す
が
、
１
部
の

新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
目
玉
で
あ
る
北

海
経
営
Ｃ
Ｄ
Ｐ
で
は
、
地
域
企
業
の

社
員
と
と
も
に
課
題
解
決
を
行
っ
て

い
ま
す
。
２
部
の
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

で
は
ゼ
ミ
を
２
年
次
（
旧
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
で
は
３
年
次
）
か
ら
ス
タ
ー
ト

さ
せ
、
早
期
か
ら
少
人
数
で
学
ぶ
機

会
を
確
保
し
て
３
年
間
で
い
ろ
い
ろ

な
専
門
の
先
生
か
ら
学
べ
る
よ
う
に

し
ま
し
た
。
今
後
、
こ
れ
ら
の
取
り

組
み
が
ど
の
よ
う
な
成
果
に
つ
な
が

る
の
か
が
と
て
も
楽
し
み
で
す
。

│
学
生
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
。

京
セ
ラ
創
業
者
の
稲
盛
和
夫
氏
の

言
葉
に
、「
人
生
・
仕
事
の
結
果
＝

考
え
方
×
熱
意
×
能
力
」
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
中
で
と
て
も
大
切
な
の
が

「
考
え
方
」
で
す
。
考
え
方
が
マ
イ

ナ
ス
思
考
だ
と
、
結
果
も
マ
イ
ナ
ス

に
な
り
が
ち
だ
か
ら
で
あ
る
。
人
生

や
仕
事
の
結
果
は
、
ま
さ
に
考
え
方

次
第
で
変
わ
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
で

く
だ
さ
い
。

│
先
生
の
休
日
の
過
ご
し
方
、
趣
味

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

休
日
は
高
齢
の
両
親
の
面
倒
を
み

る
た
め
に
実
家
に
で
き
る
限
り
帰
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
趣
味
は
お
酒

（
日
本
酒
、
ワ
イ
ン
を
は
じ
め
何
で

も
好
き
で
す
）
で
し
ょ
う
か
（
笑
）。

今
野
先
生
の
お
す
す
め
の
本

　

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
Ａ
・
オ
ー
ラ
イ
リ
ー

と
マ
イ
ケ
ル
・
Ｌ
・
タ
ッ
シ
ュ
マ
ン

が
執
筆
し
た
『
両
利
き
の
経
営
：「
二

兎
を
追
う
」
戦
略
が
未
来
を
切
り
拓

く
』（
２
０
１
９
年
、
東
洋
経
済
新

報
社
）
を
推
薦
し
ま
す
。

様
々
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
と
っ
て

よ
り
魅
力
的
な
北
海
経
営
に

教授

経営学部長

今野 喜文
こん の よし ふみ

│
経
済
学
部
の
特
色
は
ど
の
よ
う
な

も
の
で
す
か
？

経
済
学
を
学
べ
ば
、
社
会
を
見
る

自
分
な
り
の
視
点
が
養
わ
れ
ま
す
。

将
来
ど
ん
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
就
く
人

に
と
っ
て
も
意
義
深
い
学
問
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は

そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
で
、
入
門
か
ら
応

用
ま
で
学
生
の
学
び
の
発
展
を
フ
ォ

ロ
ー
で
き
る
よ
う
な
科
目
を
配
置
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
経
済
学
科

を
中
心
に
地
域
研
修
を
展
開
し
て
い

ま
す
。
自
治
体
や
企
業
な
ど
と
連
携

し
、
現
地
で
学
ぶ
こ
と
で
、
地
域
経

済
・
社
会
の
実
態
や
課
題
に
つ
い
て
、

理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

│
新
学
部
長
と
し
て
の
抱
負
を
。

経
済
学
部
の
教
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ

興
味
深
く
魅
力
的
な
研
究
テ
ー
マ
を

有
し
て
い
ま
す
。
専
門
分
野
も
実
に

多
彩
で
、
こ
の
よ
う
な
魅
力
が
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
と
結
び
合
わ
さ
り
、
学
外

へ
わ
か
り
や
す
い
形
で
伝
え
る
必
要

性
を
感
じ
て
い
ま
す
。
学
生
が
体
系

的
に
学
ぶ
中
で
、
個
々
の
教
員
の
知

見
が
生
か
さ
れ
る
こ
と
が
経
済
学
部

の
魅
力
を
お
お
い
に
高
め
る
こ
と
に

な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

│
経
済
学
部
の
取
り
組
み
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

経
済
学
部
の
卒

業
生
を
お
呼
び
し

て
、
大
学
で
学
ん

だ
こ
と
が
今
の
活

躍
に
ど
う
い
う
ふ

う
に
結
び
つ
い
て

い
る
の
か
を
お
話

し
い
た
だ
く
「
フ

ロ
ン
テ
ィ
ア
講

座
」
を
開
講
し
て
い
ま
す
。「
自
分

も
こ
の
よ
う
に
な
れ
る
の
だ
」
と
実

感
し
て
、
様
々
な
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

に
繋
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

　

四
年
生
向
け
に
は
２
０
１
９
年
度

に
「
江
川
賞
」
を
創
設
し
ま
し
た
。

優
秀
な
卒
業
論
文
を
執
筆
し
た
学
生

を
き
ち
ん
と
顕
彰
す
る
取
り
組
み

で
、
我
々
教
員
も
驚
く
ほ
ど
素
晴
ら

し
い
論
文
も
あ
り
ま
す
。

│
学
生
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
。

ゼ
ミ
や
地
域
研
修
で
の
主
体
的
な

取
り
組
み
、
勉
強
・
研
究
に
も
関
係

す
る
学
内
外
で
の
様
々
な
活
動
に
挑

戦
し
て
欲
し
い
で
す
し
、
経
済
学
部

で
は
そ
の
よ
う
な
機
会
が
提
供
さ
れ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。少
し
の
勇
気
、

半
歩
で
も
一
歩
で
も
踏
み
出
す
こ
と

で
、
成
長
で
き
る
世
界
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
チ
ャ
ン
ス
を

逃
さ
な
い
学
生
は
、
卒
業
時
に
「
充

実
し
た
学
生
生
活
だ
っ
た
」
と
振
り

返
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
教
員
と
も
積
極
的
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
、
視

野
を
広
げ
て
ほ
し
い
で
す
。

│
先
生
の
休
日
の
過
ご
し
方
、
趣
味

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

２
０
０
３
年
に
発
足
し
た
教
職
員

の
フ
ッ
ト
サ
ル
チ
ー
ム
が
あ
る
の
で
、

た
ま
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
良
い
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
研
究
と
も
密
接
不
可
分
な

の
で
す
が
、
札
幌
市
の
交
通
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
団
体
で
取
り
組
み
を

し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
公
共
交
通

機
関
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
で
社

会
が
ど
う
変
わ
る
か
。
今
の「
常
識
」

に
と
ら
わ
れ
ず
に
考
え
て
い
き
た
い

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

浅
妻
先
生
の
お
す
す
め
の
本

　
『
交
通
崩
壊
』（
市
川
嘉
一
、
新
潮

新
書
）

多
彩
な
教
員
達
と

経
済
学
の
魅
力
を
伝
え
た
い

教授

経済学部長

浅妻 裕
あさづま ゆたか

│
工
学
部
の
特
色
は
ど
の
よ
う
な
も

の
で
す
か
？

工
学
部
は
四
つ
の
学
科
に
分
か
れ

て
い
て
、
独
自
性
が
強
い
と
思
わ
れ

が
ち
で
す
が
、
そ
も
そ
も
工
学
に
は

共
通
し
た
考
え
方
が
あ
る
こ
と
を

知
っ
て
欲
し
い
。

　

ま
ず
は
「
目
的
」。
目
指
す
成
果
は
、

誰
か
の
、
何
か
の
役
に
立
つ
も
の
で
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は

精
密
さ
も
、
柔
軟
な
対
応
も
必
要
で
、

そ
の
判
断
に
は
経
験
値
も
大
切
で
す
が
、

学
生
な
ら
で
は
の

斬
新
な
発
想
も
許

容
で
き
る
の
が
工

学
の
分
野
で
す
。

　

次
に
「
取
り
組

み
方
」。
目
標
を

た
て
て
、
解
決
す

る
た
め
の
手
法
を

考
え
、
実
践
し
て

み
る
。
う
ま
く
い
く
こ
と
も
あ
れ
ば
、

う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
も
あ
る
。
そ

こ
で
終
わ
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
経

緯
と
結
果
は
必
ず
人
に
伝
え
て
残
す
。

そ
れ
ぞ
れ
が
経
験
し
た
無
駄
や
失
敗

も
、
共
有
す
る
こ
と
で
無
駄
や
失
敗

で
は
な
く
な
り
ま
す
。
そ
し
て
他
の

人
の
経
験
も
活
か
し
な
が
ら
次
の
目

標
を
立
て
て
前
へ
進
む
の
が
工
学
で

す
。
一
人
で
行
う
研
究
も
あ
り
ま
す

が
、
チ
ー
ム
で
情
報
を
共
有
・
継
承

す
る
こ
と
が
大
切
で
、
こ
れ
は
特
別

な
人
で
な
く
て
も
で
き
る
は
ず
で
す
。

誰
で
も
挑
戦
で
き
る
の
も
ま
た
工
学

で
、
工
学
部
で
は
、
そ
の
挑
戦
分
野

を
学
科
と
し
て
四
つ
準
備
し
て
い
ま

す
が
、
同
じ
学
科
の
中
で
も
挑
戦
分

野
は
多
岐
に
渡
っ
て
い
ま
す
。

│
新
学
部
長
と
し
て
の
抱
負
を
。

工
学
を
通
じ
て
、
豊
か
な
生
き
方

を
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
、
そ
う
い
う

人
間
を
輩
出
す
る
役
割
が
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。
謙
虚
さ
、
誠
実
さ
、

協
調
性
、
根
気
強
さ
…
そ
う
い
っ
た

習
慣
の
中
で
育
ま
れ
る
感
性
や
成
果

が
、
自
信
と
信
頼
に
つ
な
が
る
こ
と

を
経
験
で
き
る
学
部
で
あ
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

│
学
生
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
。

工
学
は
答
え
を
提
案
し
て
い
く
学

問
で
す
か
ら
、
新
し
い
こ
と
や
難
し

い
こ
と
へ
の
挑
戦
を
避
け
て
い
る
と

行
き
詰
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
試
行

錯
誤
に
没
頭
で
き
る
の
は
学
生
時
代

だ
け
で
す
。
自
分
で
挑
戦
し
て
、
成

功
し
て
、
失
敗
し
て
、
実
践
を
通
し

て
自
分
に
あ
っ
た
や
り
方
を
見
つ
け

て
ほ
し
い
で
す
。
あ
と
は
、
お
世
話

に
な
っ
た
人
に
し
っ
か
り
筋
を
通
し

て
く
だ
さ
い
。
工
学
は
チ
ー
ム
で
取

り
組
む
も
の
で
す
か
ら
。

│
先
生
の
休
日
の
過
ご
し
方
、
趣
味

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

休
日
も
学
生
と
一
緒
に
い
る
こ
と

が
多
い
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
大
変
な
時

期
で
も
前
に
進
も
う
と
し
て
い
る
学

生
か
ら
元
気
を
も
ら
う
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
フ
ッ
ト
サ
ル
の
チ
ー

ム
の
顧
問
を
始
め
ま
し
た
。
自
主
的
に

取
り
組
む
学
生
が
集
ま
り
、
目
標
意
識

が
高
く
、や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

植
松
先
生
の
お
す
す
め
の
本

　
『
ヒ
ト
は
な
ぜ
助
平
に
な
っ
た
か
』

（
戸
川
幸
夫
、
１
９
８
８
年
、
講
談
社

文
庫
）。
ふ
ざ
け
た
タ
イ
ト
ル
に
見

え
ま
す
が
、
ど
ん
な
こ
と
に
も
理
由
、

根
拠
が
あ
る
と
改
め
て
感
じ
る
こ
と

が
で
き
る
一
冊
で
す
。

工
学
へ
の
取
り
組
み
を
通
じ
て

豊
か
な
生
き
方
を
身
に
つ
け
て
ほ
し
い

教授

工学部長

植松 武是
うえまつ たけ よし

│
法
学
研
究
科
の
特
色
は
ど
の
よ
う

な
も
の
で
す
か
？

法
学
研
究
科
は
法
律
と
政
治
を
両

方
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
二
部
の
時
間

帯
は
夜
間
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。

│
新
研
究
科
長
と
し
て
の
抱
負
を
。

研
究
教
育
環
境
の
整
備
と
い
う
と

こ
ろ
が
重
要
と
な
る
と
思
い
ま
す
。

大
学
院
へ
進
学
し
た
学
生
が
で
き
る

だ
け
望
む
進
路
に
行
け
る
よ
う
に
、

よ
り
良
い
環
境
を
用
意
し
た
い
で

す
。
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
や
、
研
究
資
料

の
整
備
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

│
近
年
、
大
学
院
進
学
率
の
低
下
が

問
題
化
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
大
学
院

で
学
ぶ
こ
と
の
意
義
に
つ
い
て
Ｐ
Ｒ

願
い
ま
す
。

ど
う
い
う
進
路
を
目
指
し
て
い
る

か
と
い
う
の
が
大
き
い
と
思
い
ま
す

が
、
資
格
獲
得
の
た
め
と
い
う
学
生

は
多
い
で
す
。
難
関
な
司
法
書
士
の

資
格
を
狙
う
時
に
無
職
で
は
大
変
で

す
の
で
、
修
士
課
程
に
進
学
し
て
関

連
す
る
勉
強
を
し
つ
つ
、
資
格
試
験

の
合
格
を
狙
う
と
い
う
の
が
や
り
や

す
い
で
す
。
ま
た
最
近
で
は
、
高
齢

者
の
方
が
定
年
退

職
後
、
純
粋
に
学

問
へ
の
興
味
の
た

め
大
学
に
進
学
す

る
と
い
う
こ
と
も

増
え
て
い
ま
す
。

私
の
院
生
で
も
定

年
退
職
後
に
進
学

し
て
刑
事
法
を
学

ん
で
い
る
方
が
い
て
、
高
齢
者
の
犯

罪
に
つ
い
て
ど
う
処
遇
す
る
の
か
を

勉
強
し
て
い
ま
す
。
有
職
者
の
方
は

結
構
い
て
、
現
職
の
看
護
師
も
い
ま

す
。
本
来
は
そ
う
い
っ
た
、
学
問
へ

の
興
味
で
進
学
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
で
す
が
、
若
い
学
生
は
経
済
的
な

状
況
な
ど
で
な
か
な
か
そ
う
も
い
か

な
い
。
で
す
の
で
、
進
路
の
手
助
け

と
し
て
、
研
究
を
や
り
や
す
い
大
学

院
と
い
う
場
で
資
格
取
得
を
目
指
す

こ
と
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。

│
学
生
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
。

自
分
の
勉
強
し
た
い
分
野
に
進
む

こ
と
が
一
番
で
す
の
で
、
ゼ
ミ
も
人

気
が
あ
る
か
ら
と
い
う
理
由
で
選
ぶ

の
で
は
な
く
、
純
粋
に
自
分
の
や
り

た
い
学
問
か
ら
検
討
し
て
ほ
し
い
。

ど
の
ゼ
ミ
に
進
む
べ
き
か
、
助
言
も

し
ま
す
。
司
法
書
士
を
狙
い
た
い
な

ら
民
法
と
憲
法
と
行
政
法
の
ゼ
ミ
の

ど
れ
か
か
ら
選
ぶ
、
と
か
。
公
務
員

の
勉
強
を
や
り
た
い
な
ら
、
司
法
書

士
と
絡
む
の
で
民
法
・
憲
法
・
行
政

法
が
同
じ
く
大
事
に
な
る
し
、
政
治

学
の
科
目
も
選
択
肢
に
入
っ
て
く

る
。
宅
地
建
物
取
引
士
で
す
と
民
法

で
す
。
志
望
す
る
職
種
等
と
マ
ッ
チ

ン
グ
す
る
分
野
か
ら
選
択
し
て
も
ら

い
た
い
で
す
。

│
先
生
の
休
日
の
過
ご
し
方
、
趣
味

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

古
い
物
を
直
す
の
が
趣
味
で
す
。

例
え
ば
、
百
年
前
の
万
年
筆
を
買
っ

て
、直
し
て
使
え
る
よ
う
に
し
ま
す
。

パ
ー
ツ
を
イ
ギ
リ
ス
か
ら
取
り
寄
せ

た
り
も
し
ま
す
。
あ
と
は
娘
の
影
響

で
ゲ
ー
ム
を
や
っ
て
い
ま
す
、「
ス

プ
ラ
ト
ゥ
ー
ン
」（
笑
）。

神
元
先
生
の
お
す
す
め
の
本

　

ま
ず
は
『
刑
法
学
の
あ
ゆ
み
』（
三

井
誠
・
町
野
朔
・
中
森
喜
彦
、
有
斐

閣
）。『
法
律
論
分
の
考
え
方
・
書
き

方
』（
広
中
俊
雄
・
五
十
嵐
清
編
、

有
斐
閣
）
は
、
法
律
論
文
の
書
き
方

を
レ
ク
チ
ャ
ー
す
る
本
で
す
。
一
読

し
て
お
く
と
、
レ
ポ
ー
ト
を
書
く
際

に
も
重
宝
し
ま
す
。

学
び
た
い
分
野
へ
進
め
る
よ
う

研
究
教
育
環
境
の
整
備
を

教授

法学研究科長

神元 隆賢
かんもと たか よし

 今年度新しく就任した
経済学部長・浅妻裕教
授、経営学部長・今野
喜文教授、工学部長・
植松武是教授、法学研
究科長・神元隆賢教授
いに、今後の取り組み
や抱負などを伺った。

新学部長・
研究科長

に聞く!

　

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
首
都
ウ
ィ
ー
ン

に
お
け
る
在
外
研
修
で
は
研
究
に
集

中
で
き
る
環
境
と
時
間
を
い
た
だ
き

充
実
し
た
日
々
を
送
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
文
学
研
究
は
読
書
と
考
察

が
主
な
活
動
な
の
で
、
一
人
の
作
業

が
基
本
で
す
。
国
立
図
書
館
の
閲
覧

室
に
行
く
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、

後
半
は
大
学
図
書
館
で
借

出
し
た
本
を
家
で
黙
々

と
読
ん
で
い
る
こ
と
が
多

か
っ
た
で
す
。
テ
ク
ス
ト

を
通
し
て
過
去
と
向
き
合

う
作
業
は
静
謐
そ
の
も
の

で
す
が
、
知
識
が
深
ま
り

繋
が
り
あ
う
過
程
は
喜
び

と
驚
き
に
満
ち
た
愉
悦
で

し
た
。

　

ウ
ィ
ー
ン
に
は
ケ
ル
ト

人
の
時
代
か
ら
す
で
に
町

が
あ
っ
た
そ
う
で
、
そ
の

後
ロ
ー
マ
帝
国
や
ハ
プ
ス

ブ
ル
ク
帝
国
な
ど
で
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま

し
た
。街
の
景
観
が
じ
つ
に
荘
厳
で
、

古
代
の
遺
跡
か
ら
近
現
代
の
名
建
築

ま
で
図
鑑
で
見
た
こ
と
が
あ
る
も
の

が
ず
ら
り
と
並
ん
で
い
ま
し
た
。
ま

た
美
術
館
に
行
っ
て
も
フ
ェ
ル
メ
ー

ル
に
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
、
ク
リ
ム
ト
に

シ
ー
レ
な
ど
の
名
作
が
続
き
、
コ
ン

サ
ー
ト
や
オ
ペ
ラ
で
も
超
一
流
の
音

楽
家
が
日
替
わ
り
で
登
場
し
、
芸
術

愛
好
家
に
は
夢
の
よ
う
な
世
界
で
し

た
。
趣
の
あ
る
カ
フ
ェ
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
が
、
多
く
の
文
化
人
が
訪

れ
交
流
し
た
の
で
「
カ
フ
ェ
文
化
」

と
し
て
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に

登
録
さ
れ
て
い
る
ほ
ど
で
す
。

　

そ
ん
な
歴
史
と
文
化
が
詰
ま
っ
た

ウ
ィ
ー
ン
で
す
が
、
も
ち
ろ
ん
現
在

進
行
形
の
都
会
で
も
あ
り
ま
す
。
ウ

ク
ラ
イ
ナ
や
ロ
シ
ア
、
中

東
か
ら
最
近
の
世
界
情
勢

の
影
響
で
や
っ
て
き
た

人
々
も
多
く
、
公
共
交
通

の
中
は
ア
ラ
ビ
ア
語
や
ロ

シ
ア
語
が
飛
び
交
っ
て
い

ま
し
た
。
世
界
の
あ
ち
こ

ち
で
軍
事
衝
突
が
お
こ
り

不
安
定
化
し
て
い
る
昨
今

で
す
が
、
み
ん
な
で
仲
良

く
電
車
に
乗
れ
る
社
会
は

平
和
で
い
い
な
と
ほ
っ
こ

り
し
て
い
ま
し
た
。ウ
ィ
ー

ン
の
地
元
の
方
は
気
さ
く

で
冗
談
好
き
で
面
白
か
っ

た
で
す
。
さ
ら
に
ウ
ィ
ー

ン
の
自
然
は
札
幌
と
そ
っ
く
り
で
、

ド
ナ
ウ
河
岸
に
は
は
ま
な
す
が
咲
い

て
い
ま
し
た
。
住
宅
街
の
雰
囲
気
も

よ
く
似
て
い
て
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
中
に

札
幌
に
迷
い
つ
い
た
の
で
は
な
い
か

と
錯
覚
し
た
こ
と
が
度
々
あ
り
ま
し

た
。

　

今
回
の
研
修
に
当
た
っ
て
、ウ
ィ
ー

ン
大
学
の
ク
リ
ー
ク
レ
ー
ダ
ー
教
授

と
経
済
的
な
サ
ポ
ー
ト
を
い
た
だ
い

た
本
学
と
法
人
の
関
係
各
位
に
こ
の

場
を
借
り
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
教
員
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
に
も
感
謝
で
す
。
事
務
の

み
な
さ
ん
の
き
め
細
や
か
で
心
の
こ

も
っ
た
対
応
に
は
い
つ
も
助
け
ら

れ
、
勇
気
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

オーストリア／ウィーン大学

（専門：ドイツ文学）2000年の古都で本の虫
研究に最適な環境に感謝

経済学部教授 北
きた

原
はら

寛
ひろ

子
こ

街の中心部の趣ある路地ナーグラーガッセ

ドナウ河の中州に咲くはまなす。
後ろのビル群は IAEA 本部など。
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多
種
多
様
な
業
界
で
活
躍
す

る
同
窓
生
を
リ
レ
ー
形
式
で
連

載
し
て
い
る
「
人
脈
記
」。
今
回

は
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
の
山
本

大
希
さ
ん
を
紹
介
す
る
。

■　
　

■　
　

■

　

３
・
２
万
人
の
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ

ｅ
登
録
者
を
持
つ
「
旅
系
ユ
ー

チ
ュ
ー
バ
ー
」
の
山
本
さ
ん
は
、

こ
れ
ま
で
世
界
70
か
国
を
訪
問

し
、
旅
行
に
ま
つ
わ
る
様
々
な

動
画
を
配
信
し
て
い
る
。
そ
れ

ま
で
の
人
生
は
旅
と
は
ま
っ
た

く
関
わ
り
が
な
く
、
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
一
色
だ
っ
た
と
い
う
。

　
「
中
学
か
ら
バ
レ
ー
を
は
じ
め

て
、
高
校
、
大
学
で
も
バ
レ
ー

部
に
所
属
し
ま
し
た
。
優
勝
を

経
験
し
た
り
、
個
人
賞
を
と
っ

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
卒
業
後

は
大
学
で
コ
ー
チ
を
し
て
い
た

時
期
も
あ
り
、
バ
レ
ー
と
の
関

わ
り
は
続
い
て
い
ま
し

た
」

　

大
学
卒
業
後
は
旅
行

会
社
に
就
職
。
バ
レ
ー

も
続
け
な
が
ら
二
足
の

草
鞋
だ
っ
た
が
、
転
勤

を
命
じ
ら
れ
た
タ
イ
ミ

ン
グ
で
バ
レ
ー
を
選

択
、
転
職
し
た
。
し
か

し
、転
職
先
が「
ブ
ラ
ッ

ク
企
業
気
質
」
だ
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
会
社
勤

め
は
自
分
に
は
で
き
な
い
と
感

じ
な
が
ら
の
勤
務
だ
っ
た
。
１
年

半
ほ
ど
勤
め
た
あ
と
、
大

学
時
代
の
バ
レ
ー
部
の
先

輩
か
ら
の
誘
い
で
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
・
Ｖ
リ
ー
グ
の
ヴ
ォ

レ
ア
ス
北
海
道
に
所
属
し
、

選
手
と
し
て
活
躍
し
た
。

　
「
選
手
に
な
っ
た
の
は
30

歳
の
手
前
で
、
膝
が
ず
っ

と
痛
く
て
思
い
描
い
た
プ

レ
ー
は
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
で
も
、会
場
の
熱
気
や
、

応
援
の
力
を
感
じ
た
こ
と

は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
」

■　
　

■　
　

■

　

Ｖ
リ
ー
ガ
ー
を
引
退
後

は
一
転
、
旅
に
出
る
よ
う

に
な
っ
た
。
も
と
も
と
好

き
だ
っ
た
旅
や
、
お
得
な

旅
行
方
法
な
ど
の
知
識
を

活
か
す
こ
と
が
で
き
る
と

考
え
、
動
画
制
作
を
は
じ

め
た
。

　
「
見
よ
う
見
ま
ね
で
自
分
で
撮

影
・
編
集
を
し

て
み
た
ん
で
す

け
ど
、
動
画
配

信
を
本
業
に
し

て
い
く
に
は
あ

る
程
度
テ
ー
マ

な
ど
を
固
め
て

制
作
し
な
く
て

は
い
け
な
い
な

と
、
や
り
な
が

ら
学
ん
で
い
き

ま
し
た
」

　

情
報
収
集
を

し
て
、
飛
行
機

に
乗
っ
て
旅
先

へ
。
動
画
を
撮
影
し
、
帰
っ
て

来
た
ら
編
集
作
業
。
日
常
は
そ

の
繰
り
返
し
だ
が
、
一
か

月
間
海
外
に
行
き
っ
ぱ
な

し
に
な
る
こ
と
や
、
昼
夜

を
問
わ
ず
編
集
作
業
を
す

る
日
も
あ
り
、「
ひ
と
り

ブ
ラ
ッ
ク
企
業
状
態
で
す

（
笑
）」
と
言
う
が
、
楽
し

く
や
り
が
い
を
感
じ
て
い

る
。

　
「
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
に

な
り
た
い
と
考
え
る
学
生

さ
ん
も
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
中
途
半
端
な
気

持
ち
で
は
や
ら
な
い
ほ
う

が
い
い
で
す
。
見
た
目
以

上
に
難
し
い
で
す
し
、
大

変
で
す
。
ま
ず
は
大
学
の

４
年
間
を
無
駄
な
時
間
に

せ
ず
、
勉
強
で
も
遊
び
で

も
一
生
懸
命
や
っ
て
ほ
し

い
。
僕
も
部
活
や
ゼ
ミ
で

出
会
っ
た
人
た
ち
と
は
今
で
も

繋
が
り
が
あ
り
、
大
き
な
財
産

と
な
っ
て
い
ま
す
」

　

今
後
は
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

の
動
画
配
信
以
外
に
も
旅
情
報

を
提
供
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ロ

ン
な
ど
を
企
画
し
、
動
画
だ
け

に
頼
ら
ず
収
益
を
あ
げ
ら
れ
る

柱
を
作
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

﹇
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
﹈
２
０
１
０
年
北
海
学
園
大

学
法
学
部
卒
業
。
旅
行
会
社
な
ど
の
勤
務
を

経
て
、
２
０
１
７
／
１
８
シ
ー
ズ
ン
に
Ｖ
リ
ー

グ
・
ヴ
ォ
レ
ア
ス
北
海
道
に
加
入
。
翌
シ
ー
ズ

ン
に
引
退
。
現
在
、「
旅
系
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
」

と
し
て
世
界
70
か
国
を
訪
問
し
た
経
験
を
活

か
し
、
飛
行
機
、
マ
イ
ル
修
行
、
旅
先
、
ホ

テ
ル
に
関
す
る
動
画
を
多
数
公
開
中
。

学園学園人人脈記脈記第27回

YouTuber 山
やま

本
も と

大
だ い

希
き

法学部政治学科 2009 年度卒・Ⅱ8 期生

バレーボール選手、YouTuberになる。

大学バレー部時代。2008 年春季リーグで男女ア
ベック優勝（山本さん提供）。
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山
本
さ
ん
の

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

ア
カ
ウ
ン
ト
は

こ
ち
ら
か
ら

　

私
は
、
外
務
省
が
促
進
す

る
Ｊ
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｙ
Ｓ
対
日
理

解
促
進
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

応
募
し
、
今
年
の
春
休
み
に

マ
ニ
ラ
へ
７
日
間
派
遣
し
て

頂
き
ま
し
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン

を
選
ん
だ
理
由
は
、
派
遣
テ
ー

マ
と
対
象
者
が
日
本
語
教
育

や
外
国
人
と
交
流
を
す
る
こ

と
が
好
き
な
私
に
ぴ
っ
た
り

で
あ
っ
た
こ
と
と
、
国
内
の

国
籍
別
日
本
語
学
習
者
数
が

常
に
上
位
で
あ
る
フ
ィ
リ
ピ

ン
に
行
っ
て
み
た
い
と

思
っ
た
か
ら
で
す
。

　

こ
こ
で
皆
さ
ん
は
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
と
聞
い
て

何
を
思
い
浮
か
べ
る
で

し
ょ
う
か
。
私
は
参
加

す
る
前
ま
で
特
に
フ
ィ

リ
ピ
ン
に
関
心
が
な
く
、

マ
イ
ナ
ス
な
イ
メ
ー
ジ

ば
か
り
あ
り
ま
し
た
。
例

え
ば
、
治
安
が
悪
い
、
衛

生
環
境
が
悪
い
な
ど
で

す
。
事
前
学
習
、現
地
で
滞
在
、

訪
問
地
ご
と
の
聴
講
や
現
地

の
人
々
と
の
交
流
を
通
し
て
、

己
の
無
知
と
無
関
心
に
よ
る

偏
見
の
怖
さ
を
知
り
ま
し
た
。

偏
見
が
心
の
中
に
あ
る
ま
ま

関
わ
る
と
表
面
上
は
よ
く
て

も
、
お
互
い
助
け
合
い
た
い

と
思
う
ほ
ど
の
関
係
を
築
く

こ
と
は
難
し
い
で
す
。
だ
か

ら
日
本
の
移
民
問
題
も
消
え

な
い
の
だ
と
思
い
ま
す
。
現

地
に
赴
き
、
自
分
の
目

で
確
か
め
る
こ
と
が
い

か
に
大
事
か
と
い
う
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
プ
レ
ゼ
ン

で
互
い
の
国
の
魅
力
発

信
、
帰
国
後
に
企
画
し

た
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
会

な
ど
、
新
た
に
関
わ
る

人
を
増
や
す
こ
と
の
で

き
た
取
り
組
み
は
小
さ

い
な
が
ら
も
確
実
に
日

本
好
き
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
好
き

を
増
や
せ
た
と
思
い
ま
す
。

異
文
化
を
持
つ
国
民
同
士
が

信
頼
関
係
を
築
け
る
よ
う
、

こ
れ
か
ら
も
私
に
で
き
る
こ

と
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

人文学部日本文化学科 3 年

伊
い

原
はら

綾
あや

花
か

自分の目で現地を確かめる

私の学び

ホストファミリーと（右から2 番目が筆者） 田
た

中
なか

勝
まさのり

則 小
お

幡
ばた

昌
まさ

志
し

黒
くろさわ

澤 祐
ゆう

莉
り

渡
わたなべ

邊 良
りょう

平
へい

北海学園大学「学生カウンセリング室」のカウンセラー

申込方法：お電話 011－876－9939、  メール hgukokoro@hgu.jp
受付時間：平日 10：00 ～ 12：40、13：40 ～ 17：00
詳しい情報は「北海学園大学 こころの相談」で検索

　

新
入
生
の
皆
さ
ま
、
そ
し
て
保
護
者
の
皆

さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
ご
入
学
を
心
よ
り

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
在
学
生
の

皆
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し
て
は
新
年
度
い
か
が

お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

学
生
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
室
で
は
学
生
の
皆

さ
ん
の
こ
こ
ろ
や
発
達
の
問
題
に
関
連
す
る

学
生
生
活
上
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
す
る
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
近
年
で
は
人
間
関
係

や
進
路
に
関
す
る
悩
み
、
勉
強
面
や
日
常
生

活
で
計
画
を
立
て
る
こ
と
の
苦
手
さ
な
ど
の

相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ

以
外
の
様
々
な
悩
み
や
困
り
ご
と
へ
の
対
応

も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

必
要
に
応
じ
て
、
学
内
外
の
様
々
な
関
係
機

関
と
連
携
し
な
が
ら
学
生
の
皆
さ
ん
に
と
っ

て
の
最
善
の
利
益
と
な
る
よ
う
な
対
応
を
心

が
け
て
い
ま
す
。

　

学
生
生
活
に
関
す
る
悩
み
や
困
り
ご
と
が

あ
る
場
合
に
は
公
認
心
理
師
や
臨
床
心
理
士

の
資
格
を
持
っ
た
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
対
応
い

た
し
ま
す
の
で
、
下
記
の
連
絡
先
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

困ったときは、ひとりで悩まず
学生カウンセリング室へ!!

2023 年度学園オリジナルワイン。左
から赤（720ml、2750 円税込）、白
（720ml、2750 円税込）、スパークリ
ングロゼ（720ml、2970 円税込）。

　

学
園
オ
リ
ジ
ナ
ル
ワ
イ
ン

は
、
工
学
部
生
命
工
学
科
が
八

剣
山
ワ
イ
ナ
リ
ー
（
亀
和
田
俊

一
社
長
・
札
幌
市
南
区
）
と
連

携
し
進
め
て
い
る
ワ
イ
ン
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
研
究
成
果
と
し
て
、

２
０
１
８
年
か
ら
毎
年
醸
造
、
販

売
さ
れ
て
い
る
。
２
０
２
３
年
度

は
、
ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ
ロ
ゼ
ワ
イ

ン
が
２
０
２
４
年
２
月
に
、
赤
ワ

イ
ン
と
白
ワ
イ
ン
が
同
年
３
月

に
そ
れ
ぞ
れ
完
成
し
、
学
園
オ
リ

ジ
ナ
ル
ワ
イ
ン
３
種
が
揃
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
ワ
イ
ン
の
醸
造
に

は
、
生
命
工
学
科
新
沼
協
研
究
室

の
学
生
の
研
究
に
よ
り
八
剣
山

ワ
イ
ナ
リ
ー
の
ブ
ド
ウ
畑
か
ら

独
自
に
単
離
・
選
抜
さ
れ
た
ワ
イ

ン
醸
造
好
適
酵
母
が
使
用
さ
れ

て
い
る
。
生
命
工
学
の
知
識
を
活

用
し
、
北
海
道
の
豊
か
な
大
地
か

ら
単
離
し
た
ワ
イ
ン
醸
造
好
適

酵
母
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
土
地

の
個
性
（
テ
ロ
ワ
ー
ル
）
を
活
か

し
た
ワ
イ
ン
を
目
指
し
た
。
研
究

に
携
わ
っ
た
学
生
ら
は
「
自
分
達

の
研
究
か
ら
生
ま
れ
た
酵
母
が

実
際
に
ワ
イ
ン
醸
造
に
使
用
さ

れ
、
と
て
も
誇
り
に
思
い
ま
す
。

大
学
で
得
た
知
識
や
技
術
が
、
直

接
地
域
社
会
に
貢
献
で
き

る
こ
と
を
実
感
で
き
ま
し

た
。
た
く
さ
ん
の
方
に
飲

ん
で
い
た
だ
け
た
ら
嬉
し

い
で
す
」
と
話
す
。

　

学
園
オ
リ
ジ
ナ
ル
ワ
イ

ン
は
、
八
剣
山
キ
ッ
チ
ン

＆
マ
ル
シ
ェ
ほ
か
市
内
酒

販
店
で
購
入
可
能
。

地
域
連
携
の「
学
園
オ
リ
ジ
ナ
ル
ワ
イ
ン
」３
種

２
０
２
３
年
度
も
完
成

研究から
ボトルへ

社
会
の
中
で〝
背
番
号
10
〞を
付
け
る
人
に

室蘭市

地
域
の

  

現
場
か
ら

　

１
９
９
３
年
の
Ｊ
リ
ー
グ
開

幕
を
き
っ
か
け
に
、
自
ら
も

サ
ッ
カ
ー
を
始
め
た
石
井
さ

ん
。
中
学
、
高
校
は
選
手
と
し

て
活
躍
し
な
が
ら
も
、
プ
ロ
を

目
指
す
に
は
ス
キ
ル
が
足
り
な

い
と
実
感
し
た
。

　
「
た
だ
、
サ
ッ
カ
ー
が
好
き

な
気
持
ち
だ
け
は
負
け
て
い
な

い
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
そ
の

情
熱
を
後
進
に
繋
げ
る
立
場
で

サ
ッ
カ
ー
を
支
え
た
い
、
教
員

と
し
て
サ
ッ
カ
ー
に
携
わ
り
た

い
と
思
い
ま
し
た
」

　

経
済
的
に
厳
し
い
家
庭
環
境

と
、
教
員
の
夢
が
叶
え
ら
れ
る

こ
と
が
合
致
し
、
北
海
学
園
大

学
の
２
部
に
入
学
し
た
。

　
「
２
部
は
働
き
な
が
ら
通
っ

て
い
る
人
が
多
い
の
で
、
一
つ

二
つ
ど
こ
ろ
か
、
十
も
二
十
も

年
が
離
れ
た
人
と
話
す
機
会
が

あ
り
ま
し
た
。
自
分
の
価
値
観

が
変
化
す
る
の
を
実
感
し
、
と

て
も
恵
ま
れ
た
環
境
で
し
た
」

　

大
学
卒
業
後
は
、
現
在
の
北

海
道
大
谷
室
蘭
高
校
に
赴
任
。

当
時
は
室
蘭
大
谷
高
校
と
登
別

大
谷
高
校
が
統
合
す
る
時
期

で
、
石
井
さ
ん
も
登
別
で
勤
務

し
な
が
ら
時
間
講
師
と
し
て
室

蘭
で
勤
務
、
柔
道
部
の
顧
問
を

任
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
高

校
統
合
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
男

子
サ
ッ
カ
ー
部
の
コ
ー
チ
と

な
っ
た
。教
科
指
導
、サ
ッ
カ
ー

部
の
選
手
の
強
化
や
進
路
指
導

な
ど
、
教
員
の
忙
し
さ
を
実
感

し
た
日
々
だ
っ
た
。
３
年
前
に

女
子
サ
ッ
カ
ー
部
の
監
督
に
な

り
、
今
に
至
る
。

　
「
う
ち
の
選
手
は
勉
強
も
部

活
も
頑
張
り
た
い
と
、
目
的
意

識
を
持
っ
て
来
て
く
れ
ま
す
。

い
ず
れ
は
サ
ッ
カ
ー
を
中
断
し

た
り
、
辞
め
る
こ
と
も
あ
る
か

と
思
い
ま
す
が
、
サ
ッ
カ
ー
が

な
く
な
っ
た
と
し
て
も
そ
う
い

う
経
験
は
活
き
る
。
社
会
に
出

れ
ば
誰
で
も
〝
背
番
号
10
番
〞

が
付
け
ら
れ
ま
す
。
サ
ッ
カ
ー

を
通
じ
た
人
間
教
育
が
で
き
た

ら
と
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
奮
闘
し

て
い
ま
す
」

　
「
鉄
の
ま
ち
、

サ
ッ
カ
ー
の
ま

ち
」と
し
て
栄
え
た
室
蘭
だ
が
、

人
口
減
少
や
少
子
化
の
問
題
も

抱
え
る
。

　
「
今
年
と
来
年
の
女
子
サ
ッ

カ
ー
は
、
室
蘭
で
全
国
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
を
機
に
、
室
蘭
に
新
し
い

活
路
が
生
ま
れ
、
か
つ
て
の
活

気
を
取
り
戻
し
て
く
れ
る
と
い

い
な
と
期
待
し
て
い
ま
す
」

北海道大谷室蘭高等学校
女子サッカー部監督

教員 石
い し

井
い

一
か ず

矢
や

人文学部日本文化学科
2010 年度卒・Ⅱ15 期生

　

３
月
３
日
〜
６
日
に
長
野
県

の
白
馬
岩
岳
ス
ノ
ー
フ
ィ
ー
ル

ド
で
開
催
さ
れ
た
第
51
回
全
国

学
生
岩
岳
ス
キ
ー
大
会
（
一
般

社
団
法
人
白
馬
村
ス
キ
ー
ク
ラ

ブ
主
催
）
で
、
本
学
基
礎
ス
キ
ー

部
の
髙
橋
栄
昇
さ
ん
（
経
済
学
部

地
域
経
済
学
科
２
年
）
が
、
男

子
総
合
５
位
に
入
賞
し
た
。

基
礎
ス
キ
ー
部

全
国
大
会
５
位
入
賞

髙橋栄昇さん

12
月
２
日
〜
６
日
に
京
都
市
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た

第
40
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
大
学
放
送
コ

ン
テ
ス
ト
で
、
本
学
放
送
研
究
会

が
、
全
６
部
門
の
う
ち
５
部
門
で

受
賞
し
た
。
放
送
研
究
会
と
し
て

３
年
連
続
で
受
賞
し
て
い
る
。

放
送
研
究
会

全
国
５
部
門
で
受
賞

放送研究会のメンバー

作
品
は
放
送
研
究
会
の

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

チ
ャ
ン
ネ
ル
で
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令
和
５
年
度

卒
業
証
書
・
学
位
記
授
与
式

卒
業
証
書
・
学
位
記
授
与
式

卒
業
証
書
・
学
位
記
授
与
式

　

令
和
５
年
度
卒
業
証
書
・
学
位
記
授

与
式
が
３
月
20
日
、
北
海
道
立
総
合
体

育
セ
ン
タ
ー
「
北
海
き
た
え
ー
る
」
に

て
執
り
行
わ
れ
た
（
９
月
期
は
令
和
５

年
９
月
30
日

挙
行
）。
昨

年
ま
で
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
防
止

の
観
点
か
ら

規
模
を
縮
小

し
て
い
た

が
、
５
年
ぶ

り
に
保
護
者

の
方
々
や
ご

来
賓
を
迎
え

て
従
来
通
り

に
実
施
さ
れ

た
。

　

来
賓
か
ら

の
祝
辞
と
し

て
、
本
学
園

特
任
教
授
の

栗
山
英
樹
氏
が
登
壇
し
、「
人
は
能
力
よ

り
も
、
自
分
の
こ
と
を
信
じ
ら
れ
る
か

ど
う
か
、
そ
れ
が
す
べ
て
だ
と
思
い
ま

す
。
挑
み
続
け
て
く
だ
さ
い
。
自
分
を

信
じ
て
や
り
続
け
れ
ば
必
ず
道
は
見
え

て
い
く
」
と
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

祝辞を述べた栗山英樹特任教授 卒業証書・学位記の授与

令和５年度　卒業生数／修士・博甲・博乙・法務博数
学
部 学科

令和５年度卒業生
累計

９月期 合計

経
済

１
部

経  済  学  科 140 10 150 20,783
地域経済学科 110 － 110 2,557
経  営  学  科 － － － 8,766

２
部

経  済  学  科 52 15 67 8,006
地域経済学科 45 7 52 846
経  営  学  科 － － － 3,291

経
営
１
部
経  営  学  科 153 1 154 3,117
経営情報学科 124 － 124 2,604

２
部 経  営  学  科 93 18 111 1,765

法

１
部
法  律  学  科 114 3 117 12,895
政  治  学  科 110 1 111 2,641

２
部
法  律  学  科 69 15 84 5,951
政  治  学  科 65 5 70 1,154

人
文

１
部
日本文化学科 84 6 90 2,714
英米文化学科 91 4 95 2,636

２
部
日本文化学科 42 5 47 1,098
英米文化学科 31 1 32 792

工

社会環境工学科 56 4 60 4,575
建　築　学　科 79 2 81 4,888
電子情報工学科 51 2 53 3,008
生  命  工  学  科 62 － 62 495
1部　計 1,174 33 1,207 71,679
2 部　計 397 66 463 22,903
大学　計 1,571 99 1,670 94,582

研究科
令和５年度修了生

累計
９月期 合計

大
　
学
　
院

経済学
研究科

（博士甲） － － 0 13
（博士乙） 1 － 1 2
（修　士） － － 0 209

経営学
研究科

（博士甲） － － 0 15
（博士乙） － － 0 5
（修　士） － － 0 124

法　学
研究科

（法・博士甲） 1 － 1 10
（政・博士甲） 1 － 1 2
（博士乙） － － 0 4
（法・修士） － 1 1 108
（政・修士） － － 0 28

文　学
研究科

（日・博士甲） － － 0 4
（英・博士甲） － － 0 1
（博士乙） － － 0 7
（日・修士） － 1 1 105
（英・修士） － － 0 30

工　学
研究科

（建・博士甲） － － 0 7
（電・博士甲） － － 0 7
（生・博士甲） 1 － 1 2
（建・修士） 1 － 1 154
（電・修士） － － 0 47
（生・修士） 3 － 3 13

法務研究科（法務博士） 1 － 1 156
大学院　計 9 2 11 1,053

大学・大学院　計 1,580 101 1,681 95,635

（単位／人）

学　部 学　科 試験募集年次 出願期間 試験日

試験日

経済学部

一般編入学･転入学試験　推薦編入学試験

社会人特別編入学･転入学試験

一般・推薦３年次 ～10月  1日（火） 11月  2日（土）10月11日（金）

経営学部 一般・推薦
一般

～10月 7日（月） 11月16日（土）10月18日（金）
～1月14日2025年

2024年

2024年

2024年

2025年
2024年

2024年

（火） 2月22日（土）1月24日（金）

法 学 部 ～9月12日（木） 10月 5日（土）
2月14日（金）

9月19日（木）
～1月 9日（木） 1月15日（水）

人文学部 一般

一般・推薦
一般・推薦

～9月27日（金） 10月26日（土）10月 4日（金）
2025年 ～1月14日（火） 2月25日（火）1月24日（金）

工 学 部
社会環境工学科（社会環境コース・環境情報コース）
建築学科
電子情報工学科
生命工学科

一般

期

2024年 ～7月 9日（火） 9月  3日（火）7月12日（金）

2025年 ～1月14日（火） 2月25日（火）1月17日（金）

2025年度 北海学園大学 編入学･転入学試験日程

経済学科・地域経済学科1部
経済学科・地域経済学科2部

経営学科・経営情報学科1部
経営学科2部

法律学科・政治学科1部

法律学科・政治学科2部

日本文化学科・英米文化学科1部
日本文化学科・英米文化学科2部

学　部 学　科 出願期間

経済学部

経営学部

～10月  1日（火） 11月 2日（土）

11月16日（土）
2月22日（土）

10月11日（金）

2024年 ～10月 7日（月） 10月18日（金）
2025年 ～1月14日（火） 1月24日（金）

Ⅰ期３年次
３年次
３年次
２・３年次

３年次

３年次

Ⅱ期
Ⅰ期
Ⅱ期
Ⅰ期
Ⅱ期

Ⅰ期
Ⅱ期

Ⅰ期

Ⅱ期

経済学科・地域経済学科1部
経済学科・地域経済学科2部

経営学科2部

期

2025年度 北海学園大学大学院 入試日程

経済学研究科
経営学研究科
法学研究科
文学研究科
工学研究科
経済学研究科
経営学研究科
法学研究科
文学研究科
工学研究科

経済学研究科
経営学研究科
法学研究科
文学研究科
工学研究科

課程 入試 研究科名 出願期間 試験日

課程 研究科名 出願期間 試験日

修士

博士
（後期）

10月  2 日（水）
10 月  5 日 （土）
10 月  2 日（水）
10 月 19 日（土）
10 月 15 日（火）
2月 15 日（土）
2月 15 日（土）
2月 15 日（土）
2月 15 日（土）

2月 15 日（土）
2月 15 日（土）
2月 15 日（土）
2月 15 日（土）
2月 18 日（火）

2月 18 日（火）

8月  26日（月）～　
9月  10日（火）

2024年

2025年
1月 9日（木）～　
1月16日（木）

2025年
1月 9日（木）～　
1月16日（木）

※詳細は募集要項でご確認ください。

第  

Ⅰ  

期

第  

Ⅱ  

期

春のオープンキャンパス

【開催内容】
豊平キャンパス：学部別イベント／入試説明会、
保護者向け説明会、在学生イベント、2部イベント、
学内ツアー、個別相談会、パネル展、サークルイベ
ントなど
山鼻キャンパス：学科別説明会、学内体験ツアー、
ショールーム、大学・入試説明会など

申込必須!
本学公式 LINE
よりお申込み
ください。

イベント及びお
申込みの詳細
については本学
HPをご確認くだ
さい。

豊平キャンパス、山鼻キャンパス
10：00～16：30日6/23
【申込み開始：5/24（金）10：00～】

夏のオープンキャンパス
豊平キャンパス、山鼻キャンパス
10：00～16：30金8/ 9
【申込み開始：7/9（火）10：00～】

豊平キャンパス、山鼻キャンパス
10：00～16：30土8/10
【申込み開始：7/9（火）10：00～】

秋のオープンキャンパス
豊平キャンパス、山鼻キャンパス
10：00～16：30日9/29
【申込み開始：8/30（金）10：00～】

OPEN CAMPUS 2024OPEN CAMPUS 2024OPEN CAMPUS 2024

【開催内容】 各研究科個別相談会、奨学金説明会・個別
相談、施設見学 、社会人特例・長期履修制度説明、
就職情報の提供

13:00～14:30
豊平 8号館キャンパス

土第1回 7/6
土第2回 12/7

経済学研究科・経営学研究科・法学研究科・文学研究科

14:30～15:30
山鼻 3号館２階キャンパス

金第1回 7/12
金第2回 12/6

工学研究科

大学院進学説明会大学院進学説明会大学院進学説明会2024年度

釧路市生涯学習センター
とかちプラザ帯広

釧路

北見市民会館北見 土7/20

土

Gスクエア函館 土7/20
旭川北洋ビル旭川 日7/21
生涯学習センター きらん室蘭 日7/21

7/27
日7/28

【開催内容】  大学説明＆保護者向け説明、在学生オ
ンライン TALK LIVE、入試制度説明、個別相談会、パ
ネル展、資料配布コーナー

全会場 11：00－17：00

申込必須!
本学公式 LINE
よりお申込み
ください。

イベント及びお
申込みの詳細
については本学
HPをご確認く
ださい。

ミニオープンキャンパスミニオープンキャンパスミニオープンキャンパス2024
年 度

2024年度 進学相談会 各会場とも入場無料、
事前の申込みは不要です。

道内会場
開催月日 場所 会場名
 6月18日（火）　 札幌　 プレミアホテル-TSUBAKI-札幌
 ７月18日（木）　 札幌　 アクセスサッポロ
 9月11日（水）　 旭川　 旭川地場産業振興センター
 9月13日（金）　倶知安　倶知安総合体育館
10月 9日（水）　 石狩　 花川コミュニティーセンター
10月 9日（水）　 札幌　 プレミアホテル-TSUBAKI-札幌
10月16日（水）　 釧路　 釧路市観光国際交流センター
10月21日（月）　 石狩　 ガトーキングダムサッポロ

道外会場
開催月日 場所 会場名
 9月11日（水）　 八戸　 八戸プラザアーバンホール
10月26日（土）　 東京　 ベルサール渋谷ガーデン

※参加前に必ず最新情報を
　確認してください。

　

２
０
２
４
年
３
月
卒
業
生
の
就
職

状
況
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
内
定
率
は

表
１
の
と
お
り
で
、
昨
年
を
上
回
る
結

果
と
な
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

明
け
に
お
け
る
企
業
側
の
説
明

会
な
ら
び
に
採
用
活
動
は
、
対

面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
併
用
に

よ
る
選
考
が
主
体
と
な
り
、
学

生
は
そ
れ
ぞ
れ
の
選
考
に
対
応

す
る
べ
き
対
策
を
十
分
な
時
間

を
か
け
て
行
い
ま
し
た
。

　

２
０
２
４
年
３
月
卒
業
生
に

行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
よ

り
ま
す
と
、進
路
決
定
先
に「
満

足
」、「
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
満

足
」
と
回
答
し
た
学
生
の
割
合

が
９
割
以
上
と
な
り
、
多
く
の

学
生
が
業
界
分
析
・
企
業
分
析

を
行
っ
た
う
え
で
エ
ン
ト
リ
ー

シ
ー
ト
の
作
成
、
面
接
対
策
を

行
っ
た
結
果
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
一
方
で
『
も
う
一
度
就
職

活
動
を
す
る
と
し
た
ら
、
最
も
力
を

入
れ
よ
う
と
思
う
こ
と
』
の
自
由
記
述

欄
に
は
、「
自
己
分
析
を
始
め
る
の
が

遅
く
て
、
大
変
だ
っ
た
」、「
Ｇ
Ｐ
Ａ
な

ど
の
成
績
が
面
接
の
際
に
指
摘
さ
れ

た
」、「
自
分
が
何
を
重
視
す
る
の
か
、

話
に
一
貫
性
が
な
く
な
り
自
分
を

１
０
０
％
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が

難
し
い
」
と
い
っ
た
回
答
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
回
答

へ
の
対
策
と
し
て
、
１
年
生
か
ら

普
段
の
生
活
に
お
け
る
講
義
の
受

け
方
や
サ
ー
ク
ル
活
動
、
ア
ル
バ

イ
ト
な
ど
を
通
じ
て
自
分
の
将
来

像
を
見
据
え
た
行
動
を
心
が
け
る

よ
う
に
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
就
職

活
動
は
３
年
生
か
ら
本
格
化
し
ま

す
が
、
普
段
か
ら
自
身
の
行
動
や

体
験
を
振
り
返
っ
て
お
く
と
、
焦

る
こ
と
な
く
就
職
対
策
に
入
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
大
学
生
活
で
は

よ
り
多
く
の
経
験
を
積
ん
で
い
き

ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
け
る

『
企
業
・
官
庁
等
へ
の
受
験
申
込
（
エ

ン
ト
リ
ー
）
は
い
つ
か
ら
始
め
ま
し
た

か
？
』
の
回
答
に
お
い
て
、
３
年
生

で
開
始
し
た
学
生
の
割
合
は
７
割
で
、

『
最
初
に
内
定
（
内
々
定
）・
合
格
を
取

得
し
た
の
は
い
つ
で
す
か
？
』
の
回
答

で
は
、
４
年
生
４
月
の
時
点
で
３
割
を

超
え
る
な
ど
、
就
職
活
動
の
早
期
化
が

進
ん
で
い
る
傾
向
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
企
業
の
声
と
し
て
「
売
り
手
市
場

に
お
け
る
優
秀
な
人
材
の
早
期
確
保
」

の
目
標
が
あ
り
、
一
方
で
学
生
は
「
早

期
内
定
に
よ
り
安
心
感
が
生
ま
れ
、
学

業
に
集
中
で
き
る
」
こ
と
に
よ
り
利
害

関
係
が
一
致
し
て
い
る
た
め
、
近
年
の

少
子
化
も
伴
っ
て
、
し
ば
ら
く
は
こ
の

現
象
は
続
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

本
学
は
就
職
対
策
と
し
て
、
民
間
・

公
務
員
志
望
者
向
け
に
そ
れ
ぞ
れ
の

就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
複
数
回
実
施
し
、

自
己
分
析
セ
ミ
ナ
ー
、
面
接
セ
ミ
ナ
ー

に
お
け
る
個
別
指
導
、
キ
ャ
リ
ア
支
援

セ
ン
タ
ー
職
員
に
よ
る
個
別
相
談
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
学
生
の
皆
様
に
は

学
年
に
関
係
な
く
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ

ン
タ
ー
を
利
用
し
て
、
自
分
の
「
キ
ャ

リ
ア
デ
ザ
イ
ン
」
の
設
計
を
考
え
な
が

ら
就
職
活
動
を
行
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

キャリア支援センターINFORMATION  ＜ 2024年就職状況＞

国家公務員一般職
国税専門官
労働基準監督官
財務専門官
裁判所職員（一般職）
自衛隊幹部候補生
北海道職員
北海道警察
札幌市役所（一般事務・他）
札幌市消防
道内市役所
道内町村
警視庁警察官
東京都特別区
国立大学法人等職員
独立行政法人国立病院機構
独立行政法人日本学生支援機構
北海道内外教員
道内信用金庫
北海道銀行
北洋銀行
北陸銀行
ゆうちょ銀行（日本郵政グループ）
北海道労働金庫
あいおいニッセイ同和損害保険
第一生命保険
日本生命保険相互会社
ＳＯＭＰＯひまわり生命保険
東京海上日動火災保険
富国生命保険相互会社
かんぽ生命保険
共栄火災海上保険
社会保険診療報酬支払基金
ソニー損害保険
損害保険ジャパン
ほくよう保険サービス
北海道国民健康保険団体連合会
北海道リース
カワムラ
住友不動産販売
岩田地崎建設
東急リバブル
ドーコン
大林組
伊藤組土建
大成建設
ドーピー建設工業
中山組
宮坂建設工業
アサヒ
エイコー技研
鹿島建設
アイエイ研究所

川田工業
熊谷組
桂和商事
こぶし建設
さくら構造
札幌インスペクション
三共電気工業
三洋工業北海道システム
三和シヤッター工業
清水建設
住研ハウス
常口アトム
昭和木材
創建社
竹中土木
辻野建設工業
土屋ホーム
テスク
東神開発
東洋建設
戸田建設
西江建設
日本建設
日本国土開発
丸彦渡辺建設
みずほ不動産販売
三菱地所ハウスネット
明和地所
ＡＮＡ新千歳空港
北海道旅客鉄道
北海道電力
互信ホールディングス
新日本海フェリー
日本通運
岩瀬運輸機工
ＡＩＲＤＯ
ＮＴＴアノードエナジー
エムケイホールディングス
キャセイパシフィックエアウェイズリミテッド
佐世保タクシー
ＪＡＬスカイ札幌
新千歳空港サービス
日本梱包運輸倉庫
日本航空
北海道中央バス
ロジスティード北日本
ｗｏｒｌｄ’ｓ　ｅｎｄ
北海道アルバイト情報社
北日本広告社
リクルート北海道じゃらん
電通デジタルアンカー
電通北海道
ＮＴＴ東日本－北海道

ＮＴＴデータＭＳＥ
つうけん
アイングループ
イオン北海道
ニトリ
アインファーマシーズ
サッポロドラッグストアー
道内トヨタ系ディーラー
セコマ
ツルハ
ヨドバシカメラ
スズキ自販北海道
竹山
日糧製パン
はなまる
ほくやく
北海道コンフェクトグループ
北海道日産自動車
ロイズコンフェクト
あきんどスシロー
アレフ
イーストン
北央商事
きのとや
グリーンハウス
ゲンキー
コクヨ北海道販売
ココカラファインヘルスケア
コスモス薬品
札幌アポロ
サンセリテ札幌
サンマルコ食品
ＪＲ北海道フレッシュキヨスク
シュクレイ
シングスアンドクラフト
ジンズ
そごう・西武
ダイイチ
ダイゼン
大東エンタープライズ
東光ストア
トモズ
なか卯
ナラサキ産業
日清医療食品
日本甜菜製糖
日本食研ホールディングス
日本マクドナルド
ハードオフコーポレーション
ビームス
ビックカメラ
ファミリーマート
フォーシーズ

福原
ブリヂストンリテールジャパン
フレスカ
プレナス
ホクレン商事
北海道ジーエス・ユアササービス
北海道スバル
北海道糖業
ホンダ四輪販売北海道
まいばすけっと
マツオインターナショナル
松屋フーズ
丸亀
ミサワ
ムトウ
もりもと
ヤマダデンキ
よつ葉乳業
ライフコーポレーション
ラルズ
柳月
ローソン
六花亭製菓
生活協同組合コープさっぽろ
良品計画
ホクレン農業協同組合連合会
道内農業協同組合
北海道厚生農業協同組合連合会
北海道農業共済組合
石狩北部地区消防事務組合
恵庭まちづくり協同組合
全国労働者共済生活協同組合連合会
北海道漁業協同組合連合会
北海道市町村職員共済組合
北海道信用農業協同組合連合会
学校法人北海学園
学校法人日本医療大学
学校法人希望学園
学校法人池上学園
学校法人電子開発学園
医療法人渓仁会
税理士法人セントラル
税理士法人フューチャーコンサルティング
税理士法人エンカレッジ
税理士法人すずらん総合マネジメント
税理士法人ジャパンタックス申告会
公益財団法人アイヌ民族文化財団
公益財団法人北海道対がん協会
公益財団法人さっぽろ青少年女性活動協会
公益財団法人鉄道弘済会
ＪＡＦ（一般社団法人日本自動車連盟）
ふたば税理士法人
社会医療法人母恋

一般社団法人北海道総合研究調査会
税理士法人山田アンドパートナーズ
リーガライト行政書士法人
エイチ・アイ・エス
ＪＴＢ
日本旅行北海道
名鉄観光サービス
星野リゾート・トマム
加森観光本社
トーホウリゾート
マイステイズ・ホテル・マネジメント
トランスコスモス
アイティ・コミュニケーションズ
ＳＣＳＫ北海道
パーソルプロセス＆テクノロジー
エイチ・アイ・ディ
エスイーシー
レバレジーズ
大塚商会
コンピューターサイエンス
中央システム
ドコモＣＳ北海道
日本アイ・ビー・エムデジタルサービス
日本ビジネスシステムズ
ファイバーゲート
マンパワーグループ
アイ・テイ・エス
アイ・ティー・エックス
Ｉ・ＴＥＣソリューションズ
アルテニカ
アレックスマネジメント
イーエフユーアドウィス
インテック
ＩＣ
 WｉｎＧｒｏｗ
内田洋行ＩＴソリューションズ
ＲＯＢＯＴ　ＰＡＹＭＥＮＴ
キーウェアソリューションズ
クレスコ
恵和ビジネス
Ｃｏｄｅｍｉｎｇｌｅ
コスメディア
システムマネージメント
セラク
ダイアモンドヘッド
ダイナックス
鉄道情報システム
デル・テクノロジーズ
ニッセイ情報テクノロジー
富士フイルムビジネスイノベーションジャパン
北海道総合通信網
ヤマトシステム開発

公
務
員
・
国
立
大
学
法
人

金
融

建
設
・
不
動
産

建
設
・
不
動
産

卸
小
売
・
製
造

運
輸
・
通
信
・
出
版
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

卸
小
売
・
製
造

サ
ー
ビ
ス
・
団
体

サ
ー
ビ
ス
・
団
体

情
報
処
理
・Ｉ
Ｔ
関
連

内定率（％）

2
部

86.5 82.5
87.5 55.6
81.8 80.0
91.7 75.0
92.0 83.3
83.6 90.3
83.8 77.8
83.0 100.0

85.4
76.0
81.1
88.3
89.7
85.9
82.6
85.7

英米文化
日本文化
政治
法律
経営
地域経済
経済
学科

2部合計

女 計男
内定率（％）

1
部

89.6 96.6 91.0経済
93.9 97.4 95.2地域経済
94.9 95.7 95.1経営
95.3 92.6 94.1経営情報
90.5 94.9 92.2法律
92.8 87.9 91.3政治

学科

1部合計　男/92.6、女/93.8、計/93.0
1部･2部合計　男/90.9、女/91.4、計/91.0

女 計男
内定率（％）

1
部

80.7 100.0 92.4日本文化
91.9 84.1 87.7英米文化
92.7 100.0 93.1社会環境工
96.2 95.0 95.9建築
95.0 100.0 95.7電子情報工
94.7 91.7 94.0生命工

学科 女 計男

就職活動に向けた今からできること

表2　2024年3月卒業生 業種別就職先

表1　2024年3月卒業生就職状況▽
３
月
14
日  

株
式
会
社
ア
イ
ワ
ー
ド
代
表
取
締
役
社
長
奥
山
敏
康

氏
、
馬
場
康
広
氏

▽
３
月
27
日  

サ
ッ
カ
ー
部
Ｏ
Ｂ
会
会
長
阿
波
昭
則
氏

▽
４
月
４
日  

岩
田
地
崎
建
設
株
式
会
社
取
締
役
専
務
執
行
委
員
建

築
本
部
長
佐
藤
護
氏
、
第
一
営
業
部
長
木
村
文
彦
氏
、
第
二
営
業
部

営
業
課
主
任
東
間
勇
貴
氏
、
総
務
部
広
報
課
上
田
尚
子
氏

▽
４
月
５
日  
レ
ス
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
交
換
教
員
シ
ュ
ル
ツ
ア
ー
ラ
ン

氏
着
任
挨
拶

▽
４
月
12
日  

藤
女
子
大
学
学
長
渡
邊
賴
純
氏
、
事
務
局
長
柳
本
睦

子
氏

▽
４
月
16
日  

日
本
経
済
新
聞
社
札
幌
支
社
長
髙
野
真
純
氏
、
映
像

戦
略
本
部
統
括
付
下
原
口
徹
氏

▽
５
月
９
日  

北
星
学
園
大
学
学
長
中
村
和
彦
氏
、
事
務
局
長
山
本

一
博
氏


